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終了時評価調査結果要約表 

１．案件の概要 
国名：ベトナム社会主義共和国、カン

ボジア王国、タイ王国 
案件名：ベトナム・カンボジア・タイにおける戦略作物キ

ャッサバ侵入病害虫対策に基づく持続的生産システムの

開発と普及プロジェクト 分野：生物資源領域 
主管部署：経済開発部農業・農村開発

第一グループ第一チーム 
協力形態：技術協力プロジェクト－地球規模課題対応国際

科学技術協力プログラム（Science and Technology Research 
Partnership for Sustainable Development：SATREPS） 

協力期間： 
（R/D）2015年 12月 8日 
2016年 4月 10日〜2022年 3月 31日 
（6年間） 
 

協力金額：約 5.26億円  
日本側協力機関：九州大学大学院農学研究院（研究代表機

関）、東京農業大学国際食料情報学部、東京大学大学院農学

生命科学研究科、東京大学大学院新領域創成科学研究科、

理化学研究所環境資源科学研究センター、名古屋大学農学

国際教育研究センター 
先方実施機関：【ベトナム】農業農村開発省農業遺伝学研究

所（Agricultural Genetics Institute：AGI）、農業農村開発省植
物防疫研究所（Plant Protection Research Institute：PPRI）、農
業農村開発省フンロック農業研究センター（Hung Loc 
Agricultural Research Center：HLARC）、ノンラム大学（Nong 
Lam University：NLU）【カンボジア】国立バッタンバン大
学（National University of Battambang：NUBB）【タイ】農業・
協同組合省ラヨーン畑作物研究センター（Rayong Field 
Crops Research Center：RYFCRC）【国際機関】国際熱帯農業
センター（International Center for Tropical Agriculture：CIAT）
アジア地域事務所 
他の関連協力：ベトナム国農業農村開発省（Ministry of 
Agriculture and Rural Development：MARD）、カンボジア国
教育青年スポーツ省（Ministry of Education, Youth and Sports：
MOEYS）、タイ国農業・協同組合省（Ministry of Agriculture 
and Cooperatives：MOAC） 

１－１ 協力の背景と概要 
熱帯・亜熱帯地域で栽培されるキャッサバは、世界の主要食用作物の総収穫面積（1億 9,600万

ha）で第 6位に位置し、世界の約 8億の人々が日常の食料としている重要作物である1。2012年度
の世界のキャッサバ総生産量は 2 億 8,000 万tであり、アジアはアフリカに次いで生産量が多い。
キャッサバは従来の食用に加え、工業用でんぷんとして製紙やプラスチック、さらにはバイオエタ

ノール原料として用途が拡大している。世界のキャッサバ年間総生産量は、この 30年間に倍増し、
今世紀に入っても生産量は大きく上昇しているが、その大きな理由の一つが、タイ王国（以下、「タ

イ」と記す）、ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）、カンボジア王国（以下、「カ

ンボジア」と記す）での生産増である。アジアで生産されるキャッサバの主な用途は輸出用の家畜

飼料や加工原料及びバイオエタノールである。キャッサバ生産量世界 2 位かつ輸出量世界 1 位の
タイ、輸出量 2位のベトナム、そして急速に生産量を増すカンボジアにおけるキャッサバは、小規
模農家の貴重な換金作物として生活向上に貢献し、また、多くの関連産業への雇用を生み出すこと

 
1 https://www.scientificamerican.com/article/a-cassava-revolution-could-feed-the-worlds-hungry/ 

https://www.scientificamerican.com/article/a-cassava-revolution-could-feed-the-worlds-hungry/


ii 

で地域社会の安定的な発展や国全体の経済発展にも大きく寄与している。その規模は年約 30 億ド
ル以上に及び、戦略的作物と位置づけられている。 
しかし、2009 年、タイに外来害虫コナカイガラムシが侵入・大発生し、タイのキャッサバ生産

量が約 30％減少した。その後、ベトナム、カンボジアへと本害虫の被害が拡大した。また、近年、

同地域にファイトプラズマによるてんぐ巣病（Cassava Witches’ Broom：CWB）が頻発しており、

病害虫による被害は同地域のキャッサバ生産性を著しく低下、不安定にしている。生産量の減少は

小規模農家、キャッサバ加工工場を通し地域経済へも影響する。また、日本で消費する食用・工業

用でんぷんの約 8 割は同地域からのキャッサバでんぷんであるため、生産の減少は日本社会にも

影響する。また、プロジェクト開始後の2017年以降、キャッサバモザイク病（Cassava Mosaic Disease：
CMD）が大発生し、生産量に影響を与えている。 
病害虫の被害拡大の原因は、病害虫感染苗の移動（例えばタイやベトナムからカンボジアへの苗

販売による移動）と考えられる。同地域は、アジア開発銀行等の支援による道路インフラ「経済回

廊」の整備により、人や物資の移動が加速しており、東南アジア諸国の経済活性化の主要な地域で

ある。陸上交通路の開発が進む同地域で物資流通がさらに増加すると、キャッサバ病害虫の被害は

ますます頻発することが予想される。したがって、同地域の病害虫を適切に防除し、被害拡大を抑

え、キャッサバ種苗生産拠点を産地ごとに形成し、苗の移動を防ぐという広域的対策が必要であ

る。しかし、東南アジアでは 2009 年以前までキャッサバの病害虫は問題とされておらず、病害虫

管理技術が未発達かつ病害虫の高度な知識をもつ専門家も不足していた。本プロジェクトは、この

広域的で緊急性を要する課題に対し、日本の先端技術や知見を導入し、この課題を解決する新技

術・手法や知見を獲得、また新たな普及モデルを構築することにより、ベトナム、カンボジア、タ

イのキャッサバの持続的生産をめざすものである。 
 

１－２ 協力内容 
（1）上位目標 

プロジェクトが開発した病害虫管理及び健全種苗生産システムが、ベトナム、カンボジア及び

タイの主要生産地に導入される。 
 

（2）プロジェクト目標 
病害虫管理及び健全種苗管理モデルが構築される。 

 
（3）成果（アウトプット） 

1．主要病害が同定され、病害モニタリング・システムが導入される。 
2．害虫管理システムが開発される。 
3．キャッサバ種苗システムが構築され、かつ育種サイクルを短縮する新育種技術が開発される。 
4．健全種苗と持続的な生産方法がキャッサバ農家に普及される。 
 

（4）投入（終了時評価調査時点） 
1）日本側  専門家派遣： 長期専門家 4 名（ベトナムとカンボジアの業務調整員） 

研究者 47名 



iii 

    本邦研修：  短期研修 8 名（12〜59 日間） 
        長期研修（本邦大学への留学）3 名 
    供与機材：  PCR（ポリメラーゼ連鎖反応：Polymerase Chain Reaction）検査 

機、実体顕微鏡+顕微鏡カメラ、蛍光顕微鏡、遠心機、インキ
ュベータ、フリーザー等（合計 5,770 万円相当2） 

    現地活動費： 1億 8,614万円（終了時までの見込額）、器具・試薬等の実験費、 
六つのカウンターパート（Counterpart：C/P）機関の研究室の改修、
網室の整備などの施設費、フィールド調査費用等が含まれる。 

 
2）C/P機関側 C/Pの配置：  合計 80 名 

• プロジェクト・ダイレクターとプロジェクト・マネジャー、各

国のダイレクター・マネジャーなどのマネジメント 9 名 

• テーマ別（Sub-theme）の 3 カ国横断の 4 チーム 

ST1（成果 1）11 名、ST2（成果 2）24 名、ST3（成果 3）24
名、ST4（成果 4）12 名、合計 71 名 

     ローカルコスト負担： 
• 3 カ国合計 55 万 3,643 米ドル（ベトナム：48 万 132 米ドル、カ

ンボジア：3,918 米ドル、タイ：6 万 9,593 米ドル）。主要支出

科目は、報酬、交通費、実験用備品・試薬代、光熱費等である。 

• 専門家の執務室の提供（3 カ国 6 機関） 

２．終了時評価調査団の概要 
調査者 〈日本側〉 

担 当 氏 名 所属等 

団長/総括 溝江 恵子 
JICA経済開発部農業・農村開発第一グループ第一チーム 
課長 

評価分析 井田 光泰 合同会社適材適所 シニアコンサルタント 

協力企画 末松 知世 
JICA経済開発部農業・農村開発第一グループ第一チーム 
専門嘱託 

オブザーバー 浅沼 修一 
国立研究開発法人科学技術振興機構（Japan Science and 
Technology Agency：JST）国際部SATREPSグループ 研究主幹 

オブザーバー 古川 尚彬 JST国際部SATREPSグループ 調査員 
〈C/P側〉 

氏 名 所属等 

Dr. LA Tuan Nghia 
ベトナム・農業科学アカデミー（ Vietnam Academy of 
Agricultural Science：VAAS）植物資源センター長 

Dr. Mak Soeun 
カンボジア・農林水産省（Ministry of Agriculture, Forestry and 
Fisheries：MAFF）農業総局（General Directorate of Agriculture：
GDA）次長 

Dr. Rungravee Boontung タイ・ラヨーン畑作物研究センター（RYFCRC）上級農業研究員 
  

 

 
2 1米ドル＝113.603円（2021年12月JICA精算レート） 
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調査期間 2021 年 11 月 26 日～12 月 17 日 調査種類：終了時評価調査 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 
（1）成果 1：主要病害の同定と病害モニタリングシステムの導入〈おおむね達成〉 

CWBの病原ファイトプラズマが植物体から検出され、本研究で得た塩基配列情報に基づき設

計した新たなプライマーを用いたLAMP法（ループ介在等温増幅法：Loop-mediated Isothermal 
Amplification）によりファイトプラズマの検出ができるようになった。また、CMDの病原である
スリランカキャッサバモザイクウイルス（Sri Lankan Cassava Mosaic Virus：SLCMV）が植物体・
媒介虫双方から検出され、必要な遺伝子情報を踏まえ、簡易かつ安価な乾燥LAMPキットを開発

し、現場でCMD診断が可能となった。また、病害同定と画像診断ツール等を活用したモニタリ

ングをベトナムとカンボジアで試行し、時間短縮と診断の有効性が確認された。また、13 名の

C/Pが病害管理について実践的な能力を高めた。残された活動として、プロジェクト終了までに

乾燥LAMPキットの製造法について日本の研究者から 3 カ国のC/Pに技術移転が行われる予定で
ある。 

 
（2）成果 2：害虫管理システムの開発〈達成済み〉 

ベトナムとカンボジアのキャッサバの害虫とその天敵のリスト及びキャッサバコナカイガラ

ムシとパパイヤコナカイガラムシの同定検索表が作成され、C/P機関のウェブサイトやSNSで公
開された。キャッサバ生産者向けにキャッサバ害虫・天敵フィールドガイドが作成された（英語、

ベトナム語、クメール語版）。さらに、病害虫による被害症状を示す画像から原因を特定するス

マートフォン用アプリケーション「アグリショット・キャッサバ」を英語、ベトナム語、クメー

ル語、タイ語で開発し、SNS上に公開した。これら一連のツールはベトナムとカンボジアのモニ
タリングサイトで本プロジェクトのストック種苗の配布を受けた農家によるモニタリングに活

用された。また、キャッサバコナカイガラムシ及びその天敵となる寄生蜂の大量飼育法が開発さ

れ、NLUとNUBBに導入され、現在も飼育が継続されている。野外と室内研究から、現在、以前
放飼した寄生蜂が有効にキャッサバコナカイガラムシ個体群を抑制していることを明らかにし

た。17 名のC/Pが応用昆虫学と生物的防除のノウハウを習得した。 
 

（3）成果 3：種苗管理体制の構築と育種サイクルを短くする新規育種技術開発〈おおむね達成〉 
ベトナムとカンボジアで栽培されている 23 のキャッサバ品種の分類記載（Cassava descriptor）

とHLARCとNUBBにおいてストック種苗生産プロトコルを作成した。また、HLARCにて年間

6,500 株、NUBBにて年間 3,500 株、合計年間 1 万株（茎数にして合計 2 万～3 万本、種苗数にし

て合計 8 万～21 万種苗）の生産能力をもつストック種苗生産システムが構築された。形質転換
体を用いてキャッサバの花成ホルモンをコードするFT遺伝子（FLOWERING LOCUS T）の機能
解析や開花誘導因子の探索を進め、キャッサバの開花時期制御メカニズムの一端を分子レベル

で明らかにしたが、FT遺伝子は新育種技術に活用できないことが分かり、この活動は停止され

た。有用育種材料については、CMD抵抗性品種の野外試験と接ぎ木によりC33 系統のCMD抵抗
性が確認された。また、タイのC/Pがベトナム、カンボジアのC/Pにディスクリプター作成技術と
組織培養苗の土壌への順化技術を移転し、組織培養による苗の生産技術を確立した。これらの活
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動を通して、24 名のC/Pがキャッサバの増殖と栽培及びキャッサバ育種と種苗システムに関する

必要な知識と技術を習得した。 
 

（4）成果 4：健全種苗と持続的な生産方法の生産農家への普及〈達成済み〉 
合計 29 軒の農家（ベトナム 13 軒、カンボジア 16 軒）がキャッサバ健全種苗を生産した。ベ

トナムではHLARCで生産・収穫されたストック種苗を、HLARC及びドンナイ省の生産農家で増

殖栽培する健全種苗生産モデルが構築された。カンボジアでは 2018 年以降、NUBBで生産・収

穫されたストック種苗を、バッタンバン州・バンテアイミエンチェイ州、ウドーミエンチェイ州

の生産農家で増殖する仕組みができた。また、プロジェクトでは、合計 14 回の研修（ベトナム

7 回、カンボジア 7 回）を開催し、合計 105 名の政府機関、援助機関、NGOなどのキー・パーソ

ン（ベトナム 35 名、カンボジア 70 名）が、プロジェクトが開催するワークショップや研修を通

して健全種苗の生産、増殖、普及を学んだ。キャッサバ生産者向けには、ワークショップ等を通

して、延べ 2,705 軒のキャッサバ農家に、キャッサバ害虫管理や栽培技術に関する実用情報を提

供した。3 カ国の 9 名のC/PがOJTと共同研究を通じて健全種苗に関する必要な知識と技術を習

得し、うち 4 名の研究者が研究論文・学会発表資料を作成した。 
 

（5）プロジェクト目標：キャッサバの病害虫管理及び健全種苗管理モデルの構築〈達成見込み〉 
ベトナムではHLARCでストック種苗の生産システムが確立し、本プロジェクトで開発した成

果を病害虫管理やキャッサバ農家への指導にどのように生かすかドンナイ省農業農村開発局植

物防疫支局と検討する予定となっている。また、2019 年 5 月、本プロジェクトの知見を共有し

て策定された農業農村開発省作物生産局の「キャッサバモザイク病に感染していない苗の生産

方法に関する指示」が、全土のキャッサバ生産省の農業農村開発局に配布されるなど、本プロジ

ェクトの成果が政策にも反映されている。カンボジアではNUBBでストック種苗の生産システム

が確立し、ストック種苗を購入したキャッサバ農家が病害虫のモニタリングを行いながら、健全

種苗生産を行っている。2022 年 2 月の最終セミナーにおいて、NUBB学長が、プロジェクトで導

入したモデルの維持・普及を宣言する予定である。 
 

（6）上位目標：3 カ国の主要生産地におけるプロジェクトで開発・普及した病害虫管理及び健全

種苗の管理生産システムの導入 
ベトナムにおいては、本プロジェクトの対象であるドンナイ省だけでなく、他のキャッサバ生

産が盛んな省の農業農村開発局植物防疫支局に対するCMD対策等プロジェクトの成果の普及を

図った。ただし、現時点では他省への具体的な技術普及の事例は確認されていない。他方、PPRI
が本プロジェクトによる調査結果などを踏まえ農業農村開発省に提言を行った結果、2018 年 11
月、同省は大臣並びに副大臣決議を発し、「CMD国家緊急対策委員会」（事態が収束するまで無

期限）を設立。CMD対策の公的メカニズムづくりという政策面での貢献が認められる。カンボ

ジアでは、MAFFとバッタンバン州農林水産局（Provincial Department of Agriculture, Forestry and 
Fisheries：PDAFF）とキャッサバ健全種苗生産に関する会合やMAFFに属する組織や地方組織の

担当者向けにプロジェクトの概要と成果を紹介するワークショップを開催するなど、普及に向

けた働きかけを行っているが、現時点でMAFF/PDAFFからプロジェクト成果の活用に向けた具
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体的なアクションはない。なお、カンボジアでは本プロジェクトが草案づくりに協力し、2020 年
8 月「国家キャッサバ政策 2020-2025」を閣議決定し、そのなかでNUBBがキャッサバに関する研
究・開発の拠点として位置づけられるなど、政策づくりに貢献した。タイにおいては、CMD検
出用プライマー搭載の乾式LAMPキットの有効性をMOAC農業局（Department of Agriculture：
DOA）関係者に示した。DOAの予算により、簡易に作成できる同キットの活用が期待される。 

３－２ 評価結果の要約 
（1）妥当性：高い 

キャッサバは、プロジェクト開始時においてベトナム・カンボジア・タイにおいて重要な経済

作物として認識されており、キャッサバの生産量を著しく下げる病害虫被害の防止はニーズの

高い課題であった。プロジェクト実施中にCMDの感染が急速に拡大したことから、本プロジェ
クトに対する 3 カ国の病害虫対策とCMD抵抗性品種の開発といったニーズがさらに高まった。

各国の政策との整合性については、ベトナムにおいてMARD大臣・副大臣が 2018 年 11 月に決議

を発し、「CMD国家緊急対策委員会」を設立。CMD対策の公的なメカニズムが確立した。また、

2019 年 5 月にMARDが全国のキャッサバ生産省の農業農村開発局に「CMDに感染していない苗
の生産方法に関する指示」を発出するなど、本プロジェクトの妥当性は極めて高かった。カンボ

ジアにおいては「国家キャッサバ政策 2020-2025」が 2020 年 8 月に閣議承認され、本プロジェ
クトの妥当性がさらに高まった。また、タイにおいては、2019 年に 10 県でCMD、23 県でCWB
が検知されたことからDOAが緊急アクションプランを採択し、キャッサバ病害の研究及びモニ

タリング、農家への情報提供、CMD抵抗性品種の開発への取り組みを行う枠組みを形成した。

以上、プロジェクト開始時からプロジェクト期間を通して、本プロジェクトは、3 カ国の政策と

キャッサバ生産者のニーズに合致したものであったといえる。 
 

（2）整合性：高い 
キャッサバの病害虫対策・種苗生産については、CIATが主要な国際機関である。本プロジェ

クトでは、ベトナム側のC/P機関としてCIAT（アジア地域事務所）が参加しており、国際的な取

り組みに沿ったプロジェクトといえる。カンボジアではMOEYS経由で世界銀行がNUBBの施設
整備や高学位取得の支援を行っている。また、健全種苗生産モデルの構築においてはドイツ国際

協力公社（Deutsche Gesellschaft für Internationale Zusammenarbeit GmbH：GIZ）の支援を受けてい
る農家への種苗提供を行い、相乗効果がみられた。3 カ国に対する日本政府の援助方針もベトナ
ムでは農村開発、カンボジアでは農業振興、タイでは地域協力の観点から、整合性が認められた。

以上の点から、本プロジェクトの整合性は高いと判断される。 
 

（3）有効性：高い 
３－１で示したとおり、プロジェクト目標の指標はほぼ達成される見込みである。また、プロ

ジェクト目標を達成するための活動として、①病害モニタリングシステムの導入、②害虫管理シ

ステムの構築、③種苗生産システム構築、④健全種苗と持続的な増殖方法の開発、をコンポーネ

ントとしたモデルを構築することは適切なアプローチであったといえる。また、プロジェクト目

標の阻害要因として、予想を超えた急速なCMDの感染拡大があった。プロジェクトはCMD抵抗

性品種の開発も急きょ計画に加えるなど対応を図ったが、CMDの拡大によりベトナムにおいて
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は健全種苗生産モデルを十分に稼働させることができなくなった。また、カンボジアにおいて

は、行政機関がNUBBで確立された健全種苗生産モデルに関与していないという点が制約要因と
なった。 

 
（4）効率性：高い 

３－１で示したとおり、四つの成果目標はほぼ達成されている。また、ほとんどの投入は適切

なタイミングで行われ、供与された機材は適切に使用されている。新型コロナウイルス感染症

（Coronavirus disease 2019：COVID-19）の感染拡大によりプロジェクト期間の延長（1 年間）及
び投入の追加が行われたが、成果の達成のためには必要な延長・投入であったといえる。適切な

投入によって期待された成果がおおむね発現していることから、効率性は高いと判断される。 
 

（5）インパクト：中程度 
プロジェクトにより病害虫モニタリングシステム及び健全種苗生産のシステムがモデルサイ

トで構築された。上位目標（プロジェクトが開発した病害虫管理及び健全種苗生産システムが、

ベトナム、カンボジア及びタイの主要生産地に導入される）達成のためには同システムの他地域

への普及が必要となる。モニタリングシステムに関してはプロジェクトが開発した検査技術や

Facebookを活用したモニタリングツールが今後も活用され、モデルサイト外にも展開されること
が見込まれる。CMD抵抗性品種の開発には 5～6 年かかることが予想され、事後評価時にCMD
抵抗性品種を普及させる健全種苗の生産システムが確立している可能性は高くない。 

 
（6）持続性：中程度 

ベトナムに関しては、NLUにおける離職率の高さ以外は政治面・人材面・技術面・資金面での

持続性の問題はみられない。タイに関しては持続性に問題はみられなかった。カンボジアにおい

ては政策的な支援の持続性は高い。人材面においては育成されたC/Pが正規職員となるなど改善

はみられたものの、組織としてプロジェクト活動を継続するうえで十分な人数の研究員が配置

されていない。技術面に関してはプロジェクトからの引き継ぎが行われれば大きな問題はない

と考えられる。資金面での持続性は低く、世界銀行による投資プログラムを活用して今後研究施

設や圃場の運用が行われる見込みだが、プログラム終了後（2025 年以降）の予算の確保につい

ては不透明である。 

３－３ 効果発現に貢献した主な要因 
（1）計画内容に関すること 

• 四つの研究テーマ別に 3 カ国の研究者が横断的に参加するチームを結成したことで、他国の研究

者との協働関係を通したネットワークが形成されたこと 

• 地域協力プロジェクトでは国・関係機関間のコミュニケーションが重要との認識から、ベトナムと

カンボジアに各 1 名の業務調整員を配置したこと 

 
（2）実施プロセスに関すること 

• プロジェクト期間中にCMDの大発生に対応して政府方針の策定とCMDへの抵抗性の高い品種開発

などの活動を取り入れることでC/P機関の意欲が高まったこと 
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• 専門性を有する現地日本人をコンサルタントとして協力者に加え、種苗生産の専門性を有する業務

調整員を配置することで、カンボジアの圃場整備とストック種苗生産体制づくりを促進したこと 

• 週ベースのプロジェクトのニュースレター発信と、C/Pが作成する活動報告から構成される毎月の

進捗レポートを作成・共有したことにより、各プロジェクトメンバーが他の研究テーマの活動の進

捗や他国での取り組みなどについて理解を共有することができたこと 

３－４ 問題点と問題を惹起した要因 
（1）計画内容に関すること 

• カンボジアにおいて、GDA-MAFFは本プロジェクトの要請書を提出した機関であったが、プロジ

ェクトのC/P機関とならなかったことから、キャッサバ農家への普及など行政機関によるプロジェ

クト成果普及への直接的関与が得られなかったこと 

 
（2）実施プロセスに関すること 

• COVID-19 に伴う移動制限等により、技術移転や研修が遅延したこと 

• CMDの大発生により、ベトナムの健全種苗生産農家による一般キャッサバ農家への健全種苗配布

が困難となり、プロジェクトで確立した健全種苗生産のシステムが十分に運用できなかったこと 

• 2020 年 10 月の洪水により、NUBBのストック種苗生産圃場が被害を受け、その年の種苗配布がで

きなかったこと 

• カンボジアでは地雷等の不発弾により立ち入りが制限される地域があり、特にプロジェクト初期に

おいて十分なフィールド調査ができず遅延が生じたこと 

３－５ 結 論 
プロジェクト目標は各国の農業生産及びキャッサバ病害虫対策の方針及びキャッサバ生産者の

ニーズと合致しており、妥当性は高い。本プロジェクトでは途上国のキャッサバ生産を支援する国

際研究機関であるCIATがC/P機関として参加し、CMD対策という共通の目標に向かったことから

地域共通の課題解決との整合性も高い。終了時評価時点において「キャッサバの病害虫管理及び健

全種苗管理モデルの構築」というプロジェクト目標はほぼ達成しており、有効性も高いと判断でき

る。活動・成果の達成状況、投入のタイミングは妥当であり、効率性も高い。インパクト（見込み）

については、プロジェクトが開発したキャッサバの病害虫管理モニタリングの診断ツールなどは、

地方政府で病害虫対策を担当する職員等による活用が見込まれる。本プロジェクトで確立した

HLARC及びNUBBにおける健全種苗の管理・栽培システムが維持されることで、健全種苗の一定

の普及も見込まれるが、CMD抵抗性品種の開発には 5 年ほどの期間が想定され、本プロジェクト
で確立したシステムが事後評価実施の時点までに他の地域へ幅広く普及できる可能性は高くない

ため、インパクトは中程度と判断した。持続性については、タイ・ベトナムについて特筆すべき課

題はないが、カンボジアにおいては、財政面、技術面、人材面でNUBBの健全種苗生産体制の維持

管理には課題があるため、持続性の判断も中程度である。 
以上の点から、総合評価として、本プロジェクトの評価は比較的高いとした。 

３－６ 提 言 
（1）プロジェクト期間終了までに対応すべき事項 

• ベトナム及びカンボジア：政府関係者のコミットメント確保 

プロジェクト目標を達成し、本プロジェクトで構築したモデルを維持・普及するためには中
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央または地方政府のコミットメントが必要である。2022 年 2 月にベトナムとカンボジアでそ
れぞれ行われる予定のワークショップに政府関係者の出席を確保し、プロジェクト成果の活

用に関する議論が行われるよう努めるべきである。 
• カンボジア：成果の持続性の向上 

MAFFにはプロジェクト成果の活用と普及について主導的に検討を進めることを提言する。
また、プロジェクト成果の活用・普及及びNUBBでの活動の持続性確保のためにはMAFFの協
力が必要となる。そのため、NUBBはMAFFと①CMD検査に係る役割分担、②キャッサバ栽培
ガイドラインの取りまとめとワークショップでの発表、について協議を行うべきである。さら

に、NUBBはプロジェクト後の持続性を確保するための計画づくりを進めるべきである。 
• 日本人専門家：CMD検査用の乾式LAMPキットの技術移転 

プロジェクトにより利便性の高い乾式LAMPキットが開発されたが、キットの製作と利用に

係るプロトコールの作成、指導が未完了となっている。プロジェクト終了までに各国へ技術移

転を行うとともに、必要な資機材と製作費用に関する情報を提供し、乾式LAMPキットを各国

でどのようなシステムで活用していくかについても議論するよう提言する。 
• JICA：事後評価の時期の後ろ倒し 

CMD抵抗性品種の開発に 5〜6 年を要するという事情を考慮して、本プロジェクトの事後評

価は、キャッサバ生産者への普及開始が期待できるプロジェクト終了後 5 年時に実施するこ

とを提言する。 
• プロジェクト関係者全員：地域研究ネットワーク設立、地域学会の開催 

本プロジェクトにより研究能力が高まり、研究者のネットワークが形成されたことを生か

して、地域研究ネットワーク設立及び/または地域学会の開催を検討することを提言する。ま

た、そのために各国の政府や国際機関による資金援助の可能性を探る必要がある。 
 
（2）プロジェクト期間終了後に対応すべき事項 

• ベトナム：CMD抵抗性品種の開発までのCMD対策の維持・強化 

CMD抵抗性品種が開発されるまでの間、CMD対策を維持・強化する必要がある。対策の例

として病害モニタリングの実施、農家への情報提供、適切な健全種苗生産圃場の選定などの措

置をとることが挙げられる。 
• ベトナム：キャッサバ関連の研究強化のための方策 

ドンナイ省以外のキャッサバ生産地域へのプロジェクト成果を活用したモニタリングの強

化、政府関係機関〔省農業農村開発局（Department of Agriculture and Rural Development, MARD：
DARD）、ベトナムキャッサバ協会（Vietnam Cassava Association：VICAAS）〕が研究機関

（HLARC、NLU、AGI、PPRI）との連携を強化、C/P機関の予算確保のためにMARD、科学技

術省（Ministry of Science and Technology：MOST）、教育訓練省（Ministry of Education and Training：
MOET）との連携強化、HLARCの人員配置の強化を図ることを提言する。 

• カンボジア：CMD抵抗性品種の開発までのCMD対策の維持・強化 

CMD抵抗性品種が開発されるまでの間、CMD対策を維持・強化する必要がある。対策の例

として、病害モニタリングの実施、農家への情報提供、キャッサバ圃場への病害虫侵入防止策

の徹底が挙げられる。 
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• タイ：カンボジア・ベトナムとの連携の継続 

キャッサバ関連の研究やキャッサバ病害虫の被害状況の情報提供を行い、RYFCRCはベトナ
ム・カンボジアへの支援を継続することを奨励する。 

• 日本人専門家：域内のキャッサバ研究者への支援継続 

日本人専門家はプロジェクト終了後も共同研究等を通じ、域内のキャッサバ病害虫やキャ

ッサバ栽培に関する研究の支援を継続することを奨励する。 

３－７ 教 訓 
（1）プロジェクトをとりまく環境や変化への柔軟な対応の重要性 

• 輸入規制があり機材・生物資源を相手国に持ち込めない場合は、C/P機関の技術者に日本で技術移

転し、現地で必要な研究材料を製作できるようにすることで対応できる場合がある。本プロジェク

トではキャッサバの遺伝子組み換え体をベトナムに持ち込むことができなかったため、AGIの研究

者に日本で技術移転し、ベトナム国内で遺伝子組み換え体を作成できるようにすることで、輸入規

制に対応した。 

• 相手国のニーズが変化した場合、プロジェクト活動を状況に合わせて変更することにより相手国の

モチベーション向上や投入増が期待できることがある。本プロジェクトにおいては計画時に想定し

ていたよりもCMDが急速に拡大したため、CMD抵抗性品種の開発をプロジェクト活動に含めるこ

ととした。これによりプロジェクトの妥当性や政治的持続性の向上がみられた。 

 
（2）広域プロジェクトにおける適切なマネジメント・円滑なコミュニケーションの重要性 

• 本プロジェクトは活動が 4 カ国にまたがっていたが、SNSやオンラインツールの活用により円滑な

コミュニケーションが行われていた。また、週報・月報の発行や月例会議の開催は研究成果に対す

るC/Pの責任感・オーナーシップ向上に役立った。 

• 業務調整員をベトナム・カンボジア 2 カ国に配置したことにより、プロジェクト活動実施のために

必要な調整が円滑に行われた。 

 
（3）種子・種苗生産農家・モデル農家の適切な選定 

• 種子・種苗生産のシステムを適切に機能させるためには、プロジェクトの指導に沿ったモニタリン

グ・栽培手法を取り入れる農家（管理を適切に行う農家）を選定する必要がある。カンボジアにお

いてはGIZがキャッサバ栽培の支援プロジェクトを実施しており、GIZによって選定された農家に

プロジェクトのストック種苗を提供したことがプロジェクトの成果発現に役立ったと考えられる。 

 

 



第１章 終了時評価調査の概要 

１－１ 調査実施の経緯と目的 
キャッサバは熱帯・亜熱帯地方で栽培され、食用・飼料用に加え、工業用でんぷん、バイオエネル

ギー等の原料として世界で広く利用されている。キャッサバ輸出量世界 1 位のタイ王国（以下、「タ
イ」と記す）（12億ドル以上、世界銀行、2019）、2位のベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」
と記す）（8億ドル以上、同上）、3位のカンボジア王国（以下、「カンボジア」と記す）（2,000万ドル
以上、同上）においては、キャッサバは戦略的作物と位置づけられ生産増大が図られている。これら

の国々において、キャッサバは農家の貴重な換金作物として生活向上に貢献し、加工品生産等の関連

雇用の創出による地域社会の発展、外貨収入にも大きく寄与している。 
しかしながら、近年病害虫のまん延により、ベトナム、カンボジア、タイのキャッサバ生産は大き

な被害を受けている。2009 年にタイにおいて外来害虫のコナカイガラムシが侵入・大発生し、同国

のキャッサバ総生産量が約 30％減少した。以降、ベトナム、カンボジアへと本害虫の被害がさらに
拡大している。加えて、近年、これら 3 カ国においてファイトプラズマによるてんぐ巣病（CWB）、
スリランカキャッサバモザイクウイルス（SLCMV）によるキャッサバモザイク病（CMD）が頻発し
ており、キャッサバの生産に深刻な影響を与えている。 
病害虫の被害拡大の原因は、病害虫感染苗の移動であると考えられているが、陸上交通路の開発が

進むこれらの国々では、東南アジア諸国経済活性化の拠点として物資流通が加速しており、キャッサ

バ病害虫のさらなる拡散による頻発が危惧される。したがって、3 カ国における広域的対策として、
病害虫を適切に防除し、キャッサバ種苗生産拠点を産地ごとに形成することで感染苗の移動を防ぐ

ことが求められている。 
キャッサバ病害虫被害の防止に取り組むため、本事業が「地球規模課題対応国際科学技術協力

（SATREPS）」案件として 2016 年に開始された。ベトナムとカンボジアにて①先端分子生物学的技
術によるキャッサバ病害の同定とモニタリングシステムの確立、②害虫の個体群管理技術の開発、③

キャッサバ種苗管理体制の構築、④無病害虫苗と持続的な生産方法の社会展開への取り組みを実施

することを事業のサブテーマ（ST）とし、STごとに研究者チームを形成した。九州大学大学院農学
研究院を日本側代表研究機関、ベトナム農業遺伝学研究所（AGI）を相手国側代表研究機関とし、カ
ンボジアは国立バッタンバン大学（NUBB）を、タイは優れたキャッサバ栽培技術をもつラヨーン畑
作物研究センター（RYFCRC）がそれぞれ実施機関として事業に加わった。

2018 年 9 月には中間レビューが実施され、プロジェクト活動はおおむね円滑に行われており、プ
ロジェクト終了時までに各成果の指標達成が見込まれることが確認された。中間レビュー時点まで

の主な成果の一つとしては、プロジェクトの活動によりベトナムにおけるCMD感染が確認されたこ
とが挙げられる（カンボジアではプロジェクト開始前の2015年に既にCMD感染が確認されていた）。
域内のCMD感染拡大が観察されていたことから、病害虫モニタリング及び健全種苗の普及ではCMD
対策としては不十分であることが指摘され、CMDに抵抗性のある品種の改良、普及の検討を行うこ
とが提言された。また、カンボジアにおける持続可能な種苗生産体制の構築やNUBBと農林水産省
（MAFF）間の連携強化の必要性が指摘された。 
本事業は 2022年 3月にプロジェクト終了を控えている。プロジェクト活動の実績、成果を評価、

確認するとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言及び今後の類似事業の実施にあたっての
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教訓を導くことを目的とし、終了時評価が実施された。 
 
１－２ 調査団の構成 
終了時評価調査は、日本側調査団とベトナム、カンボジア、タイからのメンバーで構成される調査

団との合同評価として実施された。評価メンバーを下表に示す。 
 
（1）日本側調査団メンバー 

No. 担 当 氏 名 組織・職位 

1 団長/総括 溝江 恵子 
JICA経済開発部 農業・農村開発第一グループ 第一チーム 

課長 
2 評価分析 井田 光泰 合同会社適材適所 シニアコンサルタント 

3 協力企画 末松 知世 JICA経済開発部 農業・農村開発第一グループ 第一チーム 

専門嘱託 
4 オブザーバー 浅沼 修一 JST国際部 SATREPSグループ 研究主幹 

5 オブザーバー 古川 尚彬 JST国際部 SATREPSグループ 調査員 

 
（2）ベトナム、カンボジア及びタイ各国から参加した調査団メンバー 

No. 担 当 氏 名 組織・職位 

1 
ベトナム国内

活動総括 
Dr. LA Tuan Nghia /ベトナム 農業科学アカデミー（VAAS）植物資源センター

長 

2 
カンボジア国

内活動総括 Dr. Mak Soeun /カンボジア 農林水産省（MAFF）農業総局（GDA）次長 

3 
タイ国内活動

総括 
Dr. Rungravee Boontung /タイ タイ・ラヨーン畑作物研究センター（RYFCRC）

上級農業研究員 
 
１－３ 終了時評価調査日程 

2021 年 11 月 26 日から 12 月 17 日まで実施した。新型コロナウイルス感染拡大による渡航制限の
ため、現地調査は評価分析団員のみが 11月 28 日から 12 月 11 日の間にカンボジアにおいて実施し、
ベトナム・タイの調査はオンラインによる遠隔調査を実施した。詳細日程は表－１を参照のこと。 

表－１ 調査日程表 

日順 月 日 曜日 スケジュール 

1 11 月 26日 金 
キックオフミーティング、合同評価者との打合せ、成果 1 C/Pヒアリ
ング 

2 11 月 27日 土 休 日 
3 11 月 28日 日 日本からプノンペンへ移動（評価分析団員） 
4 11 月 29日 月 カンボジア関係者ヒアリング（MAFF） 
5 11 月 30日 火 成果 2、3、4 C/Pヒアリング 

6 12月 1日 水 
ベトナムC/Pヒアリング（PPRI、カントリーダイレクター・マネージ
ャー、CIAT） 

7 12月 2日 木 ベトナムC/Pヒアリング（AGI、HLARC、NLU） 

8 12月 3日 金 
ベトナム関係者〔タイニン省農業農村開発局植物生産防疫課（Sub-
Department of Plant Production and Protection, DARD：SPPD）、VAAS〕
及び農家、関連企業ヒアリング 
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日順 月 日 曜日 スケジュール 
9 12月 4日 土 休 日 
10 12月 5日 日 プノンペンからバッタンバンへ移動（評価分析団員） 
11 12月 6日 月 カンボジアカントリーダイレクター・マネジャーへヒアリング 
12 12月 7日 火 カンボジア種苗生産者へのヒアリング 

13 12月 8日 水 カンボジア関係者へのヒアリング（バッタンバン州PDAFF） 
バッタンバンからプノンペンへ移動（評価分析団員） 

14 12月 9日 木 タイC/Pヒアリング（カントリーダイレクター・マネジャー） 
15 12月 10日 金 団内会議、評価報告書作成 
16 12 月 11日 土 プノンペンから日本へ移動（評価分析団員） 
17 12月 12日 日 休 日 
18 12月 13日 月 評価結果の協議 
19 12月 14日 火 合同評価者との協議、ミニッツ取りまとめ 

20 12月 15日 水 
ミニッツ及び合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）準
備 

21 12月 16日 木 ミニッツ及びJCC準備 
22 12月 17日 金 JCC開催、研究報告会 

 
１－４ 主要面談者 
（1）ベトナム側主要面談者 

所属先 肩 書 氏 名 
VAAS Director, Science and International 

Cooperation Department 
Dr. Bui Quang Dang 

AGI Researcher Dr. Nguyễn Hải Anh 
AGI Researcher Mr. Lê Ngọc Tuấn 
AGI Researcher Mr. Nguyễn Hùng 
AGI Researcher Ms. Đỗ Thị Như Quỳnh 
AGI Researcher Ms. Phạm Thị Hương 
AGI Researcher Ms. Tống Thị Hường 
AGI Researcher Ms. Vũ Anh Thu 
AGI Chairman, Science Committee Professor Dr. Lê Huy Hàm 
CIAT Senior Researcher 石谷 学 
DARD, Tay Ninh Manager, Sub-department of Plant 

Production and Protection 
Mr. Nguyễn Văn Hồng 

HLARC Researcher Dr. Nguyễn Hữu Hỷ 
HLARC Researcher Mr. Trương Minh Hòa 
HLARC Researcher Ms. Nguyễn Thị Mỵ 
HLARC Researcher Ms. Nguyễn Thị Thu Hương 
HLARC Deputy Director Ms. Phạm Thị Nhạn 
NLU Lecturer Dr. Nguyễn Châu Niên 
NLU Lecturer Mr. Nguyễn Tuấn Đạt 
NLU Staff Mr. Trần Lê Tấn Lộc 
PPRI Deputy Director General Dr. Trinh Xuan Hoat 
PPRI Researcher Mr. Lê Quang Mẫn 
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所属先 肩 書 氏 名 
PPRI Researcher Mr. Mai Van Quan 
PPRI Researcher Mr. Ngô Quang Huy 
PPRI Lecturer Ms. Le Thi Hang 

 
（2）カンボジア側主要面談者 

所属先 肩 書 氏 名 
MAFF Deputy Director General, GDA  Dr. MAK Soeurn 

MAFF Assitant Director, Department of Industrial Crops Mr. Yin Chansothy 

MAFF Assistant Director, Plant Protection, Sanitary and 
Phytosanitary Department 

Dr. Ny Vuthy 

NUBB Project Manager Dr. Pao Srean 

NUBB Project Director H.E. Sok Khorn 

NUBB Vice Dean Mr. Panha Pok 

NUBB Lecturer Mr. Sophary Khin 

NUBB Staff Mr. Sothea Rien 

NUBB Lecturer Mr. Sovannara Moun 

NUBB Staff Ms. Layheng Sam 

NUBB Lecturer Ms. Ta Than 

PDAFF Director, Plant Protection Mr. Lena Sualeang 

PDAFF Director, Industrial Crops Promotion Mr. Sen Nil 

な し 農 家 Mr. Dy Sovann 

な し 農 家 Mr. Long Heang 

な し 農 家 Ms. Muan Am 

 
（3）タイ側主要面談者 

所属先 肩 書 氏 名 
RYFCRC Director / Acting Country Director Ms. Hansethasuk Jinnajar 
RYFCRC Researcher / Acting Project Coordinator Mr. Phanuwat Moonjuntha 
RYFCRC Researcher Ms. Sirilak Lankaew 
RYFCRC Researcher Ms. Suwaluk Amawan 

 
（4）日本側主要面談者 

所属先 肩 書 氏 名 
九州大学 教 授 高須 啓志 
東京農業大学 助 教 キム オッキョン 
名古屋大学 准教授 伊藤 香純 
理化学研究所 特別研究員 徳永 浩樹 
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第２章 終了時評価の方法 

 
２－１ 終了時評価調査の手法 
本合同終了時評価調査は、プロジェクト・サイクル・マネジメント（Project Cycle Management）手

法で用いられるプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）を活用して、
以下の手順で実施された。 
① PDMに基づく評価の枠組み検討（評価グリッドの作成） 
② プロジェクトの実績と実施プロセスを中心としたデータ収集と内容の検討 
③ 「妥当性」「整合性」「有効性」「効率性」「インパクト」「持続性」の観点（評価 6 項目、詳細

は後述）に基づく評価分析 
④ 評価結果に基づく、プロジェクトの残りの実施期間及びプロジェクト終了後の提言と類似案

件へ活用できる教訓の検討 
⑤ 評価結果について関係機関との合意形成 

 
２－２ 主な調査項目とデータ収集方法 
２－２－１ 調査項目 
調査項目は、プロジェクトの実績、実施プロセスの確認、評価 6項目の観点による評価に分けら

れる。 
 

（1）プロジェクトの実績の確認 
プロジェクトの投入実績、活動実績、成果（アウトプット）、プロジェクト目標と上位目標

の達成見込みの確認・検証 
 

（2）プロジェクトの実施プロセスの確認 
プロジェクトの実施過程の確認。主な調査項目はプロジェクトを円滑に実施するために工

夫された点、モニタリングシステムの内容、プロジェクト関係者間の連携状況など。 
 

（3）評価 6項目に基づく分析 
プロジェクトの実績と実施プロセスの確認を通じて収集した情報を基に、評価 6 項目の①

妥当性、②整合性、③有効性、④効率性、⑤インパクト、⑥持続性の観点からのプロジェクト

評価。各評価項目の主な視点は次のとおり。 

表－２ 評価 6項目と主な視点 

妥当性 
開発援助と、ターゲットグループ・相手国・ドナーの優先並びに政策・方針

との整合性の度合いなど、援助プロジェクトの正当性・必要性を問う視点 

整合性 国際的な枠組みとの整合性、他の日本・海外の支援との相互補完や相乗効果

の有無を確認する視点 
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有効性 
開発援助の目標の達成度合いを測る尺度。プロジェクトの実施により、ター

ゲットグループに便益がもたされているかを検証し、プロジェクトが有効で

あるかどうかを判断する。 

効率性 インプットに対するアウトプット（定性並びに定量）を計測する。プロジェ

クトの資源の有効活用という観点から効率的であったかどうかを検証する。 

インパクト 上位目標の達成見込みを検証する。また開発援助によってもたらされる、よ

り長期的・間接的な効果や波及効果をみる。 

持続性 援助事業の終了後、プロジェクトで発現した効果が持続するかを問う。 

出所：2010 年 6 月「新JICA事業評価ガイドライン第 1 版」、2021 年 4 月「評価基準改定につ
いて」（JICA評価部）をベースに加筆。 

 
２－２－２ 情報収集の内容 
（1）既存資料のレビューと分析 

プロジェクトに関する以下の既存資料をレビューし、情報分析に活用した。 
［既存資料］ 
• ベトナム・カンボジア・タイからのプロジェクト要請書（2014 年 10 月 3 日付） 

• 事業事前評価要約表（2016） 

• 中間レビュー報告書（2018 年 9 月） 

• ビジュアル活動報告書（No.1～No.9） 

• JST研究課題別中間評価報告書 

• 成果品リスト（プロジェクトチーム提供） 

• プロジェクトの投入、活動、成果実績データ等（プロジェクトチーム提供） 

 
（2）プロジェクト関係者への質問票の配布 

プロジェクトの実績、実施プロセス、評価 6 項目に関する質問票を作成して事前にベトナ
ム、カンボジア、タイのC/P 7 機関（AGI、PPRI、HLARC、CIAT、NLU、NUBB、RYFCRC）
と以下の関係機関/民間企業・キャッサバ農家に配布・回収した。 
• カンボジア農林水産省農業総局（GDA-MAFF） 

• カンボジアバッタンバン州農林水産局（PDAFF） 

• ベトナム農業科学アカデミー（VAAS） 

• タイ農業・協同組合省農業局（DOA-MOAC） 

• ベトナム味の素社 

• ベトナムドンナイ省のキャッサバ生産農家（9 軒） 

 
（3）プロジェクト関係者に対するインタビューの実施 

日本側評価チームが、オンラインで四つのSTチームメンバー（C/P、日本側研究者）及び 3
カ国のC/P機関、プロジェクトダイレクター・プロジェクトマネジャーへのインタビューを実
施した。カンボジアのC/P、PDAFF、NUBB関係者、NUBBのストック種苗の提供を受けている
農家 3軒へのインタビューについては、評価分析団員が対面でインタビューを行い、他の日本
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側評価チームメンバーがオンラインで参加した。 
 

（4）合同終了時評価調査報告書の作成と内容についての合意 
合同終了時評価調査の結果を「合同終了時評価調査報告書（英文）（案）」としてまとめ、3

カ国のC/P機関に説明し、事実関係の誤認等がないかを確認した。その後、「合同終了時評価調
査報告書（英文）」として最終化し、JCCにて提出、説明し、意見交換を行った。JCCにおける
意見交換等を記載した議事録が作成され、3カ国のプロジェクトダイレクター、日本側研究代
表者、JST研究主幹、JICAが署名・交換を行った（付属資料１）。 
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第３章 プロジェクトの実績と実施プロセス 

 
３－１ 投入実績 
３－１－１ C/P機関による投入 
（1）C/Pの配置 

各C/P機関からの累計参加者は表－３のとおりであった（C/Pの詳細は付属資料２のAnnex 2
を参照）。また、プロジェクトダイレクターとプロジェクトマネジャーはAGIから選出された。 

表－３ C/P機関別のC/P配置 
 AGI PPRI HLARC NLU CIAT NUBB RYFCRC 合 計 

ST1  8   1 1 1 11 
ST2  3 10 8  2 1 24 
ST3 13    1 8 2 24 
ST4    5 1 6  12 
マネジメント 1   1  3 4 9 
合 計 14 11 10 14 3 20 8 80 

出所：専門家チーム 
 

（2）施設等の提供 
六つのC/P機関が、専門家用の執務スペース、実験・圃場施設等を提供した。 

 
（3）活動費の負担 

3 カ国のC/P機関合計の支出額は 55 万 3,643 米ドルであった。主な支出は報酬等の人件費、
試薬等の実験経費、フィールド調査等の旅費・交通費などであった。ベトナムはプロジェクト

の承認手続きの遅れによりベトナム政府からのC/Pファンドの拠出に 2 年ほど遅れが生じた
（ただし遅延分を含め全額が支給された）。タイは特に問題はなかった。カンボジアについて

は、当初NUBBが年間 3,000 ドルの支出に合意していたが、実際には支出されなかったため、
NUBB付属のキャッサバ増殖・供給センターの管理費（圃場の管理、PCR検査の試薬など）は
プロジェクトが負担することとなった。 

表－４ C/P機関の活動費負担内訳 

（単位：米ドル） 
国 名 合計金額 支出内訳 

ベトナム 480,132 報酬：50％、実験経費：29％、旅費・交通費：11％、光熱費：
6％、施設整備費：3％、その他：1％ 

カンボジア 3,918 旅費・交通費：62％、その他：38％ 
タ イ 69,593 報酬：57％、実験経費：17％、旅費・交通費：9％、その他：17％  

合 計 553,643 報酬：50.5％、実験経費：27.3％、旅費・交通費：11.1％、光熱
費：5.2％、施設整備費：2.6％、その他：3.3％ 

出所：専門家チーム 
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３－１－２ 日本側の投入 
（1）専門家チームのメンバー配置 

延べ 51名（47名の研究者と 4名の業務調整員）がプロジェクトに参加した。表－５は研究
テーマと所属先別の投入実績である。プロジェクト期間を通して当初配置された各研究テー

マのリーダーがおおむね継続してリーダーを務めたが、ST1についてはプロジェクト期間が延
長されたため、継続することができず（退官等の理由により）、2回の交代が行われたが、プロ
ジェクト内部のメンバー交代であったため、おおむね大きな支障なく活動が進められた。なお、

47 名のなかには研究・実験補助などを通した各大学の大学院生・学部生（日本だけでなくベ
トナム、タイ出身者を含む）の参加もあり、若手研究者育成の面でも有意義であった。メンバー

リストは付属資料２のAnnex 3を参照。 

表－５ 専門家投入実績 

 九州大学 東京農業大学 東京大学 理 研 名古屋大学 合 計 
ST1 4 14 5   23 
ST2 11 1    12 
ST3    5  5 
ST4 3    4 7 
合 計 18 15 5 5 4 47 

出所：専門家チーム 
 

（2）研修・研究機会の提供 
本プロジェクトでは、病害虫管理、モニタリングへのICT活用、種苗管理、分子生物学、栽

培技術、組織培養技術、モニタリング手法など幅広い分野において専門家チームにより 3カ国
のC/P向けのさまざまな研修が実施された。短期研修はおおむねベトナムとカンボジアでOJT・
ワークショップ等を通して実施され、組織培養、増殖技術、キャッサバ・ディスクリプター（分

類記載）の作成、灌漑技術、土壌改良などについては、タイにおいて、RYFCRCのC/Pからベ
トナム・カンボジアのC/Pへの技術移転が行われた。なお、2020年度の研修の多くは新型コロ
ナウイルスのまん延のため中止となった。 

表－６ プロジェクトによる研修実績 

研修タイプ 人 数 参加者の所属先 研修期間 受入機関 

本邦短期研修 8名 

AGI (1), PPRI (1), 
HLARC (1), NLU (2), 
NUBB (2), RYFCRC 
(1) 

12～59日 

九州大学(3), 東京農
業大学(2), 東京大学
(2), 理研(2), 名古屋
大学(1) 

本邦長期研修 
（本邦大学への留学） 3名 

AGI (1), NUBB (1), 
RYFCRC (1) 2年間 

横浜市立大学、九州

大学、東京農業大学 

国内・第三国研修（短

期研修） 
累計

524名 

AGI, PPRI, HLARC, 
NLU, NUBB, 
RYFCRC 

1～14日 
 

出所：専門家チーム 
 
  

– 9 –



 

（3）プロジェクト経費負担 
2016年 4月から 2021年 9月までの 3カ国における日本側の投入金額は合計 163万米ドルで

あった。表－７で示すとおり 70％が研修・フィールド調査等の経費、交通費、現地傭人費等
で、残りの 30％は、六つのC/P機関の実験・研究施設の整備費（表－８参照）、実験・検査用機
材の備品・サプライなど機材関連費であった。 

表－７ 日本側によるプロジェクト経費負担1 

支出項目 金額（米ドル） 構成比（％） 
現地活動費 1,146,622 70 
施設整備費 275,689 17 
機材関連費2 216,232 13 
合 計 1,638,543 100 
出所：専門家チーム 

 
表－８ 施設整備費の内訳 

C/P機関 対象施設 

AGI 

ST3用プロジェクト室、会議室、養液栽培研究室、国際キャッサバ分子育種研
究所（International Laboratory for Cassava Molecular Breeding：ILCMB）研究室、
組織培養室、ST3研究用網室（No.2）、クリーン種苗増殖用網室（No.1 & 3）、
Van Giangステーション遺伝子組換研究用隔離圃場、既存網室の環境・成長制御
室 

PPRI プロジェクト室、病理学研究室、病理研究及びサンプル保存用網室 

HLARC 
プロジェクト室、専門家執務室、組織培養室、水耕栽培室、クリーン種苗増殖

用網室（No.1 & No.2）、ストック種苗生産圃場、病害虫診断ラボ、開花実験圃
場 

NLU 
プロジェクト室、病理学研究室（No.1）、病理学ラボ（No.2）、ST2用昆虫学
ラボ、病害コントロールラボ、病害コントロール網室 

NUBB プロジェクト室、組織培養室、微生物ラボ、昆虫学ラボ、実験圃場、キャッサ

バ増殖・供給センターの網室（No.1 & No.2）及びストック種苗生産圃場 
RYFCRC 網 室 

出所：専門家チーム 
 

（4）機材供与 
プロジェクト活動のため 111の機材が 3カ国のC/P機関に供与され、総額は 50万 8,550米ド

ル相当であった。主な機材は、PCR検査機、顕微鏡カメラ、実体顕微鏡、ホモジナイザー、イ
ンキュベーター、遠心分離器、ゲル撮影装置、フリーザー等である。機材リストは付属資料２

のAnnex 4を参照。 
 
３－２ 活動実績 
本プロジェクトの活動実績は表－９のとおりである。 

 

 
1 日本研修・留学と機材費を除く。 
2 （4）で示す機材費は含まない。 
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と
病
原
体
情
報
が

記
載
さ
れ
、
一
部
は
発
表
さ
れ
た
。

C
W

B
病
原
体
に

つ
い
て
一
部
は
、
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
（
植
物
に
寄

生
し
て
病
害
を
起
こ
す
一
群
の
特
殊
な
細
菌
）
が
原

因
と
特
定
さ
れ
た
が
、
他
の
一
部
は
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ

ズ
マ
が
原
因
で
は
な
い
。

 

10
0 

ST
1に

よ
り
定
期
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
が
実
施
さ

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

C
M

D
が
特
定
さ
れ
た
。

ST
1は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

と
な
る

20
22
年

3月
ま
で
こ
の
活
動
を
継
続
し
、

C
M

D
と

C
W

B
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
必
要
な
情
報
収

集
を
行
う
。

 

 

1.
1.

2 
C

W
B
及
び
そ
の
他
の

病
原
体
の
検
出
と
同
定
を

行
う
。

 

42
 

C
M

D
に
つ
い
て
は
、
病
原
体
の
検
出
と
同
定
が
完
了

し
た
。

C
W

B
診
断
に
つ
い
て
は
、

ne
st

ed
 P

C
R
法
が

有
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 

10
0 

C
M

D
に
つ
い
て

ST
1チ

ー
ム
は
、
感
染
し
た
キ
ャ
ッ

サ
バ
及
び
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
か
ら

SL
C

M
V
を
検
出
・
同
定

す
る
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
作
成
し
た
。

C
W

B
に

つ
い
て
も
感
染
し
た
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ

ズ
マ
の
検
出
・
同
定
の
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
開

発
し
た
。
さ
ら
に
、

ST
1チ

ー
ム
は
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
白

葉
枯

病
の

病
原

と
な

る
X

a
n

th
o

m
o

n
a

s 

a
xo

n
o
p

o
d

is
p

v.
 

M
a
n

ih
o

ti
s
及

び
炭

疽
病

（
a

n
th

ra
cn

o
se

 
d

is
ea

se
）
の
病
原
と
な
る

C
o

ll
et

o
tr

ic
h

u
m

 g
lo

eo
sp

o
ri

o
id

es
の
同
定
を
行
っ
た
。

 

 

1.
2 
主
要
病
原
体
の
精
密
な
特
定
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
た
め
の
診
断
キ
ッ
ト
を
開
発
す
る
。

 
1.

2.
1 
主
要
病
原
体
の
精
密

な
同
定
を
実
施
し
、
検
出
方

法
を
開
発
す
る
。

 

90
 

C
M

D
に
つ
い
て
は
、

SL
C

M
V
が
病
原
体
と
し
て
確

認
さ
れ
た
。

 
10

0 
PC

R
法
に
よ
る

SL
C

M
V
及
び
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ

の
検
出
・
同
定
の
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
が
そ
れ
ぞ

れ
開
発
さ
れ
た
。

 

 

1.
2.

2 
診
断
キ
ッ
ト
を
開
発

し
、
ラ
ボ
及
び
フ
ィ
ー
ル
ド

で
診
断
キ
ッ
ト
の
使
用
を

試
行
す
る
。

 

27
 

PC
R
法
に
よ
る

SL
C

M
V

-C
M

D
の
検
出
と

ne
st

ed
 

PC
R
法
に
よ
る

C
W

B
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
の
検
出

が
最
適
化
さ
れ
た
。
商
品
化
さ
れ
て
い
る

LA
M

Pキ
ッ
ト
は
、

C
W

B
の
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
診
断
に
は
適

し
て
い
な
い
。

 

10
0 

PC
R
と

ne
st

ed
 P

C
R
法
に
よ
る

C
M

D
と

C
W

B
の
フ

ィ
ー
ル
ド
検
出
キ
ッ
ト
開
発
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド

テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

 

 

1.
3 
病
害
の
媒
介
虫
を
特
定
す
る
。

 

– 11 –



 

活
 
動

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
（

20
18
年

9月
）

 
終
了
時
評
価
時
点
（

20
21
年

12
月
）

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
終
了
ま
で
の
活
動

 
1.

3.
1 
主
要
病
害
の
候
補
媒

介
虫
の
情
報
を
整
理
す
る
。

 
60

 
C

M
D
の
媒
介
虫
と
し
て
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
確
認
さ
れ

た
。

C
W

B
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
病
原
体
媒
介
虫
を
特

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

10
0 

C
W

B
は
増
殖
時
に
感
染
し
た
植
体
に
よ
っ
て
の
み

感
染
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 
 

1.
3.

2 
媒
介
虫
か
ら
病
原
体

を
検
出
す
る
技
術
を
開
発

す
る
。

 

42
 

C
M

D
の
病
原
体
で
あ
る

SL
C

M
V
の
検
出
に
成
功
し

た
。

 
10

0 
PC

R
を
活
用
し
て
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
か
ら

SL
C

M
V
を
検

出
す
る
た
め
の
技
術
が
開
発
さ
れ
、
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

が
作
成
さ
れ
た
。

 

 

1.
4 
病
害
及
び
媒
介
虫
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

 
1.

4.
1 
病
害
及
び
候
補
媒
介

虫
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
。

 

50
 
病
害
及
び
媒
介
虫
の
発
生
を

A
gr

ib
ud

dy
の
利
用
を

通
じ
て
得
る
画
像
を
用
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

 
10

0 
C

M
D
の
検
出
・
管
理
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
が
開
発
さ

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
主
要
キ
ャ
ッ
サ
バ
生
産
省
の
農
業

農
村
開
発
局
植
物
防
疫
課
（

SP
PD
）
に
提
供
さ
れ
た
。

A
gr

ib
ud

dy
に
使
用
す
る
病
害
虫
の
画
像
収
集
等
が

行
わ
れ
た
が
、
開
発
者
側
の
都
合
で

A
gi

bu
dd

yの
活

用
は
中
止
さ
れ
、

ST
2に

引
き
継
が
れ
た
。

 

 

1.
4.

2 
病
害
及
び
候
補
媒
介

虫
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
。

 

25
 
保
護
活
動
を
実
施
す
る
た
め
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
病

害
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
計
画
し
た
。

 
10

0 
C

M
D
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
ト

コ
ー
ル
に
基
づ
き
、
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
対

象
サ
イ
ト
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

 

1.
5 
植
物
病
害
管
理
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
。

 
1.

5.
1 
日
本
に
お
い
て
研
究

ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
研
修

を
実
施
す
る
（
短
期
及
び
長

期
、
修
士
や
博
士
課
程
を
含

む
）
。

 

50
 

2名
（
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
に
対
す
る
短
期
研

修
が
完
了
し
、
タ
イ
の

1名
に
対
す
る
長
期
研
修
が
開

始
さ
れ
た
（
東
京
農
業
大
学
の
修
士
課
程
）
。

 

10
0 

終
了
済
み
。
ベ
ト
ナ
ム
と
タ
イ
の

C
/P
は
感
染
し
た
キ

ャ
ッ
サ
バ
及
び
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
検
出
・
同
定
手
法
を

習
得
し
た
。

 

 

1.
5.

2 
研
究
ス
タ
ッ
フ
に
対

す
る
現
場
研
修
を
実
施
す

る
。

 

40
 

N
U

B
B
及
び

N
LU
に
お
い
て
、
現
場
研
修
が
数
回
実

施
さ
れ
た
。

SL
C

M
V
検
出
技
術
が
、

N
U

B
B
、

N
LU
、

PP
R

Iに
移
転
さ
れ
た
。

 

90
 

D
N

A
抽
出
、

PC
R
、
電
気
泳
動
装
置
に
関
す
る
研
修
、

乾
式

LA
M

Pキ
ッ
ト
の
活
用
及
び

SL
C

M
V
検
出
用

簡
易

LA
M

Pキ
ッ
ト
の
作
成
方
法
が

N
U

B
B
、

N
LU
、

PP
R

Iに
技
術
移
転
さ
れ
た
。

 

よ
り
高
精
度
・
低

価
格

の
乾

式

LA
M

P
キ
ッ
ト
の

製
造
方
法
の
技
術

移
転

 
2.

1 
害
虫
の
発
生
・
生
態
の
決
定
と
害
虫
及
び
そ
の
天
敵
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
。
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活
 
動

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
（

20
18
年

9月
）

 
終
了
時
評
価
時
点
（

20
21
年

12
月
）

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
終
了
ま
で
の
活
動

 
2.

1.
1 
害
虫
及
び
そ
の
典
型

に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
を
実
施
す
る
。

 

57
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
及
び
ベ
ト
ナ
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
毎
週
、
毎

月
の
調
査
を
実
施
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

N
U

B
B
農

場
に
お
け
る
毎
週
の
調
査
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
が

20
17
年

8月
か
ら

20
18
年

2月
に
か
け
て
作
成
さ
れ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
ド
ン
ナ
イ
省
に
お
け
る
毎
月

の
調
査
レ
ポ
ー
ト
が

20
17
年
か
ら

20
18
年
に
か
け
て

作
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
健
全
種
苗
増
殖
圃
場
（
健

全
種
苗
増
産
農
家
所
有
圃
場
）
と

H
LA

R
C
の
ス
ト
ッ

ク
種
苗
生
産
圃
場
で
の
調
査
が

20
18
年

8月
か
ら
開

始
さ
れ
た
。

 

10
0 

害
虫
と
そ
の
天
敵
リ
ス
ト
が
作
成
・
配
布
さ
れ
た
。

月
例
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
が
継
続
さ
れ
た
。

 
 

 

2.
1.

2 
害
虫
の
種
を
特
定

し
、
そ
の
遺
伝
的
多
様
性
と

生
活
史
を
分
析
す
る
。

 

28
 
主
要
害
虫
と
そ
の
天
敵
が
特
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

生
活
史
調
査
が
進
捗
中
で
あ
る
。

 
10

0 
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
収
集
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
サ
バ
害
虫

の
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
コ
ナ
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
及
び
パ
パ
イ
ア
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
寄
生

蜂
の
特
徴
が
分
析
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
さ
れ
た
。

 

 

2.
1.

3 
天
敵
に
関
す
る
フ

ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
を
作
成

す
る
。

 

18
 
材
料
の
収
集
が
行
わ
れ
た
。

 
10

0 
害
虫
と
天
敵
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
が
ベ
ト
ナ
ム

語
、
ク
メ
ー
ル
語
、
英
語
で
出
版
さ
れ
た
。

 
 

2.
2 
害
虫
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
。

 
2.

2.
1 
害
虫
個
体
群
動
態
調

査
と
そ
の
分
析
を
行
う
。

 
36

 
ベ
ト
ナ
ム
で
は
毎
月
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

 
10

0 
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
対
象
サ
イ
ト
に
お
い

て
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
個
体
群
動
態
調
査
が
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
と
並
行
し
て
実
施
さ
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
結
果
は
ド
ン
ナ
イ
省
の

H
LA

R
C
周
辺

5k
m
以
内

の
農
民
に
共
有
さ
れ
る
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
開
さ
れ
た
。

 

 

2.
2.

2 
害
虫
個
体
群
推
定
法

を
開
発
す
る
。

 
23

 
サ
ン
プ
リ
ン
グ
手
法
が
開
発
さ
れ
た
。

 
10

0 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、
黄
色

棒
状
ト
ラ
ッ
プ
等
を
活
用
し
た
害
虫
個
体
群
推
定
法

が
開
発
さ
れ
た
。
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活
 
動

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
（

20
18
年

9月
）

 
終
了
時
評
価
時
点
（

20
21
年

12
月
）

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
終
了
ま
で
の
活
動

 
2.

2.
3 
害
虫
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
。

 
10

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
に
黄
色
棒
状
ト
ラ
ッ
プ
が
使

用
さ
れ
た
。

 
10

0 
キ
ャ
ッ
サ
バ
病
害
虫
の
効
果
的
な
同
定
の
た
め
に
、

Fa
ce

bo
ok
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
機
能
を
使
っ
た
「
ア

グ
リ
シ
ョ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
サ
バ
」
と
い
う
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
開
発
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
さ

れ
た
ツ
ー
ル
は
対
象
サ
イ
ト
や
ス
ト
ッ
ク
種
苗
生
産

圃
場
、
健
全
種
苗
生
産
圃
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。

 

 

2.
3 
ベ
ト
ナ
ム
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
生
物
学
的
防
除
を
導
入
す
る
。

 
2.

3.
1 
タ
イ
に
お
け
る
キ
ャ

ッ
サ
バ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
生
物
学
的
防
除
の
有
効

性
を
評
価
す
る
。

 

17
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
で
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

 
10

0 
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
コ

ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
寄
生
蜂

で
あ
る

A
n

a
g

yr
u

s 
lo

p
ez

iの
活
用
が
有
効
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

 

 

2.
3.

2 
ベ
ト
ナ
ム
及
び
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
お
い
て
、
大
量
飼

育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

 

39
 
タ
ロ
イ
モ
を
用
い
た
新
規
大
量
飼
育
方
法
を
開
発
し

た
。

 
10

0 
キ
ャ
ッ
サ
バ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
及
び
そ
の
天
敵
の

大
量
飼
育
に
代
替
植
物
と
し
て
タ
ロ
イ
モ
が
活
用
で

き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
国
際
学
会
誌
に
発
表
さ
れ

た
。

 

 

2.
3.

3 
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い

て
効
果
的
な
生
物
学
的
防

除
手
法
を
開
発
す
る
。

 

0 
ま
だ
実
施
し
て
い
な
い
。

 
10

0 
大
量
放
飼
の
た
め
ラ
ボ
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
サ
バ
コ
ナ

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
と
寄
生
蜂
の
飼
育
方
法
が

N
U

B
B
と

N
LU
に
お
い
て
確
立
さ
れ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
コ
ナ
カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
の
大
量
発
生
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
活
用

で
き
る
状
況
に
あ
る
。

 

 

2.
3.

4 
ベ
ト
ナ
ム
及
び
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
お
い
て
、
キ
ャ
ッ

サ
バ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

制
御
の
た
め
の
天
敵
を
放

飼
す
る
。

 

0 
ま
だ
実
施
し
て
い
な
い
。

 
N

/A
 
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
寄
生
蜂
に
よ
り

キ
ャ
ッ
サ
バ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
十
分
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
放

飼
は
不
要
で
あ
っ
た
。

 
 

 

2.
4 
害
虫
管
理
に
係
る
研
修
を
実
施
す
る
。

 

– 14 –



 

活
 
動

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
（

20
18
年

9月
）

 
終
了
時
評
価
時
点
（

20
21
年

12
月
）

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
終
了
ま
で
の
活
動

 
2.

4.
1 
日
本
に
お
い
て
研
究

ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
研
修

を
実
施
す
る
（
短
期
及
び
長

期
、
修
士
や
博
士
課
程
を
含

む
）
。

 

67
 

20
17
年
に
ベ
ト
ナ
ム
人

C
/P

 2
名
と
タ
イ
人

C
/P

 1
名

が
、
九
州
大
学
で
の
短
期
研
修
に
参
加
し
た
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
人

C
/P

 1
名
が
、
九
州
大
学
の
修
士
課
程
で
学

ん
で
い
る
。

 

10
0 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の

C
/P
は
九
州
大
学
で
の
修
士
課
程
を

終
了
し
、

C
/P
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の

C
/P

 1
名
が
博
士
課
程
（
人

材
育
成
奨
学
計
画
：

JD
S）

に
在
籍
中
で
あ
る
。

4回
の
短
期
本
邦
研
修
が
実
施
さ
れ
、

4名
の

C
/P
が
参
加

し
た
。

 

 

2.
4.

2 
研
究
ス
タ
ッ
フ
に
対

す
る
現
場
研
修
を
実
施
す

る
（
ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ

及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
ス
タ

ッ
フ
に
対
す
る
大
量
飼
育

技
術
の
研
修
を
タ
イ
で
実

施
す
る
）
。

 

70
 

20
16
年
に

3名
の
ベ
ト
ナ
ム
人

C
/P
が
タ
イ
で
の
短
期

研
修
に
参
加
し
た
。

20
17
年
に

N
LU
で
研
修
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、

7名
の

C
/P
が
参
加
し
た
（
ベ

ト
ナ
ム

C
/P
が

5名
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

C
/P
が

1名
、
タ
イ

C
/P
が

1名
）
。

 

10
0 

害
虫
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
短
期
研
修
が
ベ
ト
ナ

ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
で
実
施
さ
れ
、

17
名
の

C
/P

が
参
加
し
た
。

 

 

3.
1 
キ
ャ
ッ
サ
バ
品
種
の
健
全
種
苗
を
増
殖
す
る
。

 
3.

1.
1 
栽
培
品
種
の
原
種

（
組
織
培
養
苗
）
及
び
そ
の

由
来
の
苗
を
保
存
す
る
。

 

60
 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
原
種
を
保
管
し
て
い
る
。
ベ
ト

ナ
ム
で
は
、
組
織
培
養
に
よ
っ
て
保
持
し
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
こ
の
作
業
が
進
捗
中
で
あ
る
。

 

10
0 

組
織
培
養
に
よ
っ
て
、

A
G

Iに
30
種
、

N
U

B
B
に

12
種

の
苗
が
保
存
さ
れ
た
。

 
 

3.
1.

2 
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
タ
イ
で
有
用
な
キ
ャ

ッ
サ
バ
・
デ
ィ
ス
ク
リ
プ

タ
ー
を
作
成
し
、
健
全
種
苗

の
増
殖
・
栽
培
技
術
を
確
立

す
る
。

 

43
 

N
U

B
B
と

H
LA

R
C
で
は
キ
ャ
ッ
サ
バ
・
デ
ィ
ス
ク
リ

プ
タ
ー
が
作
成
さ
れ
た
。

A
G

Iで
は
未
作
成
。

 
10

0 
23
の
キ
ャ
ッ
サ
バ
・
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
タ
ー
（
ベ
ト
ナ

ム
に
つ
い
て
は

A
G

I：
5品

種
と

H
LA

R
C
：

6品
種
の

11
品
種
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
は

N
U

B
B
：

12
品

種
）
が
作
成
さ
れ
た
。

 

 

3.
1.

3 
健
全
種
苗
の
増
殖
・

栽
培
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

を
確
立
す
る
。

 

52
 

N
U

B
B
の
ス
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
内
で
種
苗
を
増
殖
・

栽
培
し
、

A
G

I及
び

H
LA

R
C
の
ス
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

内
で
増
殖
・
栽
培
を
開
始
し
た
。

 

10
0 

ク
リ
ー
ン
種
苗
の
栽
培
が

A
G

I（
V

an
 G

ia
ng

 ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
、

H
LA

R
C
、

N
U

B
B
の

3カ
所
の
ス
ク
リ
ー

ン
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

 

 

3.
1.

4 
隔
離
圃
場
（

H
LA

R
C
、

A
G

I、
N

U
B

B
）
で
健
全
種
苗

を
増
殖
す
る
。

 

35
 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

N
U

B
B
と

H
LA

R
C
の
圃

場
で
の
栽
培
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
た
が
、

A
G

Iで
は
進
捗
中
で
あ
る
。

 

10
0 

健
全
種
苗
が

H
LA

R
C
及
び

N
U

B
B
の
隔
離
圃
場
に
お

い
て
増
殖
さ
れ
て
い
る
。

A
G

Iの
隔
離
圃
場
は
主
に

実
験
及
び
保
存
目
的
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。

 

 

3.
2 

C
IA

Tか
ら
有
用
な
キ
ャ
ッ
サ
バ
育
種
材
料
を
導
入
し
、
新
規
の
育
種
技
術
を
開
発
す
る
。
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活
 
動

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
（

20
18
年

9月
）

 
終
了
時
評
価
時
点
（

20
21
年

12
月
）

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
終
了
ま
で
の
活
動

 
3.

2.
1 

C
IA

Tか
ら
有
用
な
キ

ャ
ッ
サ
バ
育
種
材
料
を
移

転
す
る
。

 

94
 
ほ
と
ん
ど
実
施
済
み
。

 
10

0 
有
望
な
特
性
を
も
つ

55
の
品
種
が

C
IA

T
か
ら
移
転

さ
れ
、
組
織
培
養
に
よ
り

A
G

Iに
保
存
さ
れ
た
。

 
 

3.
2.

2 
有
用
な
キ
ャ
ッ
サ
バ

育
種
材
料
を
選
抜
す
る
。

 
0 

組
織
培
養
体
を
土
壌
に
移
す
予
定
。

 
10

0 
有
望
な
育
種
材
料
の
選
定
が
完
了
し
た
。

 
 

3.
2.

3 
キ
ャ
ッ
サ
バ
育
種
を

加
速
化
さ
せ
る
た
め
、
育
種

サ
イ
ク
ル
（
期
間
）
を
短
縮

可
能
な
新
規
育
種
技
術
を

開
発
し
、
ベ
ト
ナ
ム
に
移
転

す
る
。

 

35
 
遺
伝
子
組
み
換
え
に
よ
り
開
花
す
る
キ
ャ
ッ
サ
バ
を

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
輸

出
す
る
た
め
の
手
続
き
が
ま
だ
進
行
中
で
あ
る
。
ま

た
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
地
域
で
キ
ャ
ッ
サ
バ
が
開
花
す

る
分
子
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
中
で
あ
る
。

 

50
 

日
本
で
遺
伝
子
組
み
換
え
を
行
っ
た
キ
ャ
ッ
サ
バ
を

ベ
ト
ナ
ム
に
輸
出
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
キ
ャ
ッ

サ
バ
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
輸
入
禁
止
品
目
リ
ス
ト
に

載
っ
て
い
た
た
め
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
ベ
ト
ナ
ム
の
研
究
者
を
理
研
に
招
へ
い
し
、
技

術
移
転
を
行
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
北
部
地
域
で
キ
ャ
ッ

サ
バ
が
開
花
す
る
分
子
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ

れ
、
国
際
学
会
誌
に
投
稿
さ
れ
た
。

 

 

3.
2.

4 
育
種
サ
イ
ク
ル
（
期

間
）
を
短
縮
可
能
な
新
規
育

種
技
術
を
確
立
す
る
。

 

10
 
接
ぎ
木
し
た
植
物
体
を
準
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

 
50

 
育
種
サ
イ
ク
ル
の
短
縮
に
期
待
さ
れ
た
開
花
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
新
規
育
種
技
術
に
活
用
で
き
な
い
こ
と
が
判

明
し
、
こ
の
研
究
は
中
止
さ
れ
た
。

 

 

3.
3 
タ
イ
か
ら
キ
ャ
ッ
サ
バ
普
及
・
栽
培
に
関
す
る
技
術
を
移
転
す
る
。

 
3.

3.
1 

R
Y

FC
R

C
の
圃
場
と

ス
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
お

け
る
調
査
を
実
施
し
、
移
転

候
補
技
術
を
選
定
す
る
。

 

70
 
技
術
は
既
に
移
転
さ
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の

C
/P
が
再

度
、
タ
イ
を
訪
問
し
、
候
補
技
術
を
選
定
す
る
こ
と

を
考
慮
中
。

 

10
0 

A
G

I、
H

LA
R

C
、

N
U

B
B
の
研
究
者
が
組
織
培
養
の
土

壌
条
件
へ
の
順
化
技
術
を
タ
イ
で
習
得
し
た
。

 
 

3.
3.

2 
隔
離
キ
ャ
ッ
サ
バ
圃

場（
H

LA
R

C
、A

G
I、

N
U

B
B
）

に
移
転
し
た
技
術
の
展
示

試
験
を
行
う
。

 

40
 

20
17
年
に

N
U

B
B
キ
ャ
ッ
サ
バ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
済

み
。

20
18
年
に

H
LA

R
C
で
実
施
予
定
。

 
10

0 
N

U
B

B
、

H
LA

R
C
、

A
G

Iで
実
施
済
み
。

 
 

3.
4 
育
種
、
普
及
、
栽
培
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
。
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活
 
動

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
（

20
18
年

9月
）

 
終
了
時
評
価
時
点
（

20
21
年

12
月
）

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
終
了
ま
で
の
活
動

 
3.

4.
1 
日
本
に
お
い
て
研
究

ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
研
修

を
実
施
す
る
（
短
期
及
び
長

期
、
修
士
や
博
士
課
程
を
含

む
）
。

 

30
 

20
16
年
に

M
s. 

H
uo

ng
（

A
G

I）
と

M
r. 

M
in

h
（

H
LA

R
C
）
を
対
象
に
短
期
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

20
18
年

4月
か
ら

M
s. 

A
nh

 T
hu
（

A
G

I）
の
長
期
研
修

を
実
施
中
。

 

10
0 

理
研
に
お
い
て

2名
の

C
/P
が
栽
培
技
術
に
つ
い
て
短

期
研
修
を
受
け
、

1名
（

A
G

I）
が
理
研
の
国
際
プ
ロ

グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
（
海
外
の
研
究
機
関
と
の
協

定
に
基
づ
く
博
士
課
程
へ
の
受
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

で
博
士
課
程
に
在
籍
中
で
あ
る
。

 

 

3.
4.

2 
研
究
ス
タ
ッ
フ
に
対

す
る
現
場
研
修
を
実
施
す

る
。

 

30
 

M
s. 

A
nh

 T
hu
（

A
G

I）
及
び

M
r. 

M
in

h（
H

LA
R

C
）

に
対
す
る
現
場
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

M
s. 

B
iy

a
（

N
U

B
B
）
、

M
s. 

H
im
（
同
）
、

M
r. 

So
r（
同
）
に

対
す
る
現
場
研
修
を
継
続
す
る
。

 

10
0 

A
G

I、
H

LA
R

C
、

N
U

B
B
の

C
/P
に
対
す
る
現
場
研
修

は
完
了
済
み
。

 
 

4.
1 
生
産
者
に
対
す
る
普
及
の
成
果
及
び
イ
ン
パ
ク
ト
の
測
定
と
評
価
に
関
す
る
手
法
を
確
立
す
る
。

 
4.

1.
1 
キ
ャ
ッ
サ
バ
栽
培
と

生
産
農
家
の
生
計
に
関
す

る
現
状
調
査
を
実
施
す
る
。

 

62
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

1年
目
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
バ
ッ
タ

ン
バ
ン
州
及
び
パ
イ
リ
ン
州
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ド
ン
ナ

イ
省
、
ザ
ー
ラ
イ
省
で
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。

 

10
0 

現
状
調
査
は
完
了
済
み
。

 
 

4.
1.

2 
生
産
農
家
へ
の
普
及

の
成
果
・
イ
ン
パ
ク
ト
の
計

測
・
評
価
方
法
を
決
定
す

る
。

 

20
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

1年
目
に
成
果
・
イ
ン
パ
ク
ト
の

計
測
・
評
価
方
法
を
議
論
し
、
特
定
し
た
。

 
10

0 
成
果
・
イ
ン
パ
ク
ト
の
計
測
・
評
価
方
法
を
確
定
済

み
。

 
 

4.
1.

3 
生
産
農
家
対
象
に

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
を
実

施
す
る
。

 

20
 
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
は
終
了
し
た
。

 
10

0 
ベ
ト
ナ
ム
・
ド
ン
ナ
イ
、
タ
イ
ニ
ン
、
ザ
ー
ラ
イ
省
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
、
バ
ン
テ
イ
メ
ン
チ

ェ
イ
、
ウ
ド
ー
ミ
エ
ン
チ
ェ
イ
、
パ
イ
リ
ン
州
で
の

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。

 

 

4.
1.

4 
生
産
農
家
へ
の
普
及

に
関
す
る
評
価
調
査
を
実

施
し
、
結
果
を
分
析
す
る
。

 

0 
デ
ー
タ
収
集
デ
ザ
イ
ン
を
特
定
し
た
。

 
70

 
評
価
調
査
の
質
問
票
（
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
用
）

が
作
成
さ
れ
、
調
査
対
象
の
農
家
数
も
決
ま
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
伴
う
制
限
が
あ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
調
査
は
延
期
さ
れ
て
い
る
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
は
実
施
中
で
あ
る
。

 

ベ
ト
ナ
ム
の
省
政

府
と
調
整
し
、
実

施
予
定
。

 

4.
2 
民
間
企
業
と
協
力
し
て
、
生
産
者
に
対
す
る
健
全
種
苗
配
布
と
そ
の
管
理
手
法
の
普
及
を
行
う
。
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活
 
動

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
（

20
18
年

9月
）

 
終
了
時
評
価
時
点
（

20
21
年

12
月
）

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
終
了
ま
で
の
活
動

 
4.

2.
1 
既
存
の
普
及
内
容
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
特
定
す
る
。

 
37

 
 

10
0 

完
了
済
み
。

 
 

4.
2.

2 
民
間
企
業
と
協
力
し

つ
つ
、
健
全
種
苗
を
提
供

し
、
栽
培
方
法
の
研
修
を
実

施
す
る
。

 

0 
民
間
生
産
者
に
対
し
て
、
最
初
の
健
全
種
苗
の
提
供

と
効
果
的
増
殖
に
関
す
る
研
修
を
行
っ
た
。

 
10

0 
カ
ン
ボ
ジ
ア
及
び
ベ
ト
ナ
ム
合
計
で

29
軒
の
キ
ャ
ッ

サ
バ
生
産
農
家
が
ス
ト
ッ
ク
種
苗
の
配
布
を
受
け
、

併
せ
て
栽
培
技
術
、
病
害
虫
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
を

学
ん
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
ベ
ト
ナ
ム
キ
ャ
ッ

サ
バ
協
会
（

V
IC

A
A

S）
が

C
M

D
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、

C
/P
が
調
査
結
果
を
発
表
す
る
と
い
っ
た

民
間
連
携
を
行
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
民
間
企
業

を
対
象
に

2回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
健
全

種
苗
生
産
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
地
元

企
業
が
参
加
し
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
日
本
企
業

4社
を
含
む
民
間

企
業
が
参
加
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
日
系
企
業

1社
と

農
家
へ
の
共
同
研
修
が
企
画
さ
れ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
に
よ
り
中
止
さ
れ
た
。

 

 

4.
2.

3 
生
産
者
及
び
研
究
機

関
や
民
間
企
業
な
ど
の
健

全
種
苗
供
給
者
と
の
調
整

に
よ
る
持
続
可
能
な
普
及

モ
デ
ル
を
確
立
す
る
。

 

0 
最
初
の
健
全
種
苗
が
、
健
全
種
苗
増
殖
農
家
に
供
給

さ
れ
た
。

 
10

0 
健
全
種
苗
生
産
の
体
制
は
、

H
LA

R
C
及
び

N
U

B
B
と

の
連
携
で
確
立
さ
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
将
来
的

な
種
苗
提
供
の
可
能
性
に
つ
い
て
地
元
の
民
間
企
業

が
興
味
を
示
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
日
系
企

業
が
契
約
す
る
キ
ャ
ッ
サ
バ
生
産
農
家
へ
の
ス
ト
ッ

ク
種
苗
の
提
供
が
議
論
さ
れ
た
が
、
提
供
を
計
画
し

た
H

L-
S1

2と
い
う
品
種
の
政
府
登
録
が
遅
れ
た
た

め
、
民
間
企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
実
現
し
な
か
っ

た
。

 

 

4.
3 
人
材
開
発
を
通
じ
て
、
研
究
成
果
を
高
等
教
育
機
関
や
政
府
機
関
に
普
及
す
る
。
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活
 
動

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
（

20
18
年

9月
）

 
終
了
時
評
価
時
点
（

20
21
年

12
月
）

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
終
了
ま
で
の
活
動

 
4.

3.
1 
研
究
成
果
を
ノ
ン
ラ

ム
大
学
及
び
バ
ッ
タ
ン
バ

ン
大
学
の
講
義
資
料
に
組

み
入
れ
る
。

0 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
や
進
捗
事
項
が
講
義
資
料
に

採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

 
10

0 
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
は
、

N
LU
の

Th
u 

D
uc
と

G
ia

 L
ai

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
が
講
義

に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

N
U

B
B
に
お
い
て
も
、

C
/P

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
（
病
害
虫
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
方
法
や
種
苗
生
産
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
）
に

つ
い
て
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

20
22
度
の

N
U

B
B

の
新
シ
ラ
バ
ス
に

反
映
さ
れ
る
予

定
。

 

4.
3.

2 
H

LA
R

C
や
バ
イ
オ
ア

グ
リ
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

実
習
の
機
会
を
学
生
に
提

供
す
る
。

 

0 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
や
進
捗
事
項
が
講
義
資
料
に

採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

 
10

0 
学
生
が

H
LA

R
C
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
や

H
LA

R
C
で
の

活
動
に
関
連
し
た
論
文
執
筆
を
行
っ
た
。

N
U

B
B
で

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
学
部
生
が
参
加
し
た
。
バ

イ
オ
ア
グ
リ
な
ど
民
間
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
で
は
特
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

4.
3.

3 
政
府
機
関
職
員
に
フ

ィ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
を
含
む

集
中
的
な
研
修
を
実
施
す

る
。

 

0 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
情
報
を
継
続
的
に
共
有
し
て

い
る
。

 
10

0 
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
完
了
済
み
。

 

4.
4 
病
害
虫
と
栽
培
方
法
に
関
す
る
情
報
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
農
民
に
普
及
す
る
。

 
4.

4.
1 
病
害
虫
管
理
と
栽
培

方
法
に
関
す
る
他
の

ST
か

ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
収
集

す
る
。

 

10
0 

他
の

ST
の
成
果
を
収
集
し
、
普
及
用
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
研
修
教
材
に
反
映
し
た
。

4.
4.

2 
キ
ャ
ッ
サ
バ
農
家
向

け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
す
る
。

10
0 

ポ
ス
タ
ー
と
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
制
作
済
み
。

 

4.
4.

3 
普
及
前
後
で

K
A

P
（
知
識
・
態
度
・
実
践
：

K
no

w
le

dg
e,

 
A

tti
tu

de
 

an
d 

Pr
ac

tic
e）
調
査
を
実
施
し
、

情
報
に
よ
る
影
響
を
調
査

す
る
。

 

10
0 

K
A

P調
査
は
実
施
済
み
。
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活
 
動

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
（

20
18
年

9月
）

 
終
了
時
評
価
時
点
（

20
21
年

12
月
）

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
進 捗

 
主
な
活
動
と
実
績

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
終
了
ま
で
の
活
動

 
4.

4.
4 
情
報
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

生
産
者
に
提
供
す
る
。

 
10

0 
ポ
ス
タ
ー
と
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
配
布
済
み
。
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３－３ 成果・プロジェクト目標・上位目標の達成状況 
プロジェクトの上位目標、プロジェクト目標、四つの成果についての進捗・達成状況は表－10 の

とおりである。PDMの指標に対応した達成状況は、「達成済み」「一部達成済み」「達成見込み」「未達
成」の 4 段階で示している。ただし、上位目標の達成はプロジェクト終了後 3〜5 年を想定している
ため、現時点での達成度は示さない。 

表－10 上位目標、プロジェクト目標、成果の達成状況 

要 約 指 標 
達成 
状況 

概 要 

上位目標 
プロジェク

トが開発し

た病害虫管

理及び健全

種苗生産シ

ステムが、

ベトナム、

カンボジア

及びタイの

主要生産地

に導入され

る。

3 カ国の中央または

地方政府が、国内主要

キャッサバ生産地で、

プロジェクトが開発

した病害虫管理及び

健全種苗生産のシス

テムを活用もしくは

振興する。

未確定 • ベトナムにおいてはMARDの要望に応えて、HLARC
とPPRIが、ドンナイ省を含むキャッサバ生産が盛ん
な省のSPPD職員に対してCMD対策のプロトコール
についての研修を実施済みであるため、病害虫モニ

タリングに関するプロジェクト成果が活用される可

能性は高い。他方、プロジェクトによって確立された

健全種苗生産システム（隔離圃場でのクリーンなス

トック種苗生産と種苗生産農家への配布、種苗生産

農家が病害虫を適切に管理しながら健全種苗を栽培

し、キャッサバ生産農家に普及するシステム）は、

CMDの拡大により種苗生産農家のキャッサバが汚染
されているため、現状では十分に機能できない状況

にある。

• カンボジアでは、プロジェクトによって、バッタンバ
ン州、バンテイメンチェイ州、ウドーミエンチェイ州

のPDAFF職員に対して、プロジェクトの成果（モニタ
リングツールの利用と健全種苗生産システム）につ

いての研修が実施されており、プロジェクト成果の

普及が期待される。現時点で少なくとも 3 軒のキャ
ッサバ生産農家がNUBBから提供されたストック種
苗を使った健全種苗を栽培している。

• CMD検出用プライマー搭載の乾式LAMPキットの有
効性をDOA関係者に示した。DOAの予算により、簡
易に作成できる同キットの活用が期待される。

プロジェクトが開発

した病害虫管理及び

健全種苗生産システ

ムが、カンボジアとベ

トナムの中央または

地方のキャッサバ栽

培指針に反映される。 

未確定 • PPRIが本プロジェクトの調査結果などを踏まえて
MARDに提言を行った結果、2018 年 11 月、MARDは
大臣並びに副大臣決議を発し、「CMD国家緊急対策
委員会（事態が収束するまで無期限）」を設立した。 

• 2020 年 8 月に、本プロジェクトが策定を支援した「国
家キャッサバ政策 2020-2025」が閣議承認された。そ
のなかで、NUBBのキャッサバ研究開発センターとし
ての機能を確立し、これを強化するとの役割が明記

された。

プロジェク

ト目標

病害虫管理

及び健全種

苗管理モデ

ドンナイ省とバッタ

ンバン州のキャッサ

バ生産にかかわる中

央または地方政府が、

プロジェクトがモデ

一部達

成済み 
• ベトナムでは、HLARCがPCR検査などプロジェクト
の成果を活用して月例モニタリングを実施し、モニ

タリング結果は他のC/P機関と共有している。

HLARCのクリーンな健全種苗生産システムは培養
技術の導入等により改善され、ドンナイ省のDARDも
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要 約 指 標 
達成 
状況 

概 要 

ルが構築さ

れる。 
 

ルサイトのキャッサ

バ生産において高い

有効性を実証した、検

査キットによる病害

モニタリングシステ

ム、害虫管理システ

ム、健全ストック種苗

生産システム、タイの

栽培管理経験に基づ

く持続的増殖・普及手

法といったプロジェ

クト成果を実践的に

適用することを検討

する。 

農民への病害虫対策や汚染されたキャッサバの除去

などの措置について指導を図るなど、HLARCの健全
種苗生産システムへの支援を進める計画がある。 

• カンボジアではNUBBのストック種苗の提供を受け
たキャッサバ生産者に対する月例モニタリングが継

続中であり、健全種苗生産の仕組みもNUBBのキャッ
サバ増殖・供給センターで確立済みである。 

ドンナイ省及びバッ

タンバン州のモデル

サイトのキャッサバ

生産にかかわる中央

または地方政府が、そ

のキャッサバ生産政

策において、プロジェ

クト成果を反映させ

ることを検討する意

向を表明する。 

達成見

込み 
• プロジェクトは、プロジェクト終了前に開催される
最終ワークショップ（2022年 2月開催予定）で、LAMP
キットや組織培養による増殖方法などの活用をベト

ナム政府に働きかける予定である。また、その際、

MARDはCMD対策のための国家プログラムの実施を
宣言する予定であり、そのプログラムでプロジェク

ト成果が活用されることが期待される。 
• カンボジアでは 2022 年 2 月にNUBBで開催されるセ
ミナーにおいて、農林水産省（MAFF）、商務省
（Ministry of Commerce：MOC）、教育青年スポーツ
省（MOEYS）に対して、学長がNUBBのキャッサバ
増殖・供給センターによるストック種苗生産の継続

と健全種苗の普及を宣言する予定である。 
成果 1：主要
病害が同定

され、病理

モニタリン

グ・システ

ムが導入さ

れる。 

ベトナム、カンボジ

ア、タイにおいて、キ

ャッサバの主要病害

が、植物体・媒介虫双

方から検出され、検出

キットが開発される。 

達成見

込み 
• 湿式LAMPキットに加えて、安価かつ取り扱いが簡単
な乾式LAMPキットも開発され、プロジェクト終了ま
でに東京農業大学からPPRIとNUBBに製造方法の技
術移転が行われる予定である。 

• 本研究で得た塩基配列情報に基づき設計した新たな
プライマーを用いたLAMP法により、東南アジアに発
生しているファイトプラズマの検出が可能となっ

た。 
• 大量のサンプルに対してCMD診断ができるバルク

PCR法と現場で検査可能かつ高精度のLAMP法によ
りCMD診断技術が適用できる場面が拡大した。 

病害モニタリングシ

ステム（例：画像診断、

発生情報の共有、病理

情報並びに防疫技術

の蓄積）がモデルサイ

トにおいて実施され

る。 

達成済

み 
• ベトナムでは、画像診断の有効性が検証された。ま
た、これによりフィールドで診断に必要な時間が従

来の 2時間程度から 30分以内に短縮することが可能
となった。 

• 画像診断のプロトタイプとなる実験がカンボジアで
行われ、画像診断により遠隔地でのCMD発生を確認
し、その有用性を示した。 
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要 約 指 標 
達成 
状況 

概 要 

10 名の研究者がOJT
と共同研究を通じて

病理管理に必要な知

識と技術を習得する。 

達成済

み 
• 計 13 名のC/Pに技術移転を行い、発生調査、試料の
採集と保存、PCR法あるいはLAMP法による診断技術
の習得を完了した。13 名の内訳はOJTによる研修が
PPRI 6 名、NLU 2 名、東京農業大学・東京大学にお
ける本邦研修がPPRI 2 名、NUBB 2 名、RYFCRC 1 名
である。 

成果 2：害虫
管理システ

ムが開発さ

れる。 

害虫個体数のモニタ

リングが、フィールド

ガイドと個体数評価

ツールを用いて実施

される。 

達成済

み 
• ベトナムとカンボジアのキャッサバの害虫とその天
敵のリストが作成された。 

• キャッサバコナカイガラムシとパパイアコナカイガ
ラムシの同定検索表が作成され、インターネット上

及びSNSに公開された。 
• キャッサバ害虫・天敵フィールドガイドが英語、ベト
ナム語、クメール語で作成された。 

• 病害虫による被害症状からAIを活用して原因を特定
するアプリ「アグリショット・キャッサバ」を、英語、

ベトナム語、クメール語、タイ語で開発し、SNS上に
公開し、農業普及員や植物防疫官、あるいは一般農家

の病害虫防除に利用されている。ベトナムとカンボ

ジアのC/Pによれば、ベトナムで約 100 人、カンボジ
アで約 300 人が利用している。 

• ベトナム、カンボジア及びタイの現地で利用できる
病害虫モニタリング法が確立し、ベトナム・ドンナイ

省及びカンボジア・バッタンバン州のモニター圃場、

ストック種苗生産圃場、健全種苗生産圃場でモニタ

リングシート、アグリショット・キャッサバ、フィー

ルドガイドなどのツールが利用されている。 
• プロジェクトで当初計画した活動に加えて、HLARC
をベトナム南部キャッサバ研究拠点として強化する

ため、同センターに「キャッサバ病害虫診断ラボ」を

設置、必要な機材が導入され、人材が育成された。 
必要な場合はキャッ

サバコナカイガラム

シの天敵が放飼され

る。 

達成済

み 
• 代替餌としてタロイモを利用したキャッサバコナカ
イガラムシとその天敵昆虫の大量飼育法を確立し

た。また、フィールド調査と実験により、天敵による

キャッサバコナカイガラムシのコントロールの有効

性がベトナムとカンボジアにおいて確認され、NLU
とNUBBにおいてキャッサバコナカイガラムシとそ
の天敵の飼育が継続されている。 

• モニタリング結果に基づき、2012 年に放飼された天
敵が現在も効果的にキャッサバコナカイガラムシを

制御していると判断されたため、天敵の放飼は実施

されなかった。 
15 名の研究者がOJT
と共同研究を通じて

害虫管理に必要な知

識と技術を習得する。 

達成済

み 
• 17 名のC/Pに技術移転を行い、応用昆虫学及び/また
は生物的防除のノウハウ習得を完了した。OJTの内訳
は、NLUが 7 名、HLARCが 1 名、PPRIが 1 名である。
また、NLU 2 名、HLARC 2 名、PPRI 2 名、NUBB 1
名、RYFCRC 1 名が九州大学で研修を受けた。 
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要 約 指 標 
達成 
状況 

概 要 

成果 3：キャ
ッサバ種苗

システムが

構築され、

かつ育種サ

イクルを短

縮する新育

種技術が開

発される。 

3 カ国におけるキャ

ッサバの主要 15 品種
の分類記載（ベトナム

とカンボジアの少な

くとも 5 品種ずつの

ディスクリプター）が

作成され、HLARC及
びNUBBにおいて年 1
万本のストック種苗

が生産される。 

達成済

み 
• 総計 23 品種のディスクリプターが完成した（ベトナ
ムで 11 品種、カンボジアで 12 品種）。C/P機関ごと
の品種は以下のとおりである。 
• AGI：KU50、Rayong 9、Sa21-12、Km98-7、BK 
• HLARC：KU50、Irradiated KU50、HL-S10、HL-S11、

HL-S12、KM140 
• NUBB：Rayong1、Rayong3、Rayong5、Rayong7、

Rayong9 、 Rayong11 、 Rayong60 、 Rayong72 、
Rayong90、KU50、Huay Bong 60、Huay Bong 80 

• HLARCとNUBBにおけるストック種苗生産プロト
コールが完成した。 

• HLARCにて年間 6,500 株、NUBBにて年間 3,500 株、
合計年間 1 万株（茎数にして合計 2 万～3 万本、種苗
数にして合計 8 万～21 万種苗）の生産能力をもつス
トック種苗生産システムが構築された。 

キャッサバの有用育

種材料が評価され、か

つ新育種技術が開発

される。 

一部達

成済み 
• 形質転換体を用いてキャッサバの花成ホルモンを
コードするFT遺伝子の機能解析や開花誘導因子の探
索を進め、キャッサバの開花時期制御メカニズムの

一端を分子レベルで明らかにした。ただし、FT技術
は新育種には活用できないことが分かった。 

• CMD抵抗性品種の野外スクリーニング試験により
C33 系統のCMD抵抗性をフィールドテストと接ぎ木
で確認し、現在、抵抗性をもつアジア栽培品種が開発

中である。 
キャッサバの増殖と

栽培技術をタイから

移転する。 

達成済

み 
• タイからベトナム、カンボジアのC/PにOJTを通して、
ディスクリプター作成技術と組織培養苗の順化技術

を移転した。 
20 名の研究者がOJT
と共同研究を通じて

キャッサバの増殖と

栽培及びキャッサバ

育種と種苗システム

に関する必要な知識

と技術を習得する。 

達成済

み 
• 総計 24 名の研究者に対して本邦長期研修、本邦短期
研修、OJTを施し、作物生産管理または植物分子生物
学の知見が移転された。本邦研修の内訳は理研での

研修にAGI 2 名、HLARC 1 名である。また、OJTでは
AGIが 10 名、HLARCが 3 名、NUBBが 8 名であった。 

成果 4：健全
種苗と持続

的な生産方

法がキャッ

サバ農家に

普 及 さ れ

る。 

ベトナム及びカンボ

ジアで計 4 軒の種苗

生産者が、プロジェク

トが生産した健全種

苗を増殖し、キャッサ

バ農家に供給する。 

達成済

み 
• 合計 29 軒の農家（うち 16 軒がターゲットエリア内）
が、少なくとも 1 作期、プロジェクトからのストッ
ク種苗の提供を受けて、キャッサバ健全種苗を生産

した。 
• ベトナムでは 2018 年度以降、HLARCで生産・収穫さ
れたストック種苗を、HLARC及びドンナイ省の生産
農家で増殖栽培する健全種苗生産モデルが構築さ

れ、ドンナイ省の合計 13 軒の農家が、少なくとも 1
作期、キャッサバ健全種苗を生産した。ただし、2020
年度以降、健全種苗生産圃場のキャッサバがCMDに
感染し、健全種苗を生産できない状態となった。この

ため、HLARCではAGIの協力を得て、暫定的な措置
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要 約 指 標 
達成 
状況 

概 要 

として、CMDへの抵抗性が比較的高い品種の生産に
取り組んでいる。 

• カンボジアではバッタンバン州の合計 3軒の農家が、
少なくとも 1 作期、キャッサバ健全種苗を生産し、
バッタンバン州、バンテアイミエンチェイ州、ウドー

ミエンチェイ州のその他の 13軒も健全種苗を生産し
ている。2018 年以降、NUBBで生産・収穫されたスト
ック種苗を、バッタンバン州・ラタナックモンドル郡

の生産農家で増殖し、現在に至るまで順調に健全種

苗が増産されている。 
3 名の研究者がOJTと
共同研究を通じて健

全種苗に関する必要

な知識と技術を習得

する。これらの研究者

の名前が学術誌にあ

らわれる。 

達成済

み 
• 3カ国 9名の研究者がOJTと共同研究を通じて健全種
苗に関する必要な知識と技術を習得し、うち 4 名の
研究者の名前が学術誌にあらわれた。本邦研修の内

訳は、NLU 1 名（九州大学）である。また、OJTはNUBB
が 7 名、RYFCRCが 1 名である。 

参加機関や関係機関

の計 36 名のキー・

パーソンが、プロジェ

クトが開催するワー

クショップ及び/また
はフィールドツアー

を通して健全種苗の

生産、増殖、普及を学

ぶ。 

達成済

み 
• プロジェクトは、合計 14 回の研修（ベトナム 7 回、
カンボジア 7 回）を開催し、合計 105 名の政府機関、
援助機関、非政府組織などのキー・パーソン（ベトナ

ム 35 名、カンボジア 70 名）が、プロジェクトが開
催するワークショップや研修を通して健全種苗の生

産、増殖、普及を学んだ。カンボジアにおいて、MAFF
に対する研修や情報普及を目的としたワークショッ

プとバッタンバン州以外の主要なキャッサバ生産州

のPDAFF担当者に対するワークショップ（病害虫対
策、健全種苗の生産方法、モニタリングの実施方法の

実地研修）を 7 回開催し、PDAFFスタッフ 40 名、地
方政府職員 4 名、MAFF本省職員 11 名、キャッサバ
組合 7 名、援助機関・NGO等職員 8 名、合計 70 名が
参加した。ベトナムにおいて、ドンナイ省の植物防疫

支局関係者などを対象としたワークショップを 7 回
開催し、合計 35 名の植物防疫支局関係者などに健全
種苗の生産方法及びモニタリング方法に関する情報

普及を実施した。 
キャッサバ害虫管理

や栽培技術に関する

実用情報が 1,000名の
キャッサバ農家に知

られる。 

達成済

み 
• 一般農家に対する情報普及として、ベトナムではド
ンナイ省、カンボジアでは、バッタンバン州、バンテ

アイミエンチェイ州、ウドーミエンチェイ州におい

て 39 回のワークショップ（ベトナムで 13 回、カン
ボジアで 26 回）を開催し、病害虫モニタリングの重
要性と実施法などを、合計 1,424 名（ベトナム 549 名、
カンボジア 875 名）に伝えた。 

• 病害虫に関する基本情報や対処方法を示したポス
ター、ノート、リーフレットなどを作成し、合計 2,218
名（ベトナム 772 名、カンボジア 1,446 名）の農家、
種苗生産者、政府関係者などに配布した。 
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要 約 指 標 
達成 
状況 

概 要 

• 情報普及効果を計測するため、KAP調査を合計 734名
の農家（ベトナム 266 名、カンボジア 468 名）に対し
て実施した。その結果、ベトナムではポスター配布に

より、カンボジアではポスターとワークショップの

双方を活用することにより病害虫に関する基本情報

や対処方法に関する農家への情報提供を行うこと

で、農家の病害虫の知識向上や対処方法の実践を導

くことが明らかとなった。 
 
３－４ プロジェクトの実施プロセスにおける特記事項 
３－４－１ プロジェクトの実施体制と意思決定プロセス 
本プロジェクトは図－１のような体制で実施された。 

 

図－１ プロジェクトの実施体制図 

 
本プロジェクトの大きな特徴は、日本を含む 4 カ国の研究者が参加する地域協力事業であった

ことである。SATREPSによる技術協力事業であり、日本側研究者の現地滞在期間が短いため、マネ
ジメントに以下のような特段の配慮が図られた。 

• 本プロジェクトではプロジェクトダイレクターとプロジェクトマネジャー（AGIから選出）に加え

て、カンボジア、タイにおいても国別のダイレクターとマネジャーを選出し、国内及び他国との調

整・マネジメントを行った。また、4 カ国で各STのリーダーを選出して、STの活動は各国のリー

ダーが中心となって実施された。 

• 全体計画の承認プロセスについては、まず、各国のJCCで年間の活動レビューと活動計画案を検討

し、その案を合わせて 4 カ国合同のJCCで議論・承認するというプロセスで実施された。 
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３－４－２ マネジメント・コミュニケーション 
図－１で示すとおり、ベトナムからは四つのC/P機関が参加し、そのうち 2機関は北部ベトナム、

2 機関が南部ベトナムに位置しており、C/P機関間の連携や調整が重要であった。また、カンボジ
アのNUBBは組織体制や実施能力が脆弱であった。以上の点から、ベトナムとカンボジア（NUBB）
にそれぞれ業務調整員を配置することになった。C/P機関への質問票調査結果とインタビュー結果
から、業務調整員の配置は極めて有効であったとの回答があった。 
プロジェクトでは毎週“Cas Sa Va Bien!” と題したプロジェクトニュースを英語・日本語で作

成し、関係者に配布した。また、毎月の進捗レポートについては、各成果ごとにC/Pにも進捗報告
が求められたため、研究活動に対するC/Pのオーナーシップ向上に貢献するとともに各関係者が進
捗を定期的にレビュー・モニタリングする良い機会となった。 
なお、カンボジアについては、本来プロジェクト成果の担い手となるべきGDA-MAFFがC/P機関

となっていなかったため、JICAカンボジア事務所がGDA-MAFFとのコミュニケーションを側面支
援した。こうした活動を通して、GDA-MAFFとNUBBとのコミュニケーションチャンネルも確立す
ることができた。ベトナムのC/P機関のうち、AGI、PPRI、HLARCはMARD傘下の研究機関であり、
JCCのメンバーでもあったことから、MARDとのコミュニケーションは十分に確保された。タイの
DOAもJCCのメンバーであり、RYFCRCはMOAC傘下の研究機関であるため、タイにおいても行政
機関とのコミュニケーションは十分に図られていた。 

 
３－４－３ C/Pの専門性と配置 
各機関の組織課題に沿った成果とグループ分けが行われていたことから、C/Pの業務とプロジェ

クト活動が一致しており、適切な配置であった。ベトナムについては、PPRIは成果 1 と成果 2 の
病害虫対策、AGIは成果 3 の育種、HLARCは成果 3 と 4 の健全種苗生産・普及が本来業務に一致
している。NLUはHLARCを研究機関としてサポートする役割への期待から幅広い活動に参加した。
タイのRYFCRCは健全種苗生産及びキャッサバ生産の振興全般に関する業務を行う機関であり、専
門性・C/Pの配置ともに適切であった。NUBBはキャッサバに関する研究や健全種苗生産について
人材・体制がないところからプロジェクトが開始されたため、研究者の育成を通して専門性の確立

に努めている。以上の点から、C/P機関の組織課題とプロジェクトの位置づけとC/Pの配置は極めて
妥当であったといえる。 

 
３－４－４ 技術移転の方法とC/P機関のオーナーシップ 
フィールド活動は主にベトナムとカンボジアで実施され、タイと日本の研究者及びCIATの研究

者は主に技術移転を行う立場から研修・OJT等を行った。タイの研究者は主にカンボジアのNUBB
に対して組織培養などの研修等で支援を行った。 
技術移転の内容・方法等については、2カ月に 1回のペースで開催された日本側研究者の会議で

検討され、その内容は議事録を通して各STのリーダーに共有された。STメンバーとC/P機関へのイ
ンタビューによれば、プロジェクトの進捗等についてC/Pは十分な理解と合意の下に活動を行って
いたと回答しており、また、各STではC/Pも各国での役割を担い、報告書・論文執筆にも積極的に
参加していた。現地でのOJT・研修、第三国研修、本邦研修を通してC/Pの能力強化も図られてお
り、その方法は有効であったといえる。 
ベトナムについては、プロジェクト開始当初、病害虫モニタリング、ストック種苗、健全種苗の
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定義・範囲や内容について、各業務を担当するC/P機関による検討を促したことで、業務としてプ
ロジェクト活動を位置づけて主体的な活動が進んだ。また、カンボジアについては、NUBBの意思
決定を尊重しながら、日本側をリソースパーソンとして活用するよう促したことで、NUBBによる
オーナーシップは強まった。しかし、予算・人材面などNUBBの制約が大きかったため、改善のた
めの検討と計画づくりは行ったが、こうした点においては、依然プロジェクトへの依存度が高かっ

た。タイについては、ベトナム・カンボジアへタイが有する進んだ技術を移転するという点におい

て積極的な役割を果たし、プロジェクトの成果の活用についても、主体的に進めている。 
 
３－４－５ 他の援助スキームとの連携 
本プロジェクトと関連する他の援助スキームの概要とプロジェクトとの関連は以下のとおりで

あった。 
 
（1）ベトナム 

本プロジェクトのC/P機関であるAGI、PPRI、HLARC、NLUに対する他ドナーの支援として
は、CIATがベトナムのAGI内にILCMB3という研究拠点をもち、キャッサバ育種材料の開発な

どを支援している。CIATは国際機関であると同時にC/P機関として本プロジェクトに参加した。 
 

（2）カンボジア 
NUBBに対しては複数の支援があり、本プロジェクトとの連携が図られた。 
 

1）Higher Education Improvement Project（HEIP） 
カンボジアの高等教育機関に対する世界銀行による借款事業で、総額は 9,000 万米ドル

（約 102 億円4）、プロジェクト期間は 2018〜2024 年である。事業目的は、科学・技術・エ
ンジニアリング・数学（Science, Technology, Engineering and Mathematics：STEM）教育と農
業分野における教育の質と研究能力の強化を図ることである。本プロジェクトに関係する

支援としては、①農学部実験棟、セミナー・研修室の整備、②海外留学による教員の高学位

取得支援、③土壌・畜産関係の研究施設の整備、④ラボ研究棟の整備（3 階建て）である。
現在、②で 2 名のC/Pがタイに留学中である。また、組織培養ラボの施設整備が進められて
いる。さらに、NUBBは、この事業の予算を使って、大学の農地（20ha）を整備してキャッ
サバ種苗生産を行うことを検討中である。また、同プロジェクトで農学部の下にUniversity-
Industry Cooperation Centerを設置して、ビジネスとして事業展開し、農業関係の企業や農家
へのキャッサバ種苗販売、学生のインターンシップなどを行うことを構想している。 

 
2）その他の支援 

GIZは、生計向上プログラムを実施し、キャッサバの栽培技術等の支援を行い、その支援
のなかで、本プロジェクトへ先進的なキャッサバ生産者の紹介があり、NUBBが生産するス

 
3 ILCMBは、AGI、CIAT、理化学研究所傘下の環境資源科学研究センター（CSRS）の3機関によるキャッサバに特化した共同研究室
で、2012年にAGI内に設置された。これまでに研究機材整備、育種材料の開発、カンボジアなど周辺国を含む研究者の育成などを
行っている。 

4 1米ドル＝113.603円（2021年12月JICA精算レート） 
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トック種苗の提供を行った。現在、これらのキャッサバ生産者が種苗生産者になっていくこ

とが期待されている。なお、GIZによるキャッサバ農家への支援は 2021 年で終了する予定
である。NUBBは 2035 年までに全学科に 2 名の博士号取得者を配置することを目標として
おり、EU（Erasmus）5やフランスが留学プログラムを実施している。 

 
3）日本の支援 

JICAによる協力としては、「産業開発のための工学教育研究強化プロジェクト」（2018〜
2022 年）において、NUBBの科学技術学部の強化を図っている。また、JICAの中小企業・
SDGsビジネス支援事業で、日本の民間企業がキャッサバのバリューチェーン強化に向けた
基礎調査を実施する予定となっている。 

 
３－４－６ 中間レビューにおける提言事項等 
中間レビュー調査団による提言とプロジェクトによる対応は以下のとおりである。中間レビュー

での提言はプロジェクトによって適切に対応が図られたといえる。 

表－11 中間レビューの提言と対応 

提言内容 プロジェクトによる対応 
構築するモデル及び作成する指針・マ

ニュアルの明確化 
図－２で示すとおり、プロジェクトで構築するモデル（スト

ック種苗、健全種苗の生産体制、プロトコール等）の明確化

を図った。 
組織培養技術と順化技術の強化 タイのC/PによるベトナムとカンボジアのC/Pへの組織培養

技術・順化技術の訓練を実施した。 
健全種苗の優位性検証のための試験 ベトナムでのフィールド調査で、早期に感染した種苗の生産

性が 20～30％低下することが確認された。 
CMD抵抗性キャッサバ品種の検証試
験の実施 

ベトナムにおいて、CMDへの抵抗性の高いC33 品種と現地

の品種との交配を行った。 
病害モニタリングシステムにSNSを
活用する可能性の検討 

Facebookのメッセンジャー機能を活用してアグリショット・
キャッサバを開発した。 

バッタンバン州で十分に練られたス

トック種苗生産システムを確立する

こと 

NUBBでストック種苗のPCR検査（全体の 5％）、目視によ
る病害虫チェックなどを行い、クリーンなストック種苗生産

が実現している。 
本プロジェクトの活動及び成果の広

報 
フィールドガイド、ディスクリプターなどのハンドアウトと

ポスターなどを活用して広範な農家への普及活動を実施し

た。 
カンボジアのMAFFとの情報共有 GDA-MAFFとバッタンバン州PDAFFの職員に対する研修、

ワークショップを開催して、NUBBのストック種苗生産シス
テムの周知とプロジェクト成果の活用を促した。また、GDA-
MAFFが主催し、他ドナーなども参加したCMD対策のための
ワークショップでは、C/Pがプロジェクトの成果の広報を行
った。 

 
5 EUによる欧州の大学への留学やEUの大学による途上国の大学の教育への支援を行うプログラム 
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提言内容 プロジェクトによる対応 
プロジェクト目標・上位目標の指標の

改訂 
（当初のPDMでは、上位目標はプロ
ジェクトによって構築されたモデル

の他地域への普及であったが、その前

段階として、モデルの政府による採用

が追加された。また、プロジェクト目

標の指標についても、当初案では政府

機関によるモデルの採用であったが、

プロジェクトの目標はモデルの確立

であり、採用までは現実性が低いとし

て、採用の検討を指標とした） 

PDMの変更に基づき、上位目標については、政府機関を通し
た他地域への普及、プロジェクト目標については政府機関に

よるモデルの採用検討促進が図られた（プロジェクトのワー

クショップにおける政府機関のコミットメントの促しな

ど）。 

 

出所：専門家チーム 
図－２ プロジェクトが構築した健全種苗生産モデル 
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第４章 評価結果6 

 
４－１ 妥当性 
妥当性は高いと判断される。 

 
４－１－１ 対象国の政府方針との整合性 
キャッサバは熱帯・亜熱帯地域で栽培される重要な農産物である。FAOSTATによれば、2019 年

の世界のキャッサバ生産量は 3 億 350 万tで、食料としての消費に加えてバイオエタノールの生産
材料としての需要が高まり、この 10年間で 30％生産量が増加している。本プロジェクトの対象国
であるタイ、カンボジア、ベトナムは世界でも有数のキャッサバ生産国であり、3カ国の生産量の
合計は、全世界の生産量の 18.1％を占める。このように各国においてキャッサバは極めて重要な戦
略的作物として位置づけられている。 
ベトナムでは、2018年にMARDが重要農産物 13品目を指定し、開発・振興のために優先的に投

資を行うことで技術革新や人材育成を支援することを発表しており、キャッサバはそのなかに含

まれている。また、ベトナム政府は、2018年に、CMDの拡大に伴い、CMD国家緊急対策委員会を
設立したことから、本プロジェクトの重要性が一層高まり、MARD/DARD、MOST等の政府機関が
本プロジェクトの成果に注目することとなった。 
カンボジアでは 2020 年に「国家キャッサバ政策」を閣議承認し、キャッサバの生産と輸出振興

を図ることを明らかにした。この政策では、本プロジェクトのC/P機関であるNUBBをキャッサバ
研究・開発の拠点として位置づけた。以上の点から、カンボジアにおいても、本プロジェクトが

NUBBにおいてキャッサバ病害虫管理と健全種苗生産の能力強化を図ることは、政府方針と一致し
ているといえる。 
タイにおいては、第 12次国家経済社会開発計画（2017-2021）でキャッサバを重要農産物として

位置づけるとともに、タイ政府の進める「タイラインド 4.0」では、キャッサバの高付加価値化を
通して、イノベーティブな経済実現を謳っている。また、エネルギー省の代替エネルギー開発計画

（2015-2034）では、ガソリンからエタノール利用への転換を図るために、キャッサバの生産振興
を重視している。こうしたキャッサバの重要性から、CMD対策の重要性も高い。2019年、10県で
CMD、23 県でCWBの発生が報告されたことから、DOA-MOACは病害の研究・サーベイランス、
農家への情報提供、病害抵抗性の品種開発などから成る緊急行動計画を発した。こうした行動計画

の内容は本プロジェクトの活動と一致している。 
以上の点から、本プロジェクトのプロジェクト目標は、3カ国におけるキャッサバ振興及びキャ

ッサバ病害対策の政策と高い一致点が認められる。 
 
４－１－２ 対象国におけるキャッサバの重要性と農家ニーズ 
４－１－１で示したとおり、3カ国においてキャッサバは極めて重要な戦略的農作物であり、表

－12 からも分かるとおり、プロジェクト開始前（2014 年）と入手可能な直近のデータ（2019 年）
を比較しても、その重要性に大きな変化はない。 

 
6 各項目の評価は、「高い」「比較的高い」「中程度」「比較的低い」「低い」の5段階で示す。 
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表－12 3カ国のキャッサバ生産の推移 

国 名 ベトナム カンボジア タ イ 

年 2014 2019 2014 2019 2014 2019 

作付面積（千ha） 553 519 333 505 1,349 1,387 

生産量（百万t） 10.21 10.11 8.41 13.74 30.02 31.08 

生産量による世界ランク 7th  9th   8th  8th   3rd  4th   

出所：FAOSTAT 
 

現在、キャッサバ生産者、でんぷん製造企業にとって、CMDは極めて大きな脅威となっている。
本調査団がインタビューしたタイニン省は、キャッサバ生産が最も盛んな省の一つであり、省内に

65社ものでんぷん工場を有する同省のDARDによれば、CMDによるキャッサバ生産の減少量は 10
〜30％にも達し、農家の収入減と工場の材料不足をもたらしているという。このため、キャッサバ
関連の企業・生産者の団体であるVICAASも本プロジェクトに支援を求めている。カンボジアとタ
イにおいても、CMDの被害が拡大しており、本プロジェクトによる病害虫管理と健全種苗生産の
モデルづくりは、生産者や民間企業のニーズとも合致している。 

 
４－２ 整合性 
整合性は高い。 

 
４－２－１ 日本政府の援助方針との整合性 
本プロジェクトの目的は、3カ国に対する日本政府の援助方針とおおむね一致している。 
ベトナムについては、農業開発は対ベトナムの援助方針に明示されていないが、国際競争力の強

化、社会的弱者への支援と農村開発を通して格差解消を図ることが方針の柱の一つとして示され

ており、キャッサバの生産量を著しく低下させる病害虫の被害防止は農業収入の維持・向上に資す

ることから上記方針に合致する。また、メコン地域の地域協力の重要性も明記されている。 
カンボジアについては、経済活動の基盤強化のために農業・農村開発が重要な柱として位置づけ

られている。また、貧困農家の生計向上のための農業改善と農業の多様化が示され、キャッサバが

重要な農産物として位置づけられている。 
タイではバランスのとれたASEAN及びメコン地域への協力がタイに対する援助の柱の一つとし

て位置づけられている。本プロジェクトにおいて、タイは主にベトナム・カンボジアを支援する地

域協力のパートナーとして参加しており、政策的な整合性が高い。 
 
４－２－２ 他の援助との協力 
本プロジェクトが関連する国際的な枠組みとしては、CIATが主催し、世界の 45の機関が参加す

る 21 世紀グローバル・キャッサバ・パートナーシップ（GCP21）があり、東南アジアで拡大する
CMDに対して、地域協力で対応することを求めており、本プロジェクトの主旨と合致している。
また、本プロジェクトにはC/P機関としてCIATが参加し、健全種苗生産に資する品種提供などの役
割を担っている。以上の点から、本プロジェクトは国際的な枠組みに沿った事業であったといえる。 
カンボジアにおいては、C/P機関であるNUBBに対して、世界銀行のHEIPが支援を行っている。
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HEIPは、STEM教育と農業教育における教育・研究の質の向上をめざしており、研究・教育施設の
建設、実験機材の整備、教員の海外留学による高学位取得支援などを行っている。本プロジェクト

ではHEIPにより整備された施設・機材を活用し、本プロジェクトで育成したC/PがHEIPにより海外
留学を行うなど、相互補完関係にある。また、本プロジェクトの対象サイトでは、GIZがキャッサ
バ栽培技術の普及と生産者の育成を行い、育成された生産者に対して本プロジェクトの協力によ

るNUBBのクリーンなストック種苗を提供し、種苗生産者として支援するなどの連携が図られた。
以上の点から、他の援助との整合性も十分に図られたといえる。 

 
４－３ 有効性 
本プロジェクトの有効性は高い。 
 
４－３－１ プロジェクト目標の達成度 
「３－３ 成果・プロジェクト目標・上位目標の達成状況」で示したとおり、「病害虫管理及び

健全種苗管理モデルの構築」というプロジェクト目標はほぼ達成されている。ベトナムにおいては、

病害の検査キットや害虫の管理ツールを活用した病害虫の管理システムと持続的な健全種苗の生

産・増殖・普及のシステムがドンナイ省において構築された。その中心となるHLARCではPCR検
査による健全種苗の病害チェックを毎月実施しており、健全種苗生産の管理体制なども強化され、

ドンナイ省のDARDも健全種苗の普及について協力する計画である。カンボジアにおいても、健全
種苗生産農家のモニタリングが毎月実施されており、ストック種苗生産と健全種苗生産農家への

配布が実施されている。このため、カンボジアにおいても、病害虫管理及び健全種苗管理モデルが

NUBBにおいて構築されたといえる。ただし、このシステムの運用においては、政府機関、民間企
業などは関与していないため、このシステムの継続的な運用においては、MAFFなどの政府機関が
関与することで、モデルの普及が可能となる。 
本プロジェクトで開発した病害虫診断ツールや健全種苗生産の仕組みがどの程度広範に対象サ

イトの政府機関、民間企業、キャッサバ生産者によって活用されるのか現時点では判断が難しいが、

本調査団によるインタビューでは、各国の政府機関はプロジェクト成果の活用について積極的な

姿勢を示している。ベトナムにおいては、プロジェクトがMARDに対して、LAMPキットによる診
断と増殖技術の活用などを働きかけ、MARDもプロジェクトの最終ワークショップにおいて、プロ
ジェクトの成果をCMD対策の国家プログラムに活用することを宣言する予定となっている。カン
ボジアにおいてもプロジェクト終了前に開催される最終ワークショップにおいて、プロジェクト

成果の普及を訴え、MAFF、MOC、MOEYSなどの関係機関がプロジェクト成果の活用を表明する
ことが期待されている。 

 
４－３－２ プロジェクト目標に対する影響 

CMDの拡大は、プロジェクト目標の達成状況に大きな影響を与えた。プロジェクト開始当初に
プロジェクトが主要なターゲットとしたのは、被害が見られたCWBとコナカイガラムシであった。
CMDも対象とはなっていたが主要なターゲットではなかった。2018年 6月にカンボジアにおいて、
ベトナムとの国境付近でCMDの発生が報告されて以降、急速に 3カ国でCMDが拡大した。このた
め、プロジェクトの途中で主要なターゲットがCMDに変更された。これは主に以下の二つの面で
プロジェクトに影響を与えた。  
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（1）政府機関によるプロジェクト支援の強化 
3カ国の政府は、CMDに対応するため技術面での対策が必要となり、そうした技術ニーズに

応えて本プロジェクトではCMDの診断キットの開発とCMDへの抵抗性の高い品種開発に取
り組むことを決定した。これにより、C/P機関が日本側研究者の協力を得ながら、主体的にCMD
対策の具体的な成果を上げることに取り組むこととなった。また、政策面では 3カ国の政府が
積極的にCMD対策を打ち出したことで、本プロジェクトの重要性が高まり、政府機関からの
支援なども得やすくなった。 

 
（2）健全種苗生産体制の維持への影響 

CMD抵抗性品種を開発するためには、長期的な努力と時間が必要である（例えば、HLARC
によれば、通常、新しい品種を開発するには 5 年間ほど必要であるという）。また、開発した
品種の政府承認を得るにも時間がかかる。したがって、本プロジェクトの期間内に、CMD抵
抗性品種を開発し、健全種苗体制に組み込み普及を図ることは不可能であり、プロジェクト後

に持ち越されることになる。現在、ベトナムのHLARCでは、CMDに感染していないクリーン
な種苗をキャッサバ農家に配布しても、種苗生産農家の圃場ではCMDに感染してしまうこと
から、プロジェクトで構築したストック種苗生産体制を想定したとおり運用することができ

ない状況にある。CMDの拡大がなければ、プロジェクトのモデルを省内で定着・普及するこ
とができた可能性が高い。なお、カンボジアにおいては、NUBBがストック種苗を提供してい
るキャッサバ生産農家の圃場ではCMDの発生は確認されていないため、健全種苗生産の仕組
みを普及することが可能である。 

 
４－３－３ プロジェクト目標に対する成果の妥当性 
本プロジェクトの四つの成果（主要病害の同定技術の確立とモニタリングへの利用、害虫管理シ

ステムの確立、キャッサバ種苗システムの構築、健全種苗生産の持続的普及）はいずれもプロジェ

クト目標である「病害虫管理及び健全種苗管理モデルの構築」の達成に不可欠な事業コンポーネン

トであったといえる。 
 
４－４ 効率性 
本プロジェクトの効率性は高い。 

 
４－４－１ 成果目標の達成状況 
「３－３ 成果・プロジェクト目標・上位目標の達成状況」で示したとおり、一部を除いて四つ

の成果の指標はほぼ達成済みとなっており、未達成の多くがプロジェクト終了までに完了する見

込みとなっている。CMD抵抗性品種の育種については、プロジェクト終了後も継続される。 
 

４－４－２ プロジェクト期間 
2020 年 3 月以降、新型コロナウイルスのまん延により、日本側研究者による 3 カ国への渡航が

困難となり、3カ国及び日本での研修・ワークショップといった活動も延期されるなど、プロジェ
クトの活動が遅くなった。このため、プロジェクト期間が 2022年 3月まで延長されることとなっ
た。これに伴い、業務調整員の派遣費や調査チーム派遣などの費用が当初計画から増加した。ただ
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し、増加分は 1年分の増加額としては妥当であり、プロジェクト延長及び予算額の増加も妥当であ
ったといえる。 

 
４－４－３ 資金の投入とタイミング 
本プロジェクトの長期研修（日本留学等）はプロジェクトの前半に実施され、研究から戻ったC/P

がプロジェクト活動の中心メンバーとして活躍しており、研修等の投入タイミングは適切であっ

た。C/P予算の拠出については、ベトナムにおけるプロジェクトドキュメント承認手続きの遅れか
ら、C/P予算の配分が 2年ほど遅延したため、C/Pの活動に一定の影響があった（ただし、最終的に
は 2 年分の予算も支給された）。カンボジアでは、当初先代のNUBB学長がC/P予算（3,000 米ドル
相当）の拠出に合意していたが、実際には支給に至らなかったため、プロジェクトがキャッサバ増

殖・供給センターの運営費（圃場マネジャーの雇用、PCR検査の試薬購入など）を負担した。この
ことは、プロジェクトの進捗においては問題にならなかったが、プロジェクト後の持続性確保の点

で課題となった。タイにおいては、計画どおりDOAの予算を活用してプロジェクト活動が実施さ
れた。 

 
４－４－４ 機材の活用 
プロジェクトで日本側が六つのC/P機関に提供した機材はプロジェクトの研究活動に活用され、

機材は適切に管理されており、効率的に活用されている。 
 
４－４－５ 成果・活動レベルの促進・阻害要因 
（1）促進要因 

• ４－３－２でも示したとおり、CMDへの対応をプロジェクト活動に位置づけたことで、政
策ニーズに対応してC/P機関の積極性が高まった。 

• 本プロジェクトでは、国をまたがって、四つのテーマ別に研究チームを編成した。これによ

り、各国の枠を越えて同じ研究領域の研究者が協力して活動に取り組むことが可能となり、

地域協力のベースとなる研究者のネットワークが形成された。タイの研究者がベトナムと

カンボジアの研究者に研修を行うという活動も、こうしたネットワークの強化に効果的で

あった。 
• 本プロジェクトには 3 カ国から六つのC/P機関が参加し、二つの対象サイトでのフィールド
活動に取り組むなど、対象地域・関係者が多いプロジェクトであった。具体的には、ベトナ

ムでは 2機関がハノイ、2機関が南部でフィールド活動も南部という地域的にオペレーショ
ンが難しい点があった。カンボジアではNUBBでの圃場整備や研究者の育成など立ち上げに
集中的な支援が必要であった。こうした点から、本プロジェクトでは 2名の業務調整員をベ
トナムとカンボジアに配置して、継続的にプロジェクト活動を支援するとともに、関係者間

のコミュニケーションの促進を図った。また、理化学研究所の研究員 1名がCIATのフェロー
研究員としてプロジェクトの期間を通して長期的にベトナム（AGI）に駐在して、研究活動
の促進を行った。こうした長期専門家の投入はプロジェクト活動の促進に重要な役割を果

たした。 
• カンボジアではNUBB付属のキャッサバ増殖・供給センターが未整備な状況にあったため、
業務調整員と専門性をもつ現地のキャッサバ生産者が支援を行い、ストック圃場の設計・整
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備を行った。また、プロジェクト後半にカンボジアに投入された業務調整員は種苗生産の専

門性があり、キャッサバ増殖・供給センターのマネジメント支援や 2020 年に発生した洪水
による事後対応などで専門性を生かした支援を行った。こうした支援により、NUBBのキャ
ッサバ増殖・供給センターが高いレベルで維持管理されることが可能となった。 

• 本プロジェクトでは、SNSを活用した各国での活動についての日常的な情報共有、毎週のニ
ュースレターと毎月の進捗レポートの発行により、プロジェクトメンバー間の積極的な情

報共有を行ったことで、円滑なプロジェクト活動の進捗を促した。 
 

（2）阻害要因 
• CMDの拡大により、プロジェクトで構築した健全種苗生産モデルを十分に活用・普及する
ことができない状況が生じた。 

• 新型コロナウイルスのまん延に伴う、海外からの渡航制限に加えて、ベトナム・カンボジア

においても国内移動に制限がかかるようになり、フィールド調査、農家研修などが困難とな

った。 
• カンボジアでは本プロジェクトの要請元であったGDA-MAFFが、その後、MAFF内の事情（他
のプロジェクトに参加するため本プロジェクトには参加しないとの意思表明）により、病害

虫管理と健全種苗生産モデルの普及を担うべき行政機関が参加せず、NUBBのみがC/P機関
として参加するという体制で実施された。GDA-MAFFが参加していた場合、PDAFFへの指
導、プロジェクト成果の普及とプロジェクト後の持続性確保などの点で、より事業効果を高

めることが可能であったと思われる。 
• NUBBのキャッサバ増殖・供給センターのストック種苗生産圃場が 2020年 10月の洪水で被
害を受け、その年のストック種苗を配布することができなかった。ストック種苗の生産・配

布は 2018 年から開始されたため、6 年間のプロジェクト期間中に 4 回ではなく 3 回しか供
給できなかった点は農家への普及という点で制約要因となった。 

• カンボジアでは、プロジェクト期間中にNUBBのキャンパスで不発弾が見つかるなど、ベト
ナム戦争とその後の内戦によりいまだに数多くの地雷・不発弾が処理されずに農地等に残

されている。このため、プロジェクト当初、病害虫の発生状況の調査などフィールド調査が

計画どおりに実施できないといった制約が生じた。 

 
４－５ インパクト 
インパクトの見込みは中程度である。 

 
４－５－１ 上位目標達成の見込み 
本プロジェクトの上位目標は、「プロジェクトが開発した病害虫管理及び健全種苗生産システム

が、ベトナム、カンボジア及びタイの主要生産地に導入される」ことである。プロジェクトでは、

既に、ベトナムとカンボジアの対象サイトに限定していえば、病害虫管理及び健全種苗生産システ

ムの導入という社会実装を実現している。したがってより大きな社会実装を実現するための次の

ステップとしては、プロジェクトが開発した病害虫管理及び健全種苗生産システムがより広範な

地域に普及できる環境や体制を整備するように各国政府の関係機関に働きかけることが重要とな

る。 
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病害虫管理については、ベトナムにおいてはPPRIがMARDに対して、CMD国家緊急対策委員会
の設置を提案し、MARDが省令で同委員会を設置して、CMD対策の活動を進めている。また、ドン
ナイ省など対象サイトの省のDARD職員に対して、本プロジェクトの成果の活用について研修を実
施しているため、今後、DARDのSPPDを中心に病害虫管理のツール活用などが進むことが期待さ
れる。カンボジアにおいても、「国家キャッサバ政策」が閣議決定され、そのなかでNUBBがキャッ
サバ研究・生産拠点として位置づけられた。また、プロジェクトではバッタンバン州、バンテアイ

ミエンチェイ州、ウドーミエンチェイ州のPDAFFに対しても研修等を行い、PDAFFのキャッサバ
病害虫対策のためのガイドラインのなかにプロジェクトの成果が反映される可能性がある。 
健全種苗生産については、ベトナムではCMDがまん延しており、本プロジェクトで支援した健

全種苗生産農家の圃場でもCMDの感染が出ているという現状がある一方、CMD抵抗性品種の開発
には 5～6年を要すると想定されていることから、プロジェクト終了後 3～6年の間で、本プロジェ
クトで開発した健全種苗生産システムが幅広く普及される可能性は低い。しかし、HLARCで維持
されているクリーンなストック種苗の生産体制がプロジェクト終了後も継続して維持できれば、

小規模ではあるが、CMDの発生を抑制できる一部の種苗生産農家に普及できる可能性はある。カ
ンボジアのNUBBのストック種苗生産施設の周辺にはキャッサバ農家が存在せず、クリーンな生産
環境が維持されている。また、NUBBがストック種苗を提供している種苗生産農家でもCMDの発生
はないため、今後も継続して健全種苗農家への普及を図ることが可能である。そのためには、NUBB
がストック種苗の生産体制を維持し、健全種苗農家による病害虫モニタリングとプロトコール（病

害虫に汚染されたキャッサバの除去など）を確実に実施していくことが重要となる。また、普及に

おいてはPDAFFの協力も不可欠である。タイについては、MOACの農業普及局のガイドラインに基
づき、県・民間企業などがそれぞれのガイドラインを作成している。MOACのガイドラインは 5年
ごとに更新されるため、本プロジェクトの成果が更新時に盛り込まれることが期待される。 

CMDの拡大状況によって、本プロジェクトの成果がどの程度普及できるか決まる可能性が高い
が、一方で、以下のような条件が満たされれば、プロジェクト終了 5年後には、大規模でなくとも
プロジェクト成果が一定普及されていく可能性はある。 
• HLARCとNUBBにおけるクリーンなストック種苗の生産の維持により、以下の条件に合致す
る農家による健全種苗生産が一定程度拡大することが見込まれる。 
• 周辺にキャッサバの圃場がなく汚染のリスクの低い農家の圃場と極めて厳格に病害モニタ

リングを行い感染したキャッサバを除去できる農家のみを対象にクリーンなストック種苗

を提供することで、一定の普及効果が見込まれる。 
• 特にベトナムにおいて、ドンナイ省以外の他のキャッサバ生産省においても、クリーンなス

トック種苗生産施設を建設することで、十分な管理の下で健全種苗の生産を拡大できる可

能性がある。 
その他プロジェクトによる成果品（病害虫に関するフィールドガイド、ディスクリプター、ポス

ター、プロトコール、アグリショット・キャッサバなど）については、キャッサバ農家による活用

（病害虫の同定とプロトコールに沿った対策など）が期待される。また、乾式LAMPキットは、
HLARC/NUBBのストック種苗の農家への配布前のスクリーニング（全体の 5％に対する検査）や
健全種苗農家が生産した種苗をキャッサバ生産農家に販売する前のチェックや品質保証に活用す

ることが期待される。 
なお、普及対象の候補として挙げられる地域は以下のとおりである。 
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ベトナム：キャッサバ生産の盛んな中央高地の省、南中央部に位置する省、南東に位置する省 
カンボジア：バッタンバン州、バンテアイミエンチェイ州、ウドーミエンチェイ州、パイリン州、

コンポンチャム州 
タイ：ラヨーン県、チョンブリ県 

 
４－５－２ 人材育成上のインパクト 
本プロジェクトではOJTや第三国研修及び本邦長期研修（留学）を通して、積極的な人材育成を

図った。 
本プロジェクトでは二つの大学がC/P機関として参加した。NLUはフィールド調査の経験を通じ

て、HLARCとの関係を強化して、学生のフィールド調査やインターンシップの機会を提供してい
る。また、プロジェクトの成果はNLUの教員（C/P）の指導に活用されている。NUBBでは、2022年
10 月に農業加工学部のカリキュラムが改訂される予定であり、その際に本プロジェクトの成果で
ある病害虫管理や種苗生産システム、フィールド調査方法などが反映される見込みである。 

 
４－５－３ CMD抵抗性品種開発への貢献 

CIATによりアフリカの国際熱帯農業研究所（International Institute of Tropical Agriculture：IITA）
からCMD抵抗性をもつさまざまなキャッサバ品種がベトナムへ輸出され、そのなかから比較的高
収量の品種が特定された。C33 系統の抵抗性がフィールドテストと接ぎ木で確認され、アジアの優
良品種との交配に育種材として活用される予定である。CMD抵抗性品種の開発はベトナムで継続
して取り組みが行われ、開発後はカンボジアのNUBBに提供される予定である。このCMD抵抗性品
種が早期に開発・承認されれば、ベトナムとカンボジアのキャッサバ生産農家にとって非常に大き

なインパクトとなる。 
 

４－５－４ 地域協力の枠組みづくりへの貢献 
ベトナム、カンボジア、タイの 3カ国はキャッサバ生産国であり、キャッサバの種苗は国境を越

えてやり取りされるため、キャッサバ病害対策と健全種苗の生産は地域共通のテーマである。本プ

ロジェクトは 3 カ国のキャッサバに関連した研究者間のネットワーク形成に貢献した。本プロジ
ェクトで形成されたネットワークを生かして、共通課題解決の活動が進むことが期待される（共同

研究、キャッサバ病害虫の発生・対策等に関する地域会議の開催、情報提供など）。 
 

４－６ 持続性 
持続性の見込みは中程度である。 

 
４－６－１ 政策・制度面 
ベトナムでは、2018年にMARDが重要農産物 13品目を指定し、開発・振興のために優先的に投

資を行うことで技術革新や人材育成を支援することを発表しており、キャッサバはそのなかに含

まれているため、キャッサバの病害虫対策や健全種苗生産に対する政策的な位置づけは高い。また、

ベトナム政府は、2018 年に、CMDの拡大に伴い、CMD国家緊急対策委員会を設立したことから
MARD/DARD、MOST等の政府機関とC/P機関の密接な協力が継続される可能性が高い。 
カンボジアは世界で 7 番目のキャッサバ生産国となり、キャッサバは輸出用農産品としての重
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要性が年々高まっている。こうしたキャッサバの重要性を考慮して、カンボジア政府は 2020 年に
「国家キャッサバ政策 2020-2025」を閣議承認し、キャッサバの生産と輸出振興を図ることを明ら
かにした。この政策では、本プロジェクトのC/P機関であるNUBBをキャッサバ研究・開発の拠点
として位置づけた。このため、プロジェクト後もNUBBに対する政策的な支援が期待できる。現在、
カンボジアにおいて、キャッサバに関する病害虫対策、健全種苗生産、育種、普及などほぼすべて

の活動はNUBBが行っているが、MAFFやPDAFFから予算等のリソース提供は行われておらず、政
策的な支援はあるが、行政機関との関係は制度化されていないため、プロジェクト終了後、外部資

金なしでNUBBがプロジェクト活動を継続するのは難しい状況となっている。当面、HEIPの資金を
活用することで活動を維持できる見込みであるが、その間に政府機関の支援や自己財源を確保す

る必要がある。 
タイにおいては、カンボジア国境でCMDの発生が確認されて以降、DOAは国境周辺県の行政官

と研究機関に対して、CMD対策の特別研修などに取り組んできた。しかし、2019 年には 10 県で
CMD、23 県でCWBの発生が報告されたことから、DOA-MOACは病害の研究・サーベイランス、
農家への情報提供、病害抵抗性の品種開発などから成る緊急行動計画を発した。このなかで病害抵

抗性品種の開発や病害対策など本プロジェクトでの成果活用が十分に期待される。 
 

４－６－２ 組織・人材面 
ベトナムの四つのC/P機関については、特に組織目的・体制に大きな変化は想定されていない。

また、C/P機関のうち、AGI、PPRI、HLARCの三つの政府系研究機関においては、研究者の離職・
転職はあまりないため、C/Pの活動の継続性は高い。他方、NLUは大学という特徴もあり、高学位
取得等による離職率が高いため、プロジェクトの成果を担える人材を計画的に育成していく必要

がある。また、HLARCは、研究機関であると同時に、健全種苗生産を担っている。現在、CMD抵
抗性種苗の開発において中核となる機関でもあるが、研究者の数は多くないため、今後、多くの業

務量をこなすために人員の補強が望まれる。 
カンボジアのC/P機関であるNUBBはプロジェクト開始時に比べると研究者の能力が大幅に強化

された。これまではNUBBのC/Pの離職率が高かったため、今後の状況についてモニタリングする
必要はあるが、2021年に複数のC/Pが正式に政府職員となり、今後はNUBBの予算ではなく、MOEYS
から直接給与が支給されることとなったため、これらのC/PについてはNUBBで活動を継続できる
可能性が高まった。NUBBの人材面での課題は、中心となって活動を担う研究者の数が少ないこと
（このためキーとなる研究者が抜けると活動が維持できない）、キャッサバ増殖・供給センターの

運営経験がないことである。同センターの圃場マネジャーはプロジェクトで雇用されており、PCR
検査に必要な試薬の調達などもプロジェクトの秘書等が行っていたため、こうした業務について

NUBBが責任をもって引き継ぎを行うことが不可欠である。 
タイのRYFCRCは定年等以外には離職者はほとんどおらず、C/Pの定着率が非常に高い。日本で

学位を取得したC/PもRYFCRCに戻り、病原体同定などで中心的な研究者として活動に従事してお
り、今後も活動を継続する可能性が高い。 

 
４－６－３ 技術面 
ベトナムではそれぞれの分野で、多くのC/Pがプロジェクトによる長・短期研修で育成されてお

り、プロジェクトで取り組んだ活動は、彼らの本来業務と同じであるため、プロジェクト終了後も、
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本来業務に取り組むことで、継続して技術を維持することが可能である。また、現在、CMD関連の
短期研究・調査資金はMARD、長期的な研究資金はMOSTから提供されており、調査研究の継続性
も高い。また、プロジェクト後も日本側研究者と科学研究費助成事業による研究プロジェクトを実

施することが決まっているため、共同研究についても継続される見込みである。 
カンボジアのNUBBは政府からの研究資金提供はほぼないため、研究の継続のためには、海外の

研究機関・大学等との共同研究を行う必要がある。現在、科学研究費助成事業によるキャッサバの

病害虫管理とマーケティングに関する 2 件の共同研究が開始されているため、こうしたテーマに
ついては継続性が確保される。さらに、世界銀行によるHEIPの資金活用やGIZとの連携、ベトナム
のC/P機関とCIATによるCMD抵抗性品種の開発への協力（圃場試験など）などを通して、技術維持
を図ることが期待される。キャッサバ増殖・供給センターの運営技術については、3 名のNUBBス
タッフが配置される見込みであるため、プロジェクト終了までに、ストック種苗生産システムの管

理と乾式LAMPキットを活用したストック種苗のスクリーニングなどについて十分な理解を得る
必要がある。また、試薬の調達などのロジ面や機材の維持管理についても十分な引き継ぎが必要で

ある。 
タイでは、DOA-MOACが病害の研究・サーベイランス、農家への情報提供、病害抵抗性の品種

開発などから成る緊急行動計画を実施中である。これらの活動はプロジェクトでの活動と重複す

る活動が多いため、RYFCRCがプロジェクトの活動を継続していく可能性が高い。タイにおいては、
健全種苗の配布に際しては、種苗生産者が農業普及局あるいは認定された民間企業にサンプルを

送り、PCR検査を受けることが義務づけられているため、本プロジェクトで開発した技術が採用さ
れれば、検査技術の継続性も高まる。 

 
４－６－４ 財政面 
ベトナムのC/P機関では供与機材の維持管理予算がMARDから配分されている。ベトナムでは

CMD対策を中心に、政府機関からの研究資金提供もあり、財政面の持続性は高い。また、ドンナイ
省のDARDでもプロジェクトの成果を活用していくための予算を確保している。 
カンボジアのNUBBの大学からの予算では、現在のプロジェクト活動のレベルを維持することは

できない。NUBBでは当面、HEIPの資金を活用して、キャッサバ増殖・供給センターの維持管理費
とキャッサバ関連の研究費を賄うことを検討している。なお、プロジェクトで実施していた健全種

苗農家のモニタリングは実施せず、農家による自己モニタリングのみを継続する方針であるため、

予算が必要なのは主にストック種苗生産のための管理費である。NUBBでは、HEIPやCIATと連携
して、クリーンなストック種苗やキャッサバの茎などの種苗材を販売することで資金を確保する

ことを検討している。これまでGIZと協力して進めていた種苗生産農家への普及については、GIZ
がキャッサバ農家への支援事業を終了することから、MAFFとバッタンバン州のPDAFFがGIZの担
っていた意欲の高い（健全種苗生産のプロトコールを厳守できる）農家の紹介などでNUBBに協力
する必要がある。 
タイのMOAC/DOAは地域協力を予算化しているわけではないが、RYFCRCはタイにおけるキャ

ッサバ研究、病害虫の発生状況、共同研究や技術交流などで、ベトナムとカンボジアのC/P機関へ
の協力を継続したい意向である。 

 
  

– 40 –



 

４－７ 結 論 
本プロジェクトの目標は、対象 3カ国の政府及びキャッサバ生産者のニーズに合致しており、妥当

性は高い。本プロジェクトでは地域共通課題として国際機関であるCIATと連携し、CMD対策に取り
組んだこと、3カ国に対する日本政府の支援方針ともおおむね合致しているため、整合性も高い。プ
ロジェクトでは対象サイトにおいて、病害虫管理と健全種苗生産のモデルを構築しており、有効性も

高い。新型コロナウイルスのまん延による国内外の移動制限で活動が制限され、2020 年にはカンボ
ジアの対象サイトでの洪水など阻害要因があったが、プロジェクトのめざした成果と活動はおおむ

ね完了しており、効率性も高いと判断した。 
インパクトとしては、プロジェクトで構築した病害虫管理と健全種苗生産のモデルが他の地域に

も普及することが期待されるが、現在 3カ国ではCMDが拡大しているため、C/P機関がこれまでどお
りにストック種苗を生産できても、クリーンなストック種苗の提供を受けた種苗生産農家の圃場で

CMDが発生するリスクが高い。このため、プロジェクトの成果を幅広く普及するためには、CMD抵
抗性品種の開発を待つ必要がある。また、カンボジアではCMDによる種苗生産への影響は出ていな
いため、他州への普及が可能であるが、そのためにはMAFF/PDAFFが普及を担う必要があるが、現状
ではそのためのリソースがない。以上の点から、インパクトの見込みは中程度と判断する。 
持続性について、3カ国とも政策的な支援の持続性は高い。また、ベトナムとタイでは体制面、技

術面、財政面でも持続性に特段の問題はみられないが、カンボジアについては、特に財政面での持続

性が低い。このため、持続性は中程度と判断する。 
以上、六つの観点から、本プロジェクトの終了時における総合評価は比較的高いとした。 
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第５章 提言と教訓 

 
５－１ 提 言 
５－１－１ プロジェクト期間終了までに対応すべき事項 
（1）ベトナム及びカンボジア：政府関係者のコミットメント確保 

プロジェクト目標を達成し、本プロジェクトで構築したモデルを維持・普及するためには中

央または地方政府のコミットメントが必要である。2022 年 2 月にベトナムとカンボジアでそ
れぞれ行われる予定のワークショップに政府関係者の出席を促し、プロジェクト成果の活用

に関する議論が行われるよう努めるべきである。 
 

（2）カンボジア：成果の持続性の向上 
プロジェクト成果の活用・普及及びNUBBでの活動の持続性確保のためにはMAFFの協力が

必要となる。そのため、NUBBはワークショップ開催前に、①PCR及び乾式LAMPキットによ
る検査に係る役割分担、②キャッサバ栽培ガイドライン発行について、MAFFと協議を行うべ
きである。 

NUBBはプロジェクト後の持続性を確保するための計画づくりを進めるべきである。専門家
チームからNUBBへの業務の引き継ぎリストを作成しリストに基づき必要な業務の引き継ぎ
を確実に行うよう計画に含めるとともに、NUBBの年次予算計画における活動必要予算（キャ
ッサバ増殖・供給センターの運営経費、PCR検査などに必要な試薬代、モニタリングに必要な
交通費などを含む）の計上、また、HEIP及びMOEYSからNUBBへの配分予算を定める投資計
画の進捗状況をモニタリングすることを提言する。 

 
（3）日本人専門家：CMD検査用の乾式LAMPキットの技術移転 

プロジェクトにより利便性の高い乾式LAMPキットが開発されたが、キットの製作と利用に
係るプロトコールの作成、指導が未完了となっている。プロジェクト終了までに各国へ技術移

転を行うとともに、酵素、試薬、フリーズドライヤーなどの必要な資機材と費用に係る情報を

提供し、乾式LAMPキットを各国でどのようなシステムで活用していくのかについて議論する
ことを提言する。 

 
（4）JICA：事後評価の時期の後ろ倒し 

CMD抵抗性品種の開発に 5〜6年を要するという事情を考慮して、本プロジェクトの事後評
価は、キャッサバ生産者への普及開始が期待できるプロジェクト終了後 5 年ごろに実施する
ことを提言する。 

 
（5）プロジェクト関係者全員：地域研究ネットワーク設立、地域学会の開催 

本プロジェクトにより研究能力が高まり、研究者のネットワークが形成されたことを生か

して、地域研究ネットワーク設立及び/または地域学会の開催を検討することを提言する。ま
た、そのために各国の政府や国際機関による資金援助の可能性を探る必要がある。 
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５－１－２ プロジェクト終了後に対応すべき事項 
（1）ベトナム：CMD抵抗性品種の開発までのCMD対策の維持・強化 

CMD抵抗性品種が開発されるまでの間、CMD対策を維持・強化する必要がある。対策の例
として病害モニタリングの実施、農家への情報提供、適切な健全種苗生産圃場の選定などの措

置をとることが挙げられる。 
 

（2）ベトナム：キャッサバ関連の研究強化のための方策 
ドンナイ省以外のキャッサバ生産地域へのプロジェクト成果を活用したモニタリングの強

化、政府関係機関（DARD、VICAAS）とC/P機関（HLARC、NLU、AGI、PPRI）との連携を強
化、C/P機関の予算確保のためにMARD、MOST、MOETとの連携強化、HLARCの人員配置の
強化を図ることを提言する。 

 
（3）カンボジア：CMD抵抗性品種の開発までのCMD対策の維持・強化 

CMD抵抗性品種が開発されるまでの間、CMD対策を維持・強化する必要がある。対策の例
として、病害モニタリングの実施、農家への情報提供、キャッサバ圃場への病害虫侵入防止策

の徹底が挙げられる。 
 

（4）タイ：カンボジア・ベトナムとの連携の継続 
キャッサバ関連の研究やキャッサバ病害虫の被害状況の情報提供を行い、RYFCRCはベトナ

ム・カンボジアへの支援を継続することを奨励する。 
 

（5）日本人専門家：域内のキャッサバ研究者への支援継続 
日本人専門家はプロジェクト終了後も共同研究等を通じ、域内のキャッサバ病害虫やキャ

ッサバ栽培に関する研究の支援を継続することを奨励する。 
 
５－２ 教 訓 
（1）プロジェクトをとりまく環境や変化への柔軟な対応の重要性 
• 輸入規制があり機材・生物資源を相手国に持ち込めない場合は、C/P機関の技術者に日本で技
術移転し、現地で必要な研究材料を製作できるようにすることで対応できる場合がある。本プ

ロジェクトではキャッサバの遺伝子組み換え体をベトナムに持ち込むことができなかったた

め、AGIの研究者に日本で技術移転し、ベトナム国内で遺伝子組み換え体を作成できるよう対
応した。 

• 相手国のニーズが変化した場合、プロジェクト活動を状況に合わせて変更することにより相

手国のモチベーション向上や投入増が期待できることがある。本プロジェクトにおいては計

画時に想定していたよりもCMDが急速に拡大したため、CMD抵抗性品種の開発をプロジェク
ト活動に含めることとした。これによりプロジェクトの妥当性や政治的持続性の向上がみら

れた。 
 
（2）広域プロジェクトにおける適切なマネジメント・円滑なコミュニケーションの重要性 
• 本プロジェクトは活動が 4 カ国にまたがっていたが、SNSやオンラインツールの活用により円滑
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なコミュニケーションが行われていた。また、週報・月報の発行や月例会議の開催は研究成果に対

するC/Pの責任感・オーナーシップ向上に役立った。 

• 業務調整員をベトナム・カンボジア 2 カ国に配置したことにより、プロジェクト活動実施のため

に必要な調整が円滑に行われた。

（3）種子・種苗生産農家・モデル農家の適切な選定 
種子・種苗生産のシステムを適切に機能させるためには、プロジェクトの指導に沿ったモニタ

リング・栽培手法を取り入れる農家（管理を適切に行う農家）を選定する必要がある。カンボジ

アにおいてはGIZがキャッサバ栽培の支援プロジェクトを実施しており、GIZによって選定され
た農家にプロジェクトのストック種苗を提供したことがプロジェクトの成果発現に役立ったと

考えられる。 
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incidence of CMD、(b)Propagallo11 of g<.xid moniroring mcnsur~ aml1ng cassava tanners郡 I(C) 
Me:.1Sures to prev臼）tinsect寧 torsfrom enteril1g ca芯avafields. 
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Vieuulm:Stml9911lCIlirl'01ヽrruI立ation:USh9ICh匹 smul illlet'-01,;IIlizatiomtl coo)eratioIl be1W⑫ Il 
stakeholdeIヽi11皿ゞavaI℃seaIth aml pI•odu直1)II

Dr. Ham ru,d D「.Hycommillt:!(I 10 expand lhc! C'MD monitoring and he:.此1yS螂 productionsystems in 
mainc邸 邸 畑groヽ"ngregions, arid that DARD即 dVICAASゆ ttldstrengthen their p,tr1J1e1shipヽvith
IILARC、NLU,AGI mid PPRI']hey also committ図 thatAGI, PPRI, HI.ARC nnd l¥LU would 
incre:_ise communication,vith MARO. rvios・1: MOET for s凶 uringrcseru・ch budget. Dr Hv committed 
tlrnt HLARC w"()ul d ensure that eiiough staff are secured. 

¥lirt.nnm: Consi<lerin!! CMD countt'tnl皿tstll'l'Sin the i11tcii111 of lo遥•瓜i CMO-9.esistlullvm11ici 
(lCヽ••elopmmt

Dr. T-1叩 1commented that the followmg m函 urcswc1'¥:! bemg 1mplemen1cd内9ddlal U1o・ woukl con111lue 
to be suppo11叫 (n)Propnga11011 ol'good monrtonng meぉuresamong GtS.c;ava formers (by I II .. /¥RC and 
DARD)、（b)Measures to prevenl insect vectors from ei1ten11g匹 sn,..11riekl-; (by HLARC) and (c) 
（`呻fulselection ofじ⑮sa¥'a(ields/fonner.i fo, h叫thyseed pmdt1(.t1011 (by HI.J¥RC). He also 
me11tioned tliat AG! v.!()uld work logell1er with o如 res細 rchinstiM邸 tocany out the abown1et1tio11cd 
activitie; in otl1er r喝gions.

Thnilruld: ProvidiII JCOI)•ImuedcollabomtiorlwiuI VieIII;llllnll(I Cambodia 
Ms. Jmn叩rcommitted to exchanging in佑m1ationon畑 ;savarl)sc;1rch, sharing mfonnation on spread 
of cassava di seas~ mid insect pe如 ,111dto promore tじch111calc.'<chunge at1d」0IIltrescarch 

Ja)；191e.̀m.`》crl(ear11: surmo11in2. countr,,m,1 m~r:11-chrrs in c硲訊vnrrscard1 
Dr. Takasu :uid Dr. Seki co111 111 i lted 細恥JapflJ1~eexperts v.ould rake continuotisly support 
res細irchers＼¥i1osecapacities we心 developeddu1i11g the prq1ect邸 well邸 tho笠 a屯ngedi11凶SSll¥'fl
邸~u·ch .

5. ConヽIIICIltfrom VietIIamesc l)mjccl l)hc901• 
Dr I lam n1111011nced that all the Vietnam~ colleagues w~rc im~teu to th~ wrap-up ¥¥lorkshop which h 
、vmddorg<utize 111 mid ofFcbruaiy llt..¥Xt year ¥¥rl10n they V.'Ottld sham th~ project results¥、nthtlll~I)0l icy 
m曲 1双ofll1t!ministry nndlor privntc sectors for ri1e sc油ng-upofourprojcctr匈 ItHe hop叫 lhala 
hand-made LAMP kit for the detcct1011 ofSLC'MV would be ready for dcmonstral1011 a:; Uic most 
1111portrn11 parho]()gic恥 utcomeby thal IJmc. Last or all. hem叩 rionedthal now they were nt the st血ng
1)()Inttov.叩 ds凶 postcval uation曲 ichヽ＼-ouldI拙eplace 5 years after the len11inatio11 of the prt)ject 111 
2027 and s.udしbatalthough someof'lhe r蕊邸chersol'AGI,I-ILARC. PPR! :md NLU might be replat:cd 
bytl1eyoしu1gergenerations. rhe teclmologies 11ai1sf en凶什om 出eprq」ect 曲~10uld be瀾 Ip 1-es-ervecl or 
11101~ improved and 1h~1 v--¥Juld how CMD唸 istru1tvariety in ll1eir hands 

6. Com111ci1t from C11mhodiru1 J>,-oject f>i1-ector 
H.E.SOK邸omconmiented出atNUBHw'Ouldk四）双沐ingfore函；avas邸 dpruduction,n their field 
for f!U111c1-s collaboml111g with autl1orities sud1 as GOA as＼畑Ias local corrnn1111i11cs 

7. CollInlCIIl from 11Iiu r⑲ icct l)il℃1:101・ 
.1s. Jinnajar c.xpre.Sscd her grnltllKle to JICA for having provided llSef't~ technologies and/or ec皿pment

叫 express1.:dher wish ro contim,ビthefurtl1er rese;.irch in the sedors of patl1olob')'邸殴llas 
biotechnolo駆

8. Closing Rrm:U'I 
Dr ・rak邸uclosed tl1c meet111g mmtrorun砂latthep「OJeclh叫 ave,y unique characten~i1c even咄 111n
the frru11e叩 rkoford1nary S/¥TREPS becatiseofits tca111 d1vcr.5ity involv111g 1111e111Atio11al collaborations 
of 11 111stitu1ぉoffour co Lui tries, 11111lttclisctplina1ity ru,d scienrisL<; 01・ di伽 cnlbnckgrou11d, mcl the,遥fOI℃

l,1 

｝／s,，在
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had challenges in terms of project tnairngc1m;nt cs1)t;i:ially undc.::r the CMD prU1Jt.:mic:．ヽituali(lnhul crlukl 
achieved integration of knoヽvlcdgcru1d ~kills from ditforent l1.1ckgrou11us or rcscard1 cultures. 
dじvclopll1cnluf'は臨1vanetwork in Great Mekong Region (~ゞ !-ihuwn in the picture below);叫
accclcrnt~ed de面opm:111of CMD rcsist~1t vru・ictiL・:;. 

SATREPS formation: A network of cassava research group in GMS こ
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1. lntroducti(）1) 

1-1. I恥 kgr(）IlIul

Ca＆ふavais grown in trnpkal,me.I subtropic;af rcgio11S. Cassava production yield throughout the worfd in 

20f9wasJ03.5 million to11S (FAOS「AT.2019). The importance o「cassaw1is on the rise as it ls inc-匹 JSi」)＆ly

used as fl source 10 μrodut;"e bioethanol. .~s ヽv(! I ! as consumed as food: the yield has inct・cascd by nearly 30% 

over the 1as1 ten ye<1rs. ll1e Pro,iecCs partners Thailand. Cambodia and Vietnam are m,!jor producer~ or 

cassava.'「hesethree eoun1ries arc rnnked top ten in 1cnns(）「productionin 20 1 9 ( 「ha i land:.:i0•. Cnmbodia: 

8'" and Vietnam: 9th) an<I their share (three courtiers combined) is l 8.1 % oft he t(Jtnl g,lobal produl'tivn. 

One major threat to cassava produ以iし）ni.， lhじocn1nenceof diseases. ln 2008 1hc nuthrcnk(）「cassava

Incalybug Call咄eda nmj(）r dama郡 1r1'「佃iland,rcsulling in yearly loss(．）「Iipproxima1Cly30% jn pl•()ducli{)il. 
Damogc caused by cMsav~1 rnじillybughas bcen alsl) expandedin1(l Camhodia and Vielna11)．C'assava Witches• 

Broom (CWl3). a debilitating disease caused by a phyloplaヽnmand liw whichnoじontrolme:t.S1src i~ avnilab)e. 

ha:safJ'ec1c:d cassava crops in Vietnam Md Caiob叫ia./¥no1her dis邸 scmakc5 thesc coun1ries. ml毀:sava

pr'（lduciioll ull.ヽtableis the Sri Lankn Cassava Mosaiじ Virus($LCM V) thm cuu:.;es l'~ヽ savaMosaic Disease 

(CMD). In 2016 it was fotmd Iha! CMD had invaded in ci:ntrnl and southern Vfrt11a111. CMD is now se.en as 

a nmjor lhrunl 10じussavaprocluc1io11, 

One reason for lh<"! e:-pnn:-;ion ofthi;;sc insect pcsL-; and diseusc!i is th<! difficulty 10 monitor and contrnl the! 

movcmCi11 or cassava sccds and,ilitlじrialsdue 111 improved 11'血 PI)rtalionne1WOrks and integraiiOI1《)i‘

regional economiじ'.:>.Therefore. it is iHcrnasing;ly imporlanl for these countri心 loupgradc lheir lechniヽlogics

to detect disi:as<::s to strengthen i-hcir monitoring system. and the ca.pacity to produce heuhhy cassava seedふ

Based on these technical needs. in Ociober 2014 the 1.hrce countries made ofticial rcqUC!il. 10 the Japanese 

GovernnlCI1(ro implument lhe ProjCCi「orDevelopmenl and Disseminativn ofSustai11able Production Syscem 

13ased on Jnvasivc Pest Mnnugemen1 t)「C四 snvain Vieuwm. Cilmbodi,1 and'「huilanda:-n Science c1t1d 

Tcchnoll1gy Rescc1rch Partn.:rs)tip for ~ustainnhlc Development (SATRT;.PS} project. 

1-2. Objcdiヽ11.'SIヽftl le,Joint Tc1・minal En1!uation 

「hcohjじuiveぺl1「theJoi Joint Terminal Evafuntion <1rc as follu＼ヽゞ

I} f o conhrm lhe achievement leyeIs IぅfolltplllSaIId tlm pr{lspcct for uchieving thc ijrojcct Purp(）ヽeb.y {hc 

end of the project period. and the Ovcrnll Goal within three to five yei'lrs aller the project c.:ompletion. 

bascd on the Projccl f)C.sign Mairix (PDrv1) 

'.!) To identify Ii y nCIOE ur lSSU凶 lhathavc prom()led'-1r hindered the implt:inent.ilioJ1 of the Project nctivi1lc-s 

3) 1̀u切 nducta comprehen!ヽivecvnluatio11 from the viじwpoimso「sixc,•;i luation c.:ri1cria (Rcfevm1t:・c. 

Coherence. Effectiveness. Ellicknc;r. Jmpc1r(uod Sustalnnbility) 

4) 1’o makerecOInIllCIldalions s匹cifyingmeas.ui'ぷ 10be taken「llI叩 hievingthe Pr(,)jecI Purposc and overall 

g.oal, nml .stcuring sustc1inabili1y uftht・ Project IOヽヽardlhc OveraII Gcで13nd draw lessuns lcarned 

J-3. Schedule and Mcmbri・ of llll'Joinl Tcrmil)al E,,alu.alion 

(l) Sdmfull'of th!.'Terminal Evaluation 

The evaluation、,yasc.;.:trried out from November'.!6 until December J 7. :!021. 

(2) N1cmhers oI. tIIC'1̀cmninnl Evalualion 

j'Membl!rs from Vietnam. Camboclia and Thailand! 
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Name 
Dr. I.A Tuan Nghio 
(Vietnam) 
Dr. Mak Socun 
(Cambodia) 
Dr. Ru,1grnvt!e Boonlung 
(Thailand) 

l.Jup:IIlese MemhCl'Sl 

;` IIn"： 

Ms. Kc-iko Mi~ぼ

Ms. I omoyo Suematsu 

Mr Kanc:)asu Ida 

l)r. Shuichi /\~r111uma 
Mr．ト’aoakiFurukuwa 

PusitiuII nnd Orgu11如 tion
Director, Plam Re~o\1rce Center (PRC). Vi¥.'1nam l¥cudcmy of Agricullurnl 
Science (V AAS) 

Deputy DirじctorGeneral. Gener.ii Direじtor<1leo「Agriculture.MIi.FF 

Ag,riculturnl Research Of{iccr J>rnfe.,、sionalI,eve! from R YFCRC 

Tille 

， 
Leadcr o「thcTGIll¥ 

I 

C(lOIxralion 

Planning 

F.vuluaJion /¥ nal¥'sis 

01)ヽcrver

() b5CI•vcr 

Position and Organi•ねlion
--

Direclot.＇「cnmJ. Agricultural <1nd R四 IDevelりpmenl

Team I. F.rnnomic Development Dcpar1mcn1. JICA 

Ollicer. Team l. AgriculluraI imd Rurul DcveJopmCIU 

Tec1111 I. Gco110111it: Development f)epnr1mcnt, JlCA 

C015uIKIn1. Teki乙 ilckishuLL(; 

Rcsi:;,rch Supervisor..IS1 

Rcsenrcher. JST 

I--I.Methodology oJ tbc'「`"rIninnIFA'illu;lti(）1.l 

Theヽ1atusofthc project progi·~ss ,~ns reviewed bnsed on the PDM. wbich i．ヽasummary table dcscril>ing. the 

0 111J i 11c nf lhe Proj c.:cl. The term i nal ;:-va l unt i on c身ヽumi ncd the fol km・ i ng poi nts re fcrriJ1g to t he PDM . 

(1) Verification or project performance 

Th(..degree()f project nchicヽ1emcn1s.such :¥S lnpuls. 011!pt1ls and Prqjccl Iう11rpusじ． wasasscsscd iI) acctmlance 

with the Objcctivdy Verifiable Indicators stated in the PDM. Various melhod~ were :1pplied to carry out tlw 

assessmelll. includiIlg dcsk rcview. a qu凶 ionnaircsurvey. and int..:rvicws wilh count¢rpart personnel..IICA 

心 pensanJ other r~levanl stakeholders sし,chas rcll!"am governmc111 agencie~. c.1ssnva pro<lu匹 rs31ld 

C(lmpanies. l)ue (（） COVll)-Iり， lheinrcr¥'iew wi1h Vic1na1111:sc and'「hairnunlcrparts was C{lflduc1ed onlinc. 

(2) ExaIIIinali091 ui. 1 1IC l)rojcct illlp1CIllenl;11 ioIヽI)J'OCCSS

rhe proccヽsof'1hr: project impl.::mcn1a1io11 wns exami11cd from the viewpoints or projcrl ma11ag.cme111. 

(3) Evalu:itiun byゞixcvaIt1;I Ii(lll CI•itcri:) 

'「hefollowing :'.t>. evaluation c:ri1cria art! applied 101hc projcc: cvolua¥io11. 

Rclc¥fllncc: 

Cohじrcnce:

I:WecliWI＼ぷ．ヽ ：

Ellicic!IC) ; 

SiヽF.vaIIn1io9ICritcria 

1)cgrcc o「com11<1tibilityhcti¥-ecn the de¥・clop111cn1 assistance and priority o「

policy of l11rgc1 groups and the rccipie~:I countries 

l)egrec tl「co111pa1ibili1y恥IWじC11!hc dcvcloplllem assiSI山1CCと1IIdthen・amピWl)rk

ofiniernational coo応 IIionaIld Ja印11esegovcrnmenl.s po9icy 

A measure nf lhc !.!.¥'tent to ¥¥hich an aid activity at1ai心 itst)bjecliヽ'.c.c;

E廊 ienr)measures the outputs -q11alitalive ant! quantitative • in relation to the 

inpuIS. It is an以・（）nomicterm t邸 d1() asSC.ss thc exlcnI lo which aid uses lhe 1cast 

匹 stlyresources possible to achie,・c the <lesired rci.mlts. This熙nerallyrcqIIIrcs 

comparing alternative approaches lo achieving the same outputs to determine 

\\•hether the most cflicit:nl process l1as b匹 nadopt叫

9
》
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lmpa(.1: 

Sus1ainabilhy: 

,'¥ criterion for considering the pros加叩 I•(）I' nchicヽing lhe uvcra!1 (j叫 nndthe 

碑 ctsof the prnject wi1h 1111 eye on the longer-term effects, including direct or 

叫 irecl.、Pし,sitiveor neg<1tivc. intended or unin!c11ded. 

Sustainability is concerned wilh measuring whether 1he bcn~f;ts or an activity arc 

Jikcly to continue after development parmers'「UIl(iinghas been wi1hdrawn. 

Pro,iccrs n叩cdto be environmentally a5 wdl ns fin皿 iallysu.~tainable. 
Sources und lal'es1 rcfor~ncc matc,・iuJs of.HCA such as "JICA Guidelint: for Project Evaluation... Mnrch 
2004.＼ and‘‘NC¥I'」ICA(iuidelines for PrqiccI Evalua[ion FirSI Edilion.”June 2り10.

(4) 11cC(^IInmCll(iatioIIS nIld LessOIIS Learned 

「heT d “in1 1)ln c recommじndaImmaI)t| drew I 心 Stl"ヽl'c11!'11edbascu on the resul1:, o「thec •ヽnluut i on .

3 ＼ ‘ 

す．忍’膚
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l-5.Project lnfol'mation 

P叫 Cl'ITitle: 

'I he Project for Dcwlopnwnl and Dissemination t1f Sustainablc Produc:1ion System l3ascd on Invasive rest 

Management o「Ccissavain Vietnam. Cc1mbodia und'「hailnnd

Coopcratfo.n P(.'riod: 

,A.pril 2016 -March 2022 (6 ycnrsJ 
~ Note: The inilinl coo11crmion 1erm wr1~ tive years rmm A.1,ril 2016 to April 2021. Due to COVID-19. its 

1erm was exlcndcd Ln March 2022. 

1)a rticipn ting (）rgaIIi•9ふ1 lio 11s :

yi辿 血D

• AじriculluraI(iClletic5 hEtilutc (/¥（.ill. Vietnam,¥cndemy o「AgriculturalSciencぶ (VAA5l.Ministry 

(JfAgricuIlurc nnd Rliral l)cvcloplnellt(MARI)） 

• Plam Prnt~ct i ヽ,n Rcse:irch l1,s1i1u~ C PPIU), MA RD 

• I lung Loe r,griculturul ReSt':arch C'l・ntcr (1 ILAR(_.)．1llstiluIじ()i'A&riじulluraIScicncc ll「SouthVit'lnam 

(1/¥SSV}. MARD 

• Nong Lam University (NLUl 

• ln1ern:nio11al Cc111cr for Tropical i¥g.ricultw・c-As.in (Cl/¥ T) 

g咄直饂狙

• National Univer.,it) ofBllt1,1mbang (NUBIう）

IImiInnd ~ . 

• R、1yongFieJd Crops Research(_‘enter (llYFCR('）． ドicldCrnps Rescnrd1 Institute (FCRI). Ministry ol 

、遠riculturcand Cooperatives (MOJ-¥C) 

担

• KyuヽhulJniwrsit)-

• To k y (l U n i vc rs i t ・ヽof A gr i c u l [ U re ( T U A ) 

• The Uniwr!>ity of Tokyo (I,o'l l 

• RIKEN 

• N~1goya I lniversil: 

TnrgcI AI•('as: 

Vie1n1.1111: Dong Nai P1ovince 

Camhmlia: Uauun此 111gPmvince 

Projec(（）叫inc:

(1) O,・crall Coal 

The !>ystems 1)「PC5111lanugClllC111 nnd heaIIll)＇sccd prudIIClion. （levしlopedb) 1he PrI)ject. are inII.lぅduced10 

n@in producLi()n areas in Viet11a111.(_.ambodia rind ・r1iailand. 

(2) l'rojccl Purpose 

The models for pest ma11ageme111 and healthy seed management are established. 

(J) Compont・nts/Ou1pu1s 

Output I: Majur disca~~ patJ1ogcn:. arc idcntifiじd.and disease monitoring S)'Stcm is introduced. 

Z人厄尻
廿払
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Output 2: In$双‘lpe..st management ~yslem is dcvclopc、d.

Output J: Ctissava seed system is establbhcd and new breeding technology that ~·an shorten the breeding 

cycle is developed. 

Output 4: I kllllhy'>i::cd and a sustainable production method arc disscminc¥tcd to cassavn farmei・s. 

The Project Oesign Matrix (PDM) is shown in Annex I. 

1 •6.J[lll)ICllICIltatiorI SIructuI•C,） 「 the.I?rojcct
The impkmcn1ing i;trucwre is shown iu Figure l. 

• Fi..:ld ~ctivities were impk m~nte<l mainly iu Viet11um an(.! Cambodi:-i while son,e activities. such 

a~ te<.:hnology 1ro11sfcr via training, we.re done in l'hailnnd and Japon. 

• In Vi~tnam. R&D wa~ done ul re::.p~c11ve research i11s1itu1じsin coll.ibora1ion with.lnpnncsc and 

C'l/¥T researchers while l'ield ac1ivi1ie~ were mainly rn11ducted in the South. The Project closely 

l:()1111111111 ica1じdwilh MARD as three of !hc re5Carch instim1c.s nre uIl(iCI• MAIU). {IIl(i MARl) 

repre:,,entalivcs also parJicipated in the Projec1'出1.SInemher.s o「lheJuinI C(lurdinaling Comminee 

(JCC)． 

• 111 Cnmbodi11. all prl1ject activili c..~ wereい）11cluI.!tedhy NUBB wilh suppon fl•om thc JapailCSc and 

Cl,'¥ r rcscan:hers. MAFl~ and PDAFF acwd as collaborating organizntions. 

• RYfCRC also supported project activities. mainly in Cambodia, by providir遅．trainingto NUBB 

re$ean:hers. RYFCRC rぷ earchersalso recc:ivcd training Hild co11duc:1ttl rest:ai<:h in Japan. The 

Department o「/¥gricuhurc(DO/¥) also particip1111.!d in the.ICC. 

Vietnam 
i -1 → - -.． -
! MI油Wyd勺心uitur●●心

Rurdow•I叩面nl
IUMO) 

9. • ← -．-•-- .~ 

/~ ゆr
~ ~ 、 ~

lokyo Univ. of 
Agrku"uro I 
Univ. ofTol¥yu 

--- - .... ，` Cambodia 

戸 戸L巫叫―!l凡 II”’‘ 

= 
郎 EN

---l 

— • l L 
Nagoぷごコ□喜□

・ ~

Thailand 
Tokyo Univ. of 
Ag如 -ureI 
Univ oflokyo 

• I ↓ . .  

細 加 岬．

= RJ.Kf.H 
~ 1 l ▼ → ・. ~. 

ヽ

I、;:；寧こ JICA : -- JST 

9-4-土---―--.~― ー・-·- - -- -, ． , R•IV•B0mnh•t!oo . 
~-• -- -~ - • --~ I 

FiguJ'C I: I mplcmentation Structure,)「IheProjじct'

1 II.CMO・ ln1叩叫(1llhI• abりlaIt)I.. 、fi,r( n.~、aヽaM1 91ccular B心 dingfor.＂iじdbyAG9, C.’IAT and RIK応 i112012 
5 

尻ぺ (d~) .
H 彦
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• l・uur reams (SLtb~'「ht:mcsI, 2, 3 and 4)ヽverefonnじd.（.）IIc tcam、vas;1ssig11cd to coch outpul 
＼ヽ iIIlparlicipanls Ij•om difl̀erenI COIInrcrporl organizalions, Thc leaIl) C(）Inposilion is 5lll)wn i11 

Tuh1c 2, 

• The JC('mccl ing was ht:ld at tw(, different le¥cls. ()11c 、、~，is the Four-Counlry JC'C ¥1-i1h 

repr邸 11ta1iヽcsfrom AGL l'PRI, HI.ARC. NLU. Cit¥ T. NUl313. RYf-C:RC. FCR!. DOA、thc

Projecl l,eadcr. ST leaders, r,rojccl coordinators, representatives from JICA o「ficesand JI C !¥ 

hcadquarl.crs for ovcra ll management of the Project.》1'11cother was the JCC org:inizl・cl for each 

country t() discuss the annual plall in each country -aiJdじountry-specificissues. 

• The project nwde o Facehook group and shared in format inn「rumthe members. The project also 

issucd a weckI)'.newsletter called.. Cas Sa Va Bien!''in E11glish und Japanese. F11r1hcnnore. 

monthly prog,・css reports in,vltiじheach s11b-thcme group rcvicucd their activili1.::-; were 

produ¢cdaIld sharcd、ヽithall the counterparts. 

1-7. Modification 1)「Pl)M

rhe Prqiccl l)esign Mairi入(Pi)M)Was rcviSC(l aI Ihe Iitlle叩 llCInid-ICrnl 1℃view conducted in September 

2018. 111e 111ain changes ar~ shown in Ille table be!(l＼.. ; 
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Table 1. Main revisions m:ldc to l'DM 

I" vcrsion （ロニ
XX'!o ol c:iss:iva farmers and XX ' 

(I¥UIllher) producers in IlmiII 

I)Inducli(l[I arcas adopl lhc 

魯 temsof pest mnnagcmenr and 

hcullh函 dproduction tle'1clopcd 

by the Proiect. 

The Project's outputs 

(introd11cti(lII 0「disease
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National and/or local 
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 --―l- | cas図vap!？竺i？二竺•

TorgU BaII;）!nbang nIId 1)ailin Pr(Ivincしぺ 枷ttmnbang厨 ince

arcAヽ ！ ！ 
f---------. -. 

(l  Puilill, 

l tpul l l xx (number) of reseaI Chm l "m laruet numbcr ik tixcd 伽• T ～贔•- -・ ・----・- -

-•l ! obtnin necessary technologi心 and 零 llI'）iilpui. 
• I ! 
」、Kll竺'.iF墜・:---------・ ••—-• J__-----J 

appropriate inJicnt飢--• . • • 一

l•I( I(hy sc叫 pr叫uccrs

will 1101 be fo:;t~red in 

ふ1urむ：Mid-tcrn,ReヽIじW Iし叩lmr(

2. R muIIS(） f P roject 1)C.I•t•(l rm :lll t・('

2-1. lnpuls 

2̂  （で1.Allocation of Inputs by Counterpart Org:rnizations 

(l,l Assignment of counterpart personnel 

The main counterpan personnel assign叫 l•( ）r lhe projccl is as訓lows.Tht li5l of CP pers(')ll11cl is sIl(）wn in 

Annex 1. 

[s7ー「三三宣三:〗s；悶＇：；llRYFCR: Tota>•Il
5 1 1 6「． —-一 王i

口・・ロ〗□□ェニ
Pt・ojccl r)irec1or and Project Manug.cr \\Crc ,,ppoim~d by AGL 

(2) Facilities provided for project nctivitics 

The CP organizalions provided project offices. labortil()ry伽 ililiesnnd (ield faci[itics for lhe projca. 

(3) 0pcrati(）Il Expen北 Sllorne by CP org;9nizations 

In total. CP urganiimi('1915 1)Inviticd 553. 643 us dollarヽ． Mainex加n.scsincluded ex炉I•iments、 I.cmmlCr31ion.
lIIilil} COSIS. 19avcl, and iran5porはtioncosts 

, Country 
ヽ .--

Table 3. Ope.ration l!::xpcnscs home hy CP organi •ヽ ム1thms

(l'11i1: l'S d1)1lari,) 

Brcakdown i}! cxpeItゞし、；；Total AmouJJt 

{l
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•. o.．．.. -

Vietnam ・7 

Cambodia 

Thailand 

ー・...------ ·-•· ・-・
48(）．l 32 1 l{̀’ImIiICi油 ()JI.5(l';，. cヽl)Cli I II畑：テ

bし1ヽ恥、ヽ II•il’. I 1 19、9. ut 1li恥．（、’｝,..

以111ヽt「IIL’Ii ¥‘11; 3%．9ヽIIICI• 9: l " •“. l 
3.918 I Hu.:.ine・,ヽtr. p. 62'］ C. uhqヽ： 1 8’’・t 

亭□二＼）n：97%e.、!、二i：戸．ーー」
l) 1ヽillぷ s1n1ヽ：り%.ヽ11ht・1ゞ、17''，0

l<emurn:1a1iいIl;5{)．5o. ,7 1 96. expemIlC111 : ＿ I．ヽ吟．

加、Inc̀s ll ip: 1 1. I %，． ilri liI i心•: 5 ?％， 

し＼IIlト11 i It l I 《 ,n: こ ．()"-~. l'I h<:1 ・.. tふ’'，'

Tn1nl ＇ 553,643 

―-l_---Smil'cc: I: ・,f'Cr1 I 1::1111 

2~1-2. luputs from lhc.Japnne:-r Side 

(J),'¥s源 IImCllio「Jap:II)CSCexpcrts 

In total SI (4 7 rcsenrc:hcrs anrl 4 project courdinarors) have been assigned for the Pr~jet·t as shoヽminT;ihle 

3. 11lC lisI \)「 ，lapani:~c ex1x-rts i~ shoヽ‘'11in Anne．ヽ3．

S1 1 

S'l'J 

S1 3 

: ST4 
l ・---

: Trital 
： 

T;Ibll• 4. Totnl IIIII)lbcrs or experts assignc(l l.or llIC Projeci 
・-

KJushu U. TUA UT RlKEN 'N:1goy:1 U Total 

4 14 5 
●●.. . '・・ -・
11 i I 

9
9
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(2) Th1i11ing and Rcse:ll'ch 

During. prOJCCl implc:menlation、1rai11ingin Vflriuu~ forms was conducted quite c;..1c11sively in liclci~ Sll<:h c1ヽ

pesl and tiiscaSC Inanagen1CI)1. use o「1(..1 for monitoring. ~ecd 111anagemじnl.~lolccular Biologicnf Technique 

in Patholog_v, Biologirol Contrnl. Applied Biology. Patholo恥 ； 山1JC11lli,.,a1inn. T1s~u~ Culture. plalll 

pn1p<1gation nnd JJruduction,md Monitori11g. Most of Lhじ shm•1- Icr111 1raining naiviliesvヽereconducted in 

Vic1nam anll Cambodia、vhilctransfer of'「huiland'i.1cchnologics in hiological control. soil i111provc111cnt. 

irrigation system. propagalion by !>horter cu11in型• "i.seclicidc and creation orc::,ssnva dじscriplor 11-as Jone in 

I hail:ind. 011c to COVID-19. 1r:iini111s activities planned for 2020 was cancelled. 

I.．．．，. ， I Trainiug 

|---
Ioin1 

Japan 

oi11t 

Japan 

・•-l11-l・ot1mry and 

third country 

Trnining •.. .. ^ . 

Tnblc S. Numbor of persons I rained h)'the Prnjcct 

No. or I ParticipaIll.s―― l • ration | Recipicut org:mizaiiow 

partidpnnts 
’一

8
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(J) Operation c.osts ((hcrsc:1s Activity Cost) 

The Japa11cs1:: side provided 1.63 MiJlion US dulfr1rs for lhe Project during April 2016 -Scplcmbcr 2021. 

The main operation costs included・ c conslrucuon and renovall(）n niし． ii1Cililies(sec Table 7 for delails)、

equipment. transporialion. commission fc邸 anclし•xp皿ses (or survey and 1raininどaclivilie5.

Table 6. 0 J)しr;III01)CXlmnSl•s bonlC lw (ilC JaplInじSesulc 2 

!----・--Exoenses --．← • 一・
(Unit; US dollars) 

i ー` 、．．．→-ー ・一----------・-・--. 

□三□□
ご ＇；；二二 5,9SI --..l.;lble 7.I渾・iliticsconstructC(l aIl(-I rcnOWI ted hy ih(• Pro ierI 

Facilities 
~ . ~ 

-．--．—→一9● 1 , 

Proicci ofiicc. CXpcrl (ll licc for ST3. meeIing mom. 1•Iydroponiじ Syヽ1e111

Laboraln・y l l.CM B 1.,;tlmraIqlr〉・鴫Tissue Cultttrc Room. Scr.::l!n Houst: No.:! Ii(JI. 

ST3̀  Scre叩 Hous(.、No.l f()1• C.Jem seed l叶9I別gation.SC)じCI11•JOltSC N(）．2 1OI. 

ckan Seed Propagation, Screen H(｝use No..l l.or (1can Sced PropagaliOIl. GM() 

恥 eart:hIsolated Arca i.n Van Ginng Stmion. C'nntrnlkd Environment Cir(11.¥1h 

Chamber in Existing St:recn Hilleヽc
-• --- I―-- ＇ -----=-- 9̀● --・  - -― → •ー・一•--...... 

Projct・l 0麻 ：c. Parhological Laboratory. Sc心 II l1I.)11、C ihr Palllfllogjcai PPRJ 

HLARC 

l NLU 

i 
i ~ ~ ` 
I NUOB 

; RYFCRC 
t _ ~ ・・ •••鴫

L,¥pemlicrl1 and samplc• C()11Sじl'¥iMi(）1lul'PPRI 
...—· •一 ー・・ー • — ---- -．--～ -・ - --

Project Office.. Gxpen Room. Tissue Culture Ro11111. Acroponic Roorn. Scr.:cn 

House No. l for(.'lean Sc叫 加 ）P喫 lion.Ser~じn l lousC No.2 for Clean Sccd 

Pr叩 lgaTion.SInck sced l悩 ductit111Field, Di:;ca~t· ttml 111:;ect Pcsl Diugno:.is 

1,(lborotory. Flowering Expcrimc111 FiclJ 
1 . ---- —ー．—-一 · _ ．.．.．．---•-～ -•一•--- ・ • 

加 jeCIOfilce. Pathoiogical LaboraIOr} No. L PaIltologicalはboralor)Ntl.2ゴ
恥tomologyLaboratOJJ'for S四 Biologic1:1IC()ntrol l.nbormory. Bio!ogic:il, 

Con1ml SCf如 1House 

l Proje£1 0ffj匹 TissueCulilIre Roum. MicrooriiIni.sm l.ahQra101y. I;lllumofogical : 

i l41borutury. ExpcrimenIaI Ficld. Scr・ビenI louse No. I at CPDC. Sじ1.cer)卜louseNo.2 l 
！ 
i a1 CPDC, Stoel; Seed Production Field o「CPDC ・ 

． 9．_ -・ •ー・ ー ・—--`̀. -.. . . ----. -----・-.・ ・
―̀ ---・ --―-.-”ー・--・ .! i screcn H皿 se

―-_― ---“-------—ー・---J泌l1rして：E.x1)ば(T口mll

(4) Pr(）visi011 uf EquipIIICrlI 

A 10mi or l l l items o[cquipInent {cquivalent 10 508.550 l 1S dcll3rs) WIS prucured lbr lllt... proj匹 l.aclivilies 

in !hc three countries. Th.e main equip111cn1 pro,..idcd indudヽPCRmachine, Light microscope with anuclu::d 

:‘I恥 ；UllllUlltU心 1)LIlinchdc expcl1SCS Ibr Imining anJ SIIJdyingin」fl畑 I.
• l11b amoul¥l do心 notiuch1dじthccullipIIlじnlIi)enlinI叫 h12-1-2.. (J)． ， 

どふ 一訊
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camera, I lomogcnizcr ror IJNt¥ isol~1tion. Mulliicinperarurc im:ubatrn‘、Centrifuge.Refrigerator and Gel 

Imaging System. Tht! list or equipment prnvide<l for the projec1 is shown in Anne~ 4. 

2.3 PrugJ•C.ss nnd Arhievemc11t vf Project Actfrities . 

Tab!じ6shows the project's pr哨 『CSSAnd achievcmenl al IllC pmjcct ac1ivi1y leve!. 
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I he achicv<'m¥!111 levels of caし•h Component/Output「romthe commc11ccmcn1 of 1hし． projectterm to date arc 

lヽnl1ynbelow. Thc pro.spcct or achievement level for each indicator under Component．ヽl（）lIIpuISnnd l)rojccl 

Puqmse at the completion,)「theprojec1、vcrcc入ami11edon a four-point scnlc: "achieved''. "pnnially 

achieved". "to be achieved" and "not yet achicv叫'..

TnlJlc IJ. Achicvemc11t of011Lputs, Project Purpose and Overall Coa'ls 
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propa出IIionand l °J「:IO from AGl, 3「mmHLARC. 8 0•om 
cultivation. and cc1ssuvo l I NUl3B 

brc奴dingand sc~cl :.ystern 
through 0.IT and joint 

(）ulplIl 亨ニニ--I孟品、ed← -- - -- l 
I ;n:: d s abo dS 3 d C: I[:od:00ee 叫 pn ov:ep0::>•Sc b dI l. ／a:¥0:/a:ecd20d/：ac/：c1eaugac/fsofee:c/ed:5:：CO6:oap;d:oodCSu:achdd [ 

I I I I ［三］［t1tlIl:;c〗l〗、三：c：/\a□i'I:,r:l:l; Ì
l i l iorfarmers aヽanlnlCI'Im mC8Surし 1

I I 1 ・ i三〗：［［三：：；）：；；：C|三］：1［［：:1:nred:］［三〗; 1
I. I I ;~~~しlICo}；l 111：二＇191Ce;．opa,；aII(:nca:l;‘hea51:[：I I secds Ihrough cassova-producin且farmem.has L 加encstablished ̀illCC 20•18 aIId is n[)\\• I 

: 11orking effectively. 
~ ~ ~ ~. -|--・・ --．．------------•「I1 1℃C(3)心 earcheE AChievcd l 

I 
• 9 re.c;cardi~rs obtained neccssarv knl)＼、 t!l d黙

ohtaincd nec<:ssarv and -1 ofth~m produced 6 rcscarch/confcrcnre 

I [〗ti〗:［3冒：：）：,：三r、[．Il:（i,1：ビ＼＇ ！ 1 ［三：：1‘:lramIng. l froIIINI IJ alkymhu 

□;,[:；↑ごご1ro" I I 芯し。］；'.'.omNUBll. I from RY「CRCIIl 

l-ーーロ

9,_

1

1

，
ー
＇

9

．

I
-

• ・inc project conducted 14 training. (7 in 

Vietnam and i in Cambぃdia)io a IO[al of !05 

~cy per却 111el (35 in Victrmm. 70 in 

Cambodia) i叫 udillggo¥ernmcnlomciaIs. 

staff of aid agenci凶 non-!!o¼!mmental

org.aniね tio11SanJ mrtonomous organizations 

such 邸はSSaヽ~ associa1ion. They lcatned 

nbout prntluc1inn. propagation und 

/ dìrihutinn ofhcaIthy s心dhyparliClpating 

- - -9  
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:：e:c:＇口1de1:］oe::0し：］平姦T□.：ロし5:l:r;i/ ／／l;i 
the impor1:rnじCofpcsI UIId di即ascmoni101•ing 

und discussed how 10 prnc:ticc the monitoring 

by pimicipaling. in the worJ-c;hop. 

i 
• 1.he pro_i1....CI L•r仰led p()訛 r>．m)IChooks.．
i I叫l~I !'.. etc.. showing hasic informaiion on 

曽 I 
I 
; p心tsand counlCImeasurcs. and dislributed 

i them 10 d (013l of 2,2 l 8 fanncfS t??2 in 
！ I j Vietnam and I.446 in Cambodio)會 SCC(llingi 

； i prodしICcrs,and govern!11C111 on'jeials. ＇ 
● •• Thc project conducI叫 KAPlknowiedge ! i l A11iludc ! PracticC) Survey 10 734 1.armers l 

I 
(266 in Viernam 011d 468 in Cambodia) anti 

mensuf“•d 1hc l• 11•CCI (II. d 

I ;;1:lr;；；a::(91↓Iet↑lsan1aa)1Idビ>ULItllllIAbJ1;lbs;:；it::：l)[。：三1、;9 : 

and workshot:>s in Cambodia, providing hasic. l 

I in1.ormatinn nn匹SISa9l(l iul̀ormaIi011 011 : 

copins mclliotls to farmcrs will improve the ; 
！ 

knoヽヽlulgじ of pests and prnc1icc Ct)pmg. ; 

I metho由．Oneof the important findings of ! 
I K/¥P 

l 
‘"Wey •Ims !ha1 911ionnation diゞribtllIOll'

！ 
I in a ptinwd form is use「j.ecli匹む9)thermC諏

i such as wur1sht)pJIrainin& —• ” ----→ ・ヽ • ← - - -l 
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3. Evalua(ion RCSIllts by Six (9:riteria4 

3-1. Relcv:mcc 

The r-elevc:1ncc o「1JicProject is judged to be high. 

(l) Consistency with the policies of the Governments 

紐皿IJl

d Cassr1ヽmis one of the main crop,;「orexport and gcncrut岱 incomefor hundreds o「1ho11sru1dsor former!>. In 

2018. M1-¥RD issued a list of 13 key products that.;ire gi匹 nsuch preforei11iol measures us support ror 1hc 

tran~for to high tcchnolog)•. human resource t.lcvelop111cnt nnd inv凶 mentsin facilities and equipmi.1nt. 

Ca:;~ava i:. one of the target protl11c1s(）「ihcgovernment. The Vietnamese Government set up the nationul 

CIllergCIlCy cml)IniIt凶 ！01ackleCMI)． •「lw inlporiaIlCC (l{ 1hc pr(）.iect has bccn furll9Cr cmphasizcd by lhe 

~prcad (）「CMI)．MARD.M(．）S1 and DARI) supporI Ihe pl '{•加：1 to 1a~c over the J re/¥. project resultふ

Cambodia 

In Cambodia, the Cabinet apprnv叫 1/1cNutirrnul Cussavn I祉 1c.・yin 2020 lo b(JOSl production and exp(lI.l oi' 

cas.~ova. ・n1c policr also clari伽slhcr(）ic of NuBB 1O CSlablEll and s1rcn臣hcnils funcil(）ns as a cilSsova 

函 U'じhanddevelopment center. Tl1e project plays an important role in strengthening diseusc and ins如炉st

management and healthy seed production ior the promotion ofi;a.<:;sava procluctioJ1. 

n声叫
ThじtweInl;NatiQ11al liじ0110111iじ印1dSociaI l)eveiopmenI Pl:ul (2(）17 -2(）2 l) emphasrlcヽ1hcimporrnncc or 

ca.`叫nvaa》(）IlCし）「th:;impottan1 crops f'or promoti(ln. The spe叫 icimporrn11cc-orcassova is ulso emvha四叫

for the government's promoliuo o「Thailand4.0 ~ .. tiich aims lo move'l11ailand Lo innovation-driv~n economy 

whcn~ca岱ava 叫lbじ pril訟ss(;d into high valuc-midetl starch.derivativ心 pr01.luct]S.Cassava i.s also impor1a爪

l.or induslrics. rorじxumple.one o「lhcg叫 lsorThe Altcrnalive Encrgy DcvcloplnenI Plan {2095 -2034) ol' 

111c Ministry of Energy to i11c1匂 ．scethanol to replace郡 olinc.To achieve this g.oaL the TIY.li G{1vernmcnt 

匹 siheimporlance or cassava as il b lhc nmin raw nlaIerial 10 pr1)duじeethanol in TI1:1ilanu Dis函 es.

parIicularly CMI) has b虻 nalso seen n~ an urgent issue. Jn 2019. C.'vtD was detected in ten provi1虹 sand

CWB in 13 provin~es. I)(）んMOACi;.s11cd the Emergency Action Plan tlwt includes r邸ば1rchand 

Sl匹 cilbncc.informntion disseminalion to formers and development of resistant、,arie1ics.111crぐi•()re. lhe 

projeci purpu5e (U, the prIリeclis cl四 rlyin line with the government pc1lici~s. 

(2) Jklcvancc nith the needs of the ind usfry :,nu f.1 rmcrs 

Thc projccrs parlT1crじOtlll西i心 (Tl,ailantl.Cambodia and Vietnnm) ru・e major pwJuc-e1-s of cassava.'fhe 

imponunce or cassava is on thi: rjsc as it i~ incr邸 singly11Sed ns a source for bioe1lmnol in addi1io11 to starch 

an<l fo叫 producl".Th函 1hreecoun曲 sarc rnnkcd top ten in tcrinゞorproduction in 20、19and their share 

(9lll•ec comicr5 COInbincd) is l8.1% ofthe IOtal glQbal produclion. As shown in Tablc l(）．the impor1ancc {}「

cass,1va has nol beビnchanged owr the proj叫 dumlion.

Tab1e MI. Casma prm1ucuon inlhc thrcc c(）Untries 
-- t ---- 1 ――~ 

Cambodia 

―-・-―- - I ー・| 20l4 | 2019 | 2(）M | 2019 「.:.553. - . -
5 l 9 333 

e--a盃百―ゴ
「20l4l 2015-1 

5D5 1 l.J49 1、387

: Jud配don u s叫 I!frnm ・・JI迪1:・··Rclmiヽ cl~ I ligh.--~如J叩ue"•'恥lai •ヽi:lyI.ow:・ w ・・Lo"・・. 
28 
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l三三三匹四
World ranking by production volltme 

ら 、．̀ 
I ・泌UI む ' F A (） S I .; ¥ T ) 

□-1□°t1土翌l尺],-i門□言□］
At prcst・nl. CMD is rebrarded a!> 1hc m1う).l況 ri()usthreat to ca~sava producers i:lnd the priva1c sector including 

smrch 1ack)ricヽandfood prf>eessors. According 10 OARD o「TayNinh Province (one of ti比 largecassava-

producing provincじ5wilh 65叩larchlhctorics)．lhc cassavu yicld h硲 b虹 nuむ rcasctlby IO -30% by CMD. 

res uh ing in rcch1ccd income for formers and :icutc shor1age of starch for pr心 cssors.VICAt¥S alsoapproachl!ヽ

p1-qjec1 pai1ncrs in Vic111.-1m for adoption of results of the proje<:I. In Cumbodia and'「haila11d,CMD caused 

reduction in cassava production.＇「hcref1)re.Ihc projccl purposc of 1|IC CSlablishnlC11i of n10(icIs for pcsl 

mnnagcment nnd hcalli1y sc-:d managern叩 tii'> very rclcvan1 to !hL'11ee<.ls of cassnva produce,~ a11d the indu~lr;- . 

ふ2.Cohcn•nrc 

Theじoh.:rcnじじ 0「theProject is judged to be high. 

I 1) Consistl,1lCy witlI tIIe polil• iじs o「1hrCon・rnmcnl of,J:1p.a11 

罪 cproject is implemcn1cd in liol'with the policies of1he J叩anesegovcmmem.lapdnヽ of'licialdevclopm.:nt 

assistancc puliし•ics for Vietnam. Cambodia mid Thailand aN summariz..:d as fnllows; 

Vietnam: The promntinn(）「じConomicgrow(h呻 hstrengthening international comp..:1i1iヽ,encssand reduction 

in dispari1y by way of supporting s(比iallydi,-advantaged populntion imd rural devclopnic111 is one o「lhe

pillarsol、(hcJapan‘s usiヽlul虹 policiesloward.ゞViじ11mm.While agrkuhurnl uc •ヽcloprmmt is 1101 specified 

in the assistoncc policy towards Vietnam. tJ1e elimination of cassava diseases and pests and the promotion of 

1hc use o「healthyseedlin竪 incassava pt'叫 uctionco111rib111es lo rural development 1hrough increased 

agJ.i¢ultural inconヽC.Fur(hcrmore. as cas紐 vais an important export crop tor all lhrce countries. the prevention 

Ilf,Cassavu disenscs i)9ld l')CSIS is aII issue lhal scverebimpacIS llIC lhree counlries̀ economies. EmphasiヽI'.';

ulso placed on the importance of rcgionc1I eoopt・ration「oreconomic dev.:!lopmcnt of the Mekong region. 

Cambodia: agrirullurc and rural dcvclvpment is e1J1phasizc<l under a pillar of priority g,oals nr strcngtheninど

of the basic for ccono111ii: ac1ivi1ie-s. Jnp,111 supports the improvCJncnt and divcrsificotion o「lhcしrmi(Ig

industry in order to in1provt? the'livelihood ofunderpriviicgcd farmers. Cassav:.i is seen as one of the impm-mnt 

inuustrinl crops、

Thailand: promo-ti on of coo1x:r.11ion for muwal bcoctit a11u (ontribution to balance->(! deヽ9clopm<:n!（）I ASl.:AN 

and 1he Mekong, region is 0111? of1l1e pillars of bask policy of Jupanese assisti,nce to Thailand. The pro}cct is 

implem~nlcd as n regional coop..:rntion proj心 lthat bcnt:litヽ 枷 Mekong1,;gion. 

(2) Collnuor:i1ion ヽヽithother den:lopmcul partners 

The intern.iti(Inal「rarneworkon cassava is the Globnl Cassava Paru1ership for the 2lst Century GCP::!l. 

which i~ ;'I not-for•pro1it i111crnational amance(I「45(）r郡 I泣atjonshosred by CIAT. Ith硲四lledfor urgent 

regional approach to hall L11e sprc-.id of CMD that is U1rea1eni11~ cassavti production in So11th1:as1 Asia. ・nie 

project ha.r; b心 ni111plcme111ed in alignment with this in1ernational framework. CIAT is 1hc i11ter11a1ional 

or翌nizationsupporting the three co11111ries in cassava seed production. The proj~c1 close!~· ¥¥Orked with 

CIAT by inducting CIAT as a CP or部ni7ationhllsed in Vie1nam. In C'ambodifl, with the suppol'1 of World 

枷 nk.MOEYS is implcmi:nting I Iigher Edul・ation lmprowment Project (Hl:11') 10 upgrade NUBB's Scicn匹

Technology. Engineering and Marhemmics (STEM) and a忠icullurnleducation、 UnderHEIP. NUBB b 

upgrading H四dcmicqualilication.'i oft he lec1urers1rescarcl匹 sandlabora1ory facilities -c:ontribu1ing 10 1he 

ヽ`
・
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pn.ijcct by upgrading tissue cultltrc Jabormol'y nnd sending two CPs f;-0r higher ncademic degrees in Thailand. 

The project has nlso coopcrat叫 withGJZ while the project provides b四 lthysccclli咽 sto GJ:L.-assisted 

rnrmers. 

ふ3.Effcclivencss 

The eHbclivencss orihe Pr()ject is jlldged to be high. 

(I) Achievements on Project.Purpose 

The effcaIvenes5(lf lhc ProjCCI is u5ヽcsscdas high a~ d心 cribedin 2.4, the Pr~iect Purpose o(・・・・n比 models

for応 1managcrncnl and hc.althy seed m::,nagement ar~ established."" has becu al111os1 r1chicvcd. 

In Vietnam. the models including !he disca5>c monitoring syst~m using detection kits. insect pes1 mm叫gcmcnl

や 1cm.st(lck healthy seed produc1jon sy!i1cm. antl healthy seed sustainable propagl'l!ion and distribution 

method l1.1vc been used in D,,ng Nai pnl¥'inc:じ． HI.ARCmomhly co11duc1s 111r111itoring using PCR lest. 

Ill.ARC has also improved its healthyヽtock111.,nag.emcnt and propaga1io1'1 systems and Dong, Nai DARO 

plans to ~uppon Ht.ARC for healthy seed produclio11, 

In Cambodia, 111ontllly monitoring is coptfucted to c邸 savusccc!Jing.5 producers, and stocJ< seed l}J.odlIcti.l)11 is 

;1lso oper..ited by NURH in Battumbang. There「Ore.ヽ eヽcan ゞaythat Lhe models have been introduced in 1he 

iargel ar畑． Allhough the models are develo即d囀 theyare nol yet pnicticed by tlw government agencil!s, the 

private sector and cassava farmers. To make the mo(Iels「UllClionaI.MAl:1•’' s roles are requimd lo maintain 

皿 l四 lelip 1hc systems looしherprovinces. 

A1 pr心cnt.il is um:crlain 10 what c入tentLhc models (the ou1pu1s produced by the project) could be widely 

utilized by the governmem a.gen~ie:.. the private sectors and凶 ssavafarmers in near「ulllre,But there will be 

ct11\1mi1111~nts 10 be addreゞscdby lhe i!.ovemmenl agencio fi.)r 9he usc of[he models. 

｀ In Vil•tnam. ii is e.x}たCIcdihaI lhe PIojcじlwould rcC(lmnlend thc widc use n1.sucll l)I'ojccl̀soulpu1べasLAMP-

kit and rapid propa翌tionmethod；；，皿dMARI),wuld declare the implem"e叫 1io11of a national program 

against CMD at lhl! prnjecfs final workshop. 

ln心 Inbodia,aI t1¥C linalヽ‘orksll<)pto bc held by Ihe projm bif01℃ the end of the Project duration會 the

government a~encics such as Ml¥f・'F. MOC and MOEYS are ex炉ctedto announce the ttSe nf the l'rojecfs 

outptns. The Projccl plans to invite sud1 government agenci凶 10attend thevヽor岱hopby the end oft h~ 

Projec1 duration 10 disctiss on the promotioo of 1he models. 

(2) Factor:; affcctiu~ the achicヽ9CIIlClltofprojectpul1)（）SC 

•「hespread (）fCML) was lhc maiol• Iaciora「「euinglhe projccl, Alかecommencemcn! 1)ilhc projccl in Apri1 

2016. the 1arfcl wc1.s CWB, mealybug_ and CMD. but main「OClIS、mson CWB und mcalybu&Yei? thc 

四 urrcnceof℃MD ~ as tirst reporし-e.<li11 June'20 J 7 in Cambodia邸 dby 2018 it rapidly spread across the 

噸 on.CMD was also detected io Cambodia and Thailand. and CMO be四 mea priori!)'issue for these 

coumries. Thi~ une.xpccted issue atfected the project in two wuys: 

• 1・()心pond10 tl1e tee hnical needs o(these coumries to 1ack1e CM D, the project decided to prioritiな the

activities to tackle C!vID (dc¥relopmc111 ofa de（心tionkit and development of CMD-resistam vorielies), 

This fu11hcr helpe<l the. CP or郡nizationslake initiative in \\'Orkin~ t嗅 etherwith.lapanese r匹eai・chers

and producing. tangible outputs. and st-re,咀heningthe commitment of (he go,・ernment agcndes in the 

three co皿 rics-to provide policy support. 
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• Dcwlopmenl ofa new variety requires extensive efforts and time umil it can be officially register叫ヽ ＼i!h

ao1hori1ie.5 as a CMD-1℃sista111 vadcty. Bnscd on thじexperienceol'I llARC it u~ually takes live to si~ 

) cars to develop a new variety. There「ore,it. is impossible Lo complete the development of CMD•re~isiant 

Vllriety ¼ilhin the project duration More significantly, the projむ Isucce:;sJ'ull) dcvelopcd n stock sceJ 

prodttclion syslcm. bul the project 1vns not able w launch propagarion and dissemination o「healthy

seedling!> to cassava「armersbccr:111se distributed scし•dlings wo11ld be easily infected in p1-cvalcnce. or 

CMl)． 

(3) Logic from Componcnl/Outpurs t()Project Purpose 

/¥II the ou1puts (idcntifil'.alion of mojor disじa-;epnthogens nnu imro<lt11:.1ion of discaヽCrnunil(.Iring 5ystC111, 

development of insect pest management S)'stetn. establishment of cassava seed.、ystemwith high breeding 

1~d111olog)· and development of healthy seed and prorl11c1ion mcth叫s}urc all n如 essary1:ompnncn1.s to ach1eヽ'C

lhe projじClpIIrpos¢ (9「cstnblishrnentur pest man:igemcり11and healtl1y seed managcmei11 models. 

34. EI11cic nc) 

I加 ~mcicncy of the Project i~ judged 10 be high. 

(i)ぷ hievemcnto「PrりjcctComponcnt~/O utpuls 

i¥!i described in 2.4. the project hc1s delivcri?LI most or <111 the planned andじxpcctcdOUI ru~ヽ undcr I.our 

“omp011CIl(s. All 5C! t1lrgels are likely tn bc rul li11ed b} lhe end o「lhじprujccllenn. The dl•vclopi]に11 1 0fu ncw 

bn:eding tじchnology(CMIJ-rcsistarll variety}ヽヽ illb.: conti11uo1isly rnrrietl out with different research pn1ec1ヽ．

(2)．p,njccI Dur:ItiuII 

COVID-1<> has. caused the pncc o「activitieslo slow dowa since Murch 20'.!U. limiting the Japanes1:: ex1:>ert 

team's visits to Vietnam. Camb叫 ia.nnd Thailand. and also IJ・aining and workshops were postponed. 

Consequently、1heprojじct1erm was extended foi・ one year until March 2022 and additional costs (c.g,. 

mlssignmenI ofthe prujecl (..oordinato1-s and dis1氾tchof mission) were 1-equircd. Cansidttring the circumstun匹 s.

lllC CXIensiull ofthe projec.l dualion and !hc uddiliOIlnl cosls wet.iudged appropria!e. 

(3) Timi11g of input nnd allocuiion of counterpart funds 

L011&-tern1 1raiIling slaned b} t1I3l halror prqicc! impiulICnlaliOIl. ARer their rcturIl [r(）In ̀1udying in JdPd11. 

they have hecome core researchers for the projecl activiticさ．

Thc Vietnamese Government provided n counterixm bud邸Il.or projcuimplcmenluli(111. I lowever. ncuml 

allocation＼ヽasdelayed tor ahou1 L¥¥O y.:a応． Thi~ a tfcし•IじJ the CPs'acti"ities to some ex1e111. For Cambodia. 

alluca1ion of an t)~rntion bud~t:1 from NUBR ¥'°<IS咤reedbu1 1101 provided as expected for「hailand.

RYI•CRC ヽMIヽ aulc lO conduct dcsigrIBlt!d activities by utili~ing funds from GOA. 

~4) Utili'/．alion ofcqui1m1l'nt 

,¥II piecピsof <:quipmc11t provided for project activities have been utilized for research activities and kept in 

g,ood condi1 io11.~. 

(5) Promoting and J nhibiting facto,'S On thC OI,tplII and activily leveIs 

JJ Promoting fat・tors: 
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• Response to t:1ncrging nccd.s: /¥s mcntiom:d in 3.2, the project flc:ヽiblyi11corpor111叫 CMD-rclatcd

rescilrch into the projccl m:tivitics. This helped{.'P organizations take initiative in working, together and 

lo -produce good outcomes. 

• Formation of thematic res畑 rchteams~ The project「ormeclfour lhcmatic teams for each projCCI 

componl!nl.,rnd each membel'from djffercl¥l countries participated in one or two research tcami,, This 

way researchers from three countries had good op1)0rtunities to work togl'thcr and develop regional 

network5 of researchers in respcc1ivc lields. •「ci:hnolo~,y tro11sfcr by Thai CPs also helped strenglhcn 

rcじiona|CO(JpcraIiaIl IlC1Works. 

• Assigo111cnt o「long-termexperts: The project had a team o「sixC P orgaJ1iz.11ions from three di「forenl

countries wi¥h mo 1argci areas. To facilitate co111munic.11tion and coordination illllOng n11 er 

orga11i1.n1io11s and their rescarchc1・s. JICA o邸 igncdone coordi11a1or to stay in Vietnam and lhc other 

coordinator in Cambodia. Also. one rosrcloctornl Rrcscarcl1Cr of RI KE'!--、'wasst;11io11cd in I lanoi a:, 

P(JSldnclnraI Fellow-Associate Mcmbcr SlaffofCIAT. This aIso hclpcd facilitate rcsearch prりgress.

• Tcchnic:il support for cclnslruction/rcnrn-ation of facjlj1j邸：Theproject coorl.linator and a locaJ 

(.:,tssuva prod11ccr with e:-.pertisじinpinlll productiuI1 hclped NUBB dcsign and rcnovate lhc hci1ilics nnd 

a(;rivalt・ tht・ furn:tionヽorslocksccd produrli(）11 bys[Clll. 

• Frcqul'nt con111111nic11tion al}]ong mc111hcrs: The project members communicated c.::ach other via !>ocial 

mcdi.i on a <laily bi!Sis. They nlso comribu1cc.l latest ca.ssava related inforinat ion c1nd pn1grじssof their 

activities for the publil:ation of tJ1c projcci's wcckJy ne1¥’!> and monthly progrcss report. 

2) ］IlllibitiIIg f;1ctors: 

• The spread ofCMD: 1 he spread ol CMI) in the lhree ¥:ountries made lhc h四 lthy:;~ed production systc1n 

kss cffo<.:tivc-in rropag,nting and disseminating to cassav~ producers. 

• COVJD-1り：l）uctothe spreadofCOVII)-19. inlernaIi(lllaI andsomelim$ domcsdCIravcl ¥¥asrcstricled. 

nnd dispatch or experts. OJ l and ¥'rorkshops ancl field sLudic~ ヽ\,ere rostponed for nearly one year拿

• Non-participation o「MAFF'inlbc project: Orig.inally the pmjecL proposal was submitted b} MAFF 

rrmll Cambodia. Ycl laIer it withdrew I,rom the pro_icci. ・n,e project could be more effective in dcliv""ring 

曲 project'soutputs to farmer.; with direct collaborati叩 withMAFF and Dallmnbnng PD/¥FF. 

• Dnm;Igc caIIScd hy n n1)od 1(） NlIBB fncilities: In Oclohcr 2020. lhc caS幻 vagock seed producliOIl 

fncilities ¥¥ere inuJldatccl, and disscmina1io11 of,:,tock seedling.'> was c:inceled ror'2020. 

• C()nsl1~1ints lo field aclivHics due to UncxplodじdOrdnance {UXO): Due to security reasons. the 

project te<¼m waヽnetallowed to con~fuct licld s1udies as imendeJ at the beginning. of the project duration. 

3-5.Inlpnct 

The impact ofしheProjccl is.iudgcd to hI.. moderate. 

(I) Pl'Ospects of Achieving the Ovcrnll Goal 

・11,e O"t::rall go,1J of the pr~ject is --11,c :.ystcms o「pestn即呻gcmeniand healthy seed production. devclo1叫

b) the l'rnjcct. arc introduced to main production areas in Vic1J1:i111. Cambodia. and Thailand:・ 17,e proje<."t 

has established the models for disc:ise an<l irおCCIIxsl lmnagemull and 1四al1h)Secd prod91Ciion b}Slem. 

I'hcrerorc. IIK IlC．ヽlstep for social implementation is to request ・the relevant government a!tcne-iピslo prepare 

a11 euabling cnvironmen1 where the models can如 rollcdoul lo ousidc ule prqiccl•S largu arcゅ．「h出 f81こ

PPRJ submined a proposal regarding CMD and MARD issued the ministerial decision to establish a national 

1:ommillじe10 rnckle CMD. It is also ex1>ec1ed lhat national oi・ local authorities would adopt the sy函 msof 

lxxヽ1management anci hcnlthy seed produc1ion in their cassava cullivalion guidelines. 
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In Cambodia. the Ctil>inct approved th<: No1io11of ('(J．w,va P,,/i(y, Ir;, whid1 1hi: project contrihu1cd 10 

fonnulating.'Inc policy clarities the role o「NUBBtoeヽtablisha11d wcngthcn iL~ functions as a cassava 

research and development center. Therefore. 1he project has ~,!ready contributed 10 polic) makingり）｝じむ;sりVa

by providing data and rescarじhrcsuIIS llうrelevantauthori1ies. NUBB・s i1111:111 to support PDAFF in renじじling

the projc1,:1 outputs in technical ~uidclin\!s l{>r pじSImanagement nntl health) Sl:Ccl prOLcctinn i~ commcndabl<! 

and is cx1氾ctcdto con1in11c. 

In Ihe (arじel;19eas, IIlCreis a pros芦etthat locnl nurhorilies will use or ndopl the project's m1lputs for 

moniloringand seed production. In Victnn,11. in nccordance with MARIJ"s request. l・ILARC and PPRI truinL:u 

Sub-PPD/DARD staff of Dong Nai nnd other cassava producing province5 on protocob o「Jisea-;c

management o「CMD.In C11rnbodia, the Project concluct~d 1rni11ing and workl,hop:-rur POAFF :,taff or 

Bat1nmhan1_!. F31111lcay Meanc:hey and Odclar :vle;;inc:hcy. Useful tools such as in,<,ctt r~s t and lliヽピdMC

moniwring and screening of planting material are alrc:idy developed anct made availnhl..:. Soinc (.'P 

t)rgani←zations svch a.5 1 ll.ARC will continue to di~cuss tilt! use or such tOLJb with th<: locul authoritic:-afler 

lhe end of the project dura1il,n. In reg.mds 10 dis~e111ina1ion o「hglIhysecdling3 in vieInam、Wじurビ1]Otcerlain 

Io what eXIC111 the prujeじtwould be able lo generate a sig11ilicant socio-ccnnumic impact lo farmer~ by 

pro11101i11g the system$ o「pC-!-tmanugcmenl and hピalthyseed production in main pr凶uctionareas becau~c ii 

is unclec:ir when C'MD-resistanl varieties will be made nvailahk fur dissemination. There~()re, it is imporrnnt 

lO 5USしainthe systems dcvclo区<lby the project so！比Ithe CP urgani•I.ali0115 (.:a11 produce and dissc111i11油llC

CMI)•rcsisl3111 1leallh}. sccdlings I(）しhecassava former'> in the casぶIV3producillg arci.LŜ  

rol Camhl)(lia, NuBBs healthy seCll syヽtcmis noi afl̀eclcd hy (¥4l)．Th如 I.urc.il is p函 ibleto c、ヽp:indlhc

models to mhcr prnvincc::;. For this purpose. NU!ln needs to 511<;1ain the stock scccl production system and 

rnakじ i.urcthat $ecdling. pr叫UCじ[Sthatrcし•ei ve st(）ck sccdlin＆ヽ lromNUBB cぃnlinucmoniIOnng in ciosc 

“ommlmi“"ion wilh NIJBB. Fur lhis purpose.，j1 is imp1ヽrlanItha1 PDA I:1•` wiIl be inv(）！匹 dIO Onsurc that 

h切 Ith)seeding producers follow ncces出irymonitoring protocols and clヽじc.:Kirthcir sccdlinビsare di5case lrcc. 

Fur Thailand. MOAC (Dcpunmenl of Agricultural Ex1e11sion) hai. i!.sucd guideline!) Bru.cd on the guidelines. 

provincial governments and the privntc sector also produce tlteir own guidelines. The g.uiddjncs ore 11pd:11ed 

e,・cry曲 ccto liv¥! years. So, 1he prnjcci's 011tp11lS can be included when 1hc gui如 line.,;ar~ updated. 

G1VC11 the thc1 that CMD j~ spr~ading rapidly in the region and lh~· prosp匹 Ithal il IIla) Inke more Ihan jive 

ycars lo dcvclop a. CMI) rcsistanl 9aricly. aI the time ofexpusI CvaltKIIion ol. ！he proicI..1 (lhreじIon、l'ycar5
after lhc end ol. the proica)．it wouid be sliIl di11icull lu extel凶wlydissemi1131c h四 lthysc.:dlings in ull 

c硲 savaproducing arl.?a5. Yet. if'Lhc CP org;mizations can t.ake the「ollowingmeasu「i:s.lhe dh-seminalion of 

Iぃalthy!>ecdling、¥OG』ssavafarmers is still possible: 

• To strictly manage n11d protect lhc stock seed produe1ion system aピai1~1 Cfv11) in I ILARCINUBB 

so that the) can continuously incre.,se the number of healthy seedling producc.1s 

• To proヽidcslockゞ 凶dlings10 onl)會 whose四迫ヽ，ais prud皿 edonly on isoln1cd lai・ms and＼ヽhocan 

SlriL•I ly 「ollow the i nsLruct 1◊11s given by I IL/¥RCINUOB 

• ・io i ncre:.isc ti氾 numberof facilities lor叩Inck邸 edproduction in other regions and provincむ

lhl.? other c'<:pcctcd imp;1ct is that the llliliな tionof the projccl's outputs for monill)Tingo「disease.<;and i1~tc1 

(X'Sl!>. Such project outputs as 1he poster, guides: and protocols on the websites/ social incJia am! the 111l)hile 

phone application (Ag.ri-shot四 ssavn)is expecred lo be used by cassava farmer~. and diagnostic tools such 

as dry-1..J¥MP kir are expected to be tlSed by HLARC/NVBB for screening of.Stoel.. seedlings. I lcahhy 

s虹 tllingprrnlucers may nlso use such tools to ensure tllal their stems are 1101 infected h}'CMD. 

33 

]H-／ S ,．
位
-l
 T
 

J

‘
 

1
・，．`
 
一

.‘,
 – 89 –



The main cassava producing proヽinccsIhal urc ⑳ ndidates for project outpur roll out are as follows: 

Vietnam: Central Highlantl. Southern Central Provinces. and Soulheast Provinces 

Cambouia: l3attarnl>nng. Banleay Mcanchじ)',Oddur Meanchcy, Pnilin and Kampong Cham Provinces 

TJ1,1iln11d: Rayong and Chonburi Provinces 

t2) lmpncton human rc..~011rcc dcvclopmcnl. 

Thじpr,,jじctcontributed to human resource devclop111i:111 of the CP organizations. Panicularly the recipient~ 

oflong-ICrm tlでiningin Japan are.expcclaI !o bc a kcy rcsearcher in res匹ctivcorganizations in research und 

coniinuously conduct collaborative research with other researchers participating in the projci.:1 in the future. 

口―
i 

I I'PRl 
I 

AGI 

llLARC 

T nh1t• U. C:91XIcily Dcvcloplllenl ofCI’ org:11nwt100s 
-- -- - ~.. -'• ~ ~ . .~ ... 

Number ui' ヽ i a11• IraiIIcd Illrough 0JT andlor Sludy in Japan (MaS!cr•S tW Ph.l)．） l 
shor1-1crm training in Japan 

9 - 2 . - - ．．^ー ・- -1 ? re武 archers(8 in diseu!ic palho詞 sa,xl I in I ~'.·cs_carchcrs C::! in disea!>C patltogcns and I 
insect pcsl mam1gemc11t) I 2 in in氾 clpc!.t manng,ement} i 

- - .  -•一• — .

10 rcscarchc1ヽinbreeding 1echnology I 2 researchers in breeding technology 
. •—· 

-1 researchers (I in inscc1 pest mar叫gcmcntI 2 researchers CI in 

~ i 
and 3 in breeding technology) 

゜
mumrgcmcnt and 

1cch11olo玲 l

NI.u ニ C:l郎 (2in diふ互盃h~i"I了ぷ云；；二i- in iiIS¢.l = i 
and I in healthy seed l 

！ 
. I 

in i11Scct pcsl I 
1 

l 
management) I .. ____ ___, 

、llllrL.::TÌ C.、ì.nlし’ヽ ,m

1 n tern-is ol academic u1:vclopnヽcnt.NI、しhasgai11cd.:xpcricnce in field survc). ilnd it can pro¥'idc good 

oppot1uni1ies for the stude111s 10 conduct research and internship in collaboration with HLARC. NUBB will 

stan a nc\~ curriculum in October'.1022. the faculty ofaじriculturcand food procc:,sing plans 10 incorporall! 

thl! project's oulpuls s~ich as discuse and insect (X!Sl nrnnagcmcnt. h切 llhysced produClioll”'Stcm and t1eld 

study in the new curriculum. 

(3) ContriblIIi9)n io 11lC t1cvclopIJ1l,Ilt ofn CMD-rcsisInnt vmi(•1V 

・n,('CMI) resi5Inm ヽarielic＜ヽヽereimported Lo Vie111a111 by CIAT fmm the Inにr11aIi()IVIllnSIIllIlC or •rmpica l 

Agiし・ulIureulTA) in A「riciland relaしh・dyhigh yield breeding milterials were identified. llic CMO 

re5istanrc or the C33 line was conlirmcd hy llcld test and the graf¥ing S)'Stem. and lhl! rc.sista11cc "ill I冗

trJ11Sterred to A:.ian elite varieties hy using C33 as hrceding malt'Tlul、D岱 tlopnlCllto「CMDl'CSi<:la11ce 

Vdriew i: ewxctcd olier Ihe prujecI duration and dEtributed to Camhodia. 

(4) Laying (hc knIII(lali091 1.or regi(lnaI coopcration 

Because Vietnam. Cambodia und Thailand arc major cassava producing countries in tl'ICヽvorld.disease and 

in．父d 匹st1na11agcmcnt and healthy sceJ production urc common intarcsts nnd gonl~ of the CP organi•なtions
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and their researchers. This project helped thi!m s1reng1hen the networks of rcseardi¥!rs. 11 is e.xpected 1hut 

SLith nct¥＼Orks IVl.）uld bc in<tilutionalizedi91 !he Iblure. 

3-6. Sus(a inalJilily 

The project sustainability examines whether lite effec~ general叫 bythe Project will con1inuc alkr the 

C.'l)0I沈 rationis ended. Sustainc1bility is judged to be moderate. 

(l) Polil'Y and instil utiom1I aspects 

Vicmam 

111 2018. MA.RD issul~d <1 list or 13 key products thal arc givじ11血uchprcf'crcntial measurt•s as support for the 

lr如 sfor10 h屯htechnology. huq1an resource dじ＼,dopmcn1and invcstn1e111s in facilities and equipment 

Cassa-va is one o「thetarg~1 products oJ'the governmi:m. For this reason. policy supp!)rl for disease mid insec:1 

pc<;ts will likely rcmai.11 strong. t¥lso. 1hc national commillee'clgainsr Ov1D provides on in$titu1ional 

「ramcworkwhere relcvl'!nt government and research instilutit枷IlScan closeiy work logelher, 

魚幽Qdja

Cnmbodia is the 71b large.~, producer or c⑱ 祖 inlhc world. and rnss11va is iJ比r血,.singlyseen a~ ., very 

importani agricullilral prociuct,.or cxporI. Given thc imponitnce or cassava. in 2(）2(）． lhe Camb叫 ian

Govemme!ll lil1191chビda ne¥A ca、.savapnlicy 1ha1 last~ u111il 2025 lo boo~t cxpon of cassava. This noliq 

clarifies the role of NUBB to establish and :,trengthcn it~ functi111ヽ5邸 aじ；1::suvare~じnrch :.ind devclopmcnl 

cc111er. Th叩refore. policy suppon for lhe promotion o「cas：：：：詔aprodut:lioJ1 nml the importancc-ofNUBB will 

bc consisIent. Ai present. NuBB is印 (rustedIO C(Induc1 a1I activities I-1•om diseases and insei.:1 rest 

manag.cment. brc~ding,. healthy如ecdpr吋uctiontu propagmion. Yet. 1here is no spedlied institutional 

arranl!emem:, between NU.138,md MAFF/PD/¥FF over allocalion or rcsourc邸， Thismakes NUBR wrヽ・

difficult 1D continuou:ヽlyconduct allぶ1chopcrnIiOIIS aIler thc CJ1.dof the project duration. 

Thailand 

Upon no1if1catinn of disc邸 cpr.:.sencc al a Cambodian bori.icr. DOA has taken the SしCMVihr叫 ¥ery

scriOLtsly anti t:.1rried nul int⑯ ive[raining OIl SLCMV I.or alleassava r$caTch Slaff iIIld ror govcrnlllC111 

曲 ITilII)()rderprovinc匹 ．Yct.il is Sti11 rmt 5t11:Jicient mfu[ly control CMD. Therefore. diS硲 eand insect pest 

managcme11t 1:, an urgent issue.. 

(2) Or~:mizational n11d pcrsm:1ucl :1spccts 

Y迫1速坦

No ~1ruc1ural change or change in or翌11i7a1ionnlmissiiJns is amicipatecl h1 the CP or期ni.z.aiions.The 1umo¥:er 

of ihc (••Psis low f or lhc go匹 rilmentresearch instiwtions: bowever. i1 is very high for NLU as some 

rcsenrchers and lecturer<; seek higher degrees or lea,•e their unh-crsitics for aMther emμloy111e11t. ・111erefore. 

ii is import,1nl for these universities to ensure:-1ha1 new r心-:archersshould he systcmali四 llyuaincd, Hi.AR(.’ 

is n key or邸Il畑 ionfor the de匹 lopmcnlofa CMO-rcsistaJJt variCJy while i1 also works on況匹dproduction 

and propagation. Given the workload and responsibilities gi、,en10 HI,ARC. it probably ne~ds LO t11l,re 
1℃SCarcllCI's. 

Cambodia 

NUBB has signi11canll} incrcas叫 iIS¢apaciIy and de叫 01:iedhum~n resuurccs for c紐sa濶 relatedactiviti邸 ．

The turnover of the CPs is also high in NUBB. but one posfri 1Jl one pOSIIIVc c lanaClS血 Iseveral prl~jci.:t rescarc.hcr:, 

have been appciintccl lo be civil servant~ of ~UBB. The iふsuefor NU8B is 1he limited number o-r c.o1'c 

rescarcher5 1raincd 9.or rcspccriヽ℃ fieldsro maintai11 the curr口11level of activity as l¥.¥・O of the l-ey res~archers 

are nn I⑬ vc for studying. in Thailand. ・n1erefore. NUBB needs more rcscarche1-s 10 carry out the activities 
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訊erthe end of the project duration. Anolher hsue is that the 1ield manager oft he cossnva center. the project 

secretary and the research assi~はnt who condudC<.l mana~cdal and logistical dしnicswere on lhe pay•() Il of 

the project. Ii would he difficult to lllanagc all activ.itics without these staff members after the end o「the

projccl durnrion. 

Thailand 

The turnover ofre:;四 rchersis relatively low a1 RYFCRC. and the r窃 carcherswho wcrc trained in long-tcrnl 

1raining i11 Japan havc rcllIrned [O RYFCRC and acrivcly cngagcd i11 Such nclds as dis叫 sepallH̀lgCIlS. 

(J) Tcc,Jmjcal aspects 

VicIIlll111 

A~ sho,vn in !'able 9 and I 0. key researchers have been没 IitraincJ in their rcspet:tive fielホ or~p此ialty.

「heywill be. able tn 1rn1in1..iin their technic.al知owledgcnnd曲 IIsoblained Ji•om lhe projcct bccausc thcy 

iヽllcontinuously use such knowledge and skills for their own rcsei.lrCh activities after the end o「projccl

durali0Jし1¥lso,tile CP organizations h:we g:oo<l c1cccss 10 research funds. particularly for CMD-relatcd 

r~scarch. from MARD for ~horHerm res四 chand the Ministry uf Scie-11切 and'「echnologyfor long-lcrm 

rcs四 rch.Furthermore. some CJf the joim research projcds with Japanese res細1TC...hcrswiil be extended with 

g:ranI-in•aid ['（ll. ＆cienlijic 1蕊 earchprojccls. oJ the.lapanesc Qovernmcnt.'l11ercfore. CPs v. ill be able to 

c(H1linue 1hcir research work initiatt・d and/or ~uppo1ied b) th1: project 

g皿 四．坦
NUBB do~s no! ha¥(: much m:ccヽsto tlomestic research fttod!>. Therefore, it needs to conduct joinr resenrch 

with overseas i•esearch inslilulions. Aher lhe end u[1he projecl. twoビranEi91-aidl•OI' s.cicntinc rc如ean:hof 

如 JnpatK'!-cGovernment haw started wi1.h NUBB researchers in insect pest management and markcling. or 

凶 :,5avaproducts, Therefore. in the short to medh11n terms, NUBB would be able 10 continue rcsc.:1叫 I

activilis on 1hぷe1opics. NUTIB曲()nceds m aclivcly seck othcr rc如此hopporlunilics to mnin1ain and 

upgrndc their t..:ch11ical icycl. particularly othe「developmen1partners・ project::, lack ling CMD and proclutlinn 

（ヽrCMD-rcsistant varieties (with CIA T/GDA) and e,xle.n~ion lo forrners (,¥.ith G ll). 

'Ille three CP rescarじherswill be ilSSigned for the maintenance of stock s邸 Iproduction system including 

perio<lical screening fat planting and harv心ting)by use of d1-y-LAMP k.i1s. It would be importai1t to hand 

099Cr aJl resp(lnsibililies regarditlg proじurcmentDf chemicals叩 dmaintenance of equipment from the project 

:.rnff to the CPs. 

Thailand 

TI1c Thaj Govemrnent has launched the em切gencyaction plan ng:1inst CMD that inclutl(.でcxtensivc. sui•ヽ•cys.

心四rchtm pest status of CMD and r零 archfor development of re5islanl varieties. Therefore. i1 is pr1Ssible 

f{lr KYFCRC/OOA 10匹 ntinucprojeCI related activities. For tl¾! djsseminnrion of healthy seed protluction. 

Health:, seedling pmdu匹 rssend四 InplcsiODeparlmenl ofA副c.ullulaJ恥 1e1isionor the pri四 tec:ompanic~ 

for PCR testing for permission o「dis1ribu1i011.

H) Financial aspects 

v一迫雫

・n1c CP 叩屯1ni7~·nions have r匹 iveda budgC1「oroperation and maintenance of the focili1ie:; and equipme111 

provid虹l1eproject. As mentioned earlier, rhey alぬ恥eaccess to domestic叩 dinternational research funds. 

11氾refore,！恥pr吋 ,ec1of financial sust:il11abili1y is high. OARD has secured a bud~et foi・ 曲 utilizati0nof 

the !moj虹 rsoutputs in the proヽiince.

Cambodia 

Sh()rlagc of operation budgcl is a critic.al issue as t11e budget allocated is far 100 low 10 maintain the current 

36 
ヽ

テ/3'ぷ
H 位– 92 –



lしvclof activities. Yet, according to 1'-,CUOB. funds from World [lank-assist叫 HEIPprqjecl,..,ill l>c avnilab!t・ 

le) continue cassava rela!ed reseMch and produce :;tock sc:幽． Aftertlie cnd oflhc prqieCI dura1ion. NUBB 

will「(1ClISOIl moniloring ofSlock seecl producli019 hy渾1cmbrn mnnitnring of'hct1lrhy se.:uli ng producers v. ill 

not bc condIICIC(l, 

l・or dLssemination or healthy seedlings・NUB13pll:111S l(9) 11lke measum lo sccure budgeIS (hrotlgl? ！he salc ol‘ 

seedlings and planting materials and cooperation with devclopmem 1mr1ncr!> such as HIEP project and CIAT. 

I97(）I. exlt11si011 Work, MAFF shouldじoordinatcwith NUBB. A1 pri:senl.「imdis very limilcd「OrextCIlSi(JI1 oi. 

the project's outputs in Battumhnng province., ai:cording 10 Ba-11amb~mg PDAFf. 

I疇坦

AIthl)ugh a S匹ci!icbudget fol'n::gfnnnl cooperation is not sccurcu. RYFCRC/UOA commj1s to continu(llIS 

叫 la切i-ationwith lhc CP organizalions in Vietnam antl Camh叫 iathrc1ug]1 dissemi.1Yc1liun of inlurmaLion on 

cassa¥'a research. sharing informotion on spread ofcassav& dise:.-asc.s nnd insect pests. pro1no1io11 of technical 

cxcha11gc and Joint research 

3 7 噌-． {.（）nclusinn 

111e projecrs rcle.var1ce is hig.ll as lhc prt).icm's (）bj凶 livesarein ;tligl.immI wilh thc recipieni govemmC91丙

pulicir:; for iigricuhural developmem and the needs of 1he⑬ ssava pl'oduccrs. The pmjccr5 ml)匹 l)じeis also 

high as it has closely worked with CIA I'lo tackle CMD as Lhr re印011̀scriucaI common issue and Ihc 

l)1し()jecrsnhieuiヽresiffl! in line with 1hc aid rolkics of the Jap:mest• Government. The prヽ）jccl'sをff.ectivCIIesゞ

i!> high Iぅccausethe plojec1 successfuIly csしnhlishcdmodel.、forpじsl1na1mgeme111 and hel.llth)、む(I

ina11agcmc1)l. and nmional au!lwri(i~s i11 Viじlna111and Cambodia. Th~ projrct"s ef.liciency is high. Altlwug.h 

ihere were >everal Chaliei追essuch n.s delnycd activitie.-. due to COVID-19 and n flood in Cr:unbodia, 1hc 

proiea凶 mplelcdalmost all rhe planned activities and produぼ dgood outputs. The prosper! o「impac1is 

moderate. The models develop(!(! by the pn~ject can be roHed out to other provinces. Yet, it ls not cer1ain tn 

whaI Cxtcnl lhe models CIIr bし・じxp;indeduntil CMD-resistant vnril>ties ore m;ide available 10 seedling. 

producers in Victn11m. In Cambodi,-1．MA Fr-/POAFF's role in rolling oul thビmodeJsis not clt!ar. ・me prospect 

ur sust uinabi li t・ヽ is also n1odernt¥;. C'P org,a n i•四tions are prt¥b;-ibly able to mai nじibllle i..urrcni le匹 1 可

activities after tl1e prqjcc1 d111-a1ion. bul NUBB a.nd MAFF/f>DAFF need 10 take me.:1Surcs 10 maintai11 
r !iilR1JCial. institutional and（奴 hnicalStJStainabililv. In conclusion. rh y. In conclusion, rhe ov~·al l rating ufthc project. ln light or 

the above. lhe. ove叫 Ievaluation oft he project is judged 10 be relatively high、

4. R . Rccomn.1endafjons 

4J ACI,iOIlS thai shmlkl he Iilkcn bCIm・C 1(9e eIId ofthe projcct duration 

To CP or匹niLaliol互皿＼渓出迎ambodia-and ThaiIand 

(Vie1J1<1111 and CamhodiA) E11Suring authorities・ c..omrnitmenl to achi.:ve the pr~j如 purpmc

• Ensしiring1he sup1>0rl of nati(mal und I四 Iauthoriti岱 iscritical no1 only to achieve the prnjecl goal 

indicator. but al.so ,~\)r maintaining ai)d propagating d1l! models developed hy 1he pn加ct.Therefore. CP 

or熙I泣叫011sslmuld work to ensure the particif)<llion of national a,119 lo~I arnhoriti~ in the町 8砂 Il

ヽヽor込hopssc恥dul0din r:ebruary 2022. 

ToCPorgaIlizalionlinCambod旦
Ensuring.stlSlai11abili1y of prqjピctouiconles 

• MAFF should takt.'initiath'i:S in nmi111.aining and upscaling project匹 1COInes119 coopera1ioll¥viIhNUBB. 

＼
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• Before 1hc wrnp-up workshop, NUBB sbould hold discussions with MAFF on division of roles and 

budget allocation regarding PCR testing and the use of dry-LAMP kits for screening ofheahhy seedlings 

and publish cassava tl1ltivation guideline~. 

・ '「oc1lS11rc the'ius1ainobili1y or the project outcomt!s. NUl:3B should create an aller-p~ject plan to 

c:on1i11uc pr~jcc1 activities. S匹cificnlly.1hi!> plan should inclu<le the following: 

• To prcparビ：I曲1c.ck.list with schedule of all nccesstvy work with the expert t℃am and fully lake ovcr 

aJi opert11io115 8•om thc projeeI SUlff. 

• To idc111ify and include all ncc.cssnry cosn; (c.g、,labor.chemicals for PCR test/dry-LAMP kits. 

transporl01i()Il nnd匹rdiem for moniloring nc1ivi1ie~) 「or the maintc:nancc of the i.sola1cd field ln !he 

NUB(rs annual oudg.e1 plan 

• To 101101,., up 011 1J1c s1atus or the-investment plan t（ぅaliocaIC,lece均 1yo芦raIioncosts from 

HEIPIMOEY'. 

匈胆Jill迫1翌翌盛pe庄幽m
珈 uringL匹hnologytransfcJ of dry LAMP kits 

• To ensure that each cou111rr四 nimplement CMD tests using dry-LAMP kits a1•ler u)e projccl 皿1~. the 

project team should: 

• Develop protocols for lhe production and use of dry LAJV¥P kJts 

• Transfcr thc proIlx:ols t-0Vietnam. Canibodia. ant! Thailand 

• Inf(WIn CIJS I1fthe pr0£l19•CIltCJlI of n四 邸 s:iryma1e.rinls {cnzymc!l. chemicals and fN立 edrie,-s} 

and the cost of production 

• Discuss with CPs on chc: sy~:tcm for !he use o「LAMPkits 

To.llCA 

喰 hinghackex-posl evaluaIi(lIl 

• Ex-pos,じ‘'llhmtionis usually co11d訳 tedthree ye.a応 nfterthe end of the projec.t. T如 cvaluaiionleam 

rccommcn<ii, that 1he eJi-post evaluation sh()uld be conduct-cd five yc.1rs al'ter tbe end of the pr-0ject so 

thm the evalua!or can propC!rly gouge the generated impac1s of the project 10 rhc far111ers. 

［四且P坦i旱 lnembem

Estab!istJ.ing the哄90叫 ！lCl奴ヽ-<1rka叫／or0rganiz.ing rcgionaJ conferences 

• Taking. udvant..ige of tlie ~trengthcm·u ca1氾ciLics-:.ind the elev.clop叫 rescarche対 networ捻．alillICIl如

coumri~s anc! rcseai-ch institutions should considci・ the c.s1r1bJishmeni of lhe regional neiwor・k(）「

心 邸rchersandJoror̀'ani刀1.erc咄 ）llaIconto•ence [O COIltInuous.） c--・.... -. -,:, inuous.ly cnn<luc¥ r心earch.Fvr山i.ヽpurposc.1hey 

Ilピedlo双 eKIUnding !・rOIn re汀江 tivegovernm1:n1s2nd intcrnaLio叫 or翌niぽ tions.

4.2 AcliuJIS that should bc iake9l aflo lIICencl (Iftlm proj匹 idIII•aIi019 

丑Clmr中Ini皿 ti叩紅且y担也皿

Considering CMD countenne.asurcs ill 1he intcrini of locali1..cd CMD-「凶sia11lvarier_¥development 

• A healthy seedling.pr凶llcn(Inmo血Ihas been {levclope.d througl1 the projec、i,and 1.hcsyslem is curmntly 

l'tmctioni112. for disscmi四 liol1(•I「CMD-rc'Siswn1 materials 10 farmers. Thc$e CMD-resistam breeds need 
Cこ

Lo be localized b}'hybridizing witli prcscm loc.ally rccomm¥!ndcd Vitricties_ 
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• Until CMD-resistant varieties lmvc lx:cn developed, intじrimmeasures need to he pul in plaじc.Such 

I)lcaSlII'心 includeprnpug;11ion o「goodmonitoring measures n111ong cassava forml:rs, m四 suresto prevent 

inscじlveclors from cnt~ring cossava lields, careful selection,ind monitoring of cas~ava fields 1111d「arIncrs

should be co11::.idcrcd. 

Strenglht:ning. organi7.ational c;;tructurc!. and imcr-org.?.r"瓜 Iiollalじ00pcrationbclwcen stakeholdcrs in casヽava

research and prorlut・tion 

• In order 10 s1 rc11g1hcn じaヽ~ava 1じ>じarch.the following action should be considered: 

• CP org._anizations should expand the CMO monitoring and healthy seed production sy:,tCml> in 

cassava producing provincじ＆DARDand VICA/¥S should ::-trengthcn their 1:iar1加 1ヽhipwi(h l・ILARC. 

NLU. D/¥RD.,'¥GI and PPR!. 

/1(,1. PPRI and HI.ARC shn.,ild increase communication with ministric.'> (MARD, MOST and 

Ministry o「じducation3nd 1'raininど） f1．lr sccuringrcscarじhblldga. 

• H 1,/1 RC shoul<l ~n~ure 1hal l!nough staff are secured, 

JoQ...Q涅皿迄辿g辿lCamhodia

Considering. CMD countermeasures ii1 the intc.:rim ofCMD-rピsistanI四 riety<levdopmenl 

• A lie:¥lth) seedling pJo<luction 111mlcl h<IS be•,cn dcvcloped Ihr(）ugh Ihc projCCI. InII il> uヽ,lainabililj is 

threatened hy CMD. l'ntil CMIJ-rcsi5tanl varieties ha,・c bccn dじvein回 interimmcasurc.:s neecl 10 h.: put 

in pl.ice. Some mcnsurcs to be considcrcd,1rc: 

Ficld 1lIoniluring ofheaIlhy sced pr(）duし•lioI\ iarnlS l.ur in5じL• I ヽ＼X：l(lrs mld pallV)gt•nヽ

• PropilgaIion l)l go叫 muni1oringme:l::lures among cassavn formじfヽ

• Mcasur心 mprcvcminsmlvcanrs J‘rom cn1 ... ‘1 ing. cassav.i fields 

ll)CI> （）ganizaliml inTh坦！蝉

• In o.rdcr to sustnin 1hc regional 11~1work tor c邸 savarc:;earch. I{ Y卜•CRC/DOA <;ht111lcl continue to 

tlisヽeminakinfor111a1ion on cassava rcsc:irch. sh.1ring in「or11m1io11011 spread of cassava diseaseふ and

ins虹 l四 s.promo1io11 of 此 lmicalexchange and joint 1・心 earchwi th CP orgwli/cJlions i,ヽVietnam and 

Cambodiu 

Supporting countcqJart rescarc.he心 inc.asぶ1vares四 rch

• Japanese experts should rake continuo心lysup即 rtresearchers whose ca1;.,citic；； ヽヽeredeヽrdop.Jduring 

the prnj叫 ．

5. Lessons Le.1rned 

SugmIions「Or(he maIlaμCInC11lof2!l1er rcuiuIlal幽初 屯li.QllP.匹詞

The project e.x1ピnsivclyttScd sociaJ media and onlinc 1ools「urtraining and s1r.:ng1hcning of re,;~..1reh ni.:t¥i.ork. 

ll aI>o iss"ed weeKIy 11Cヽヽ1.lc1tersand monthly progress ri:porls for sharing i11formal1on with r¢sc.1rch 

memhers.BoコÌC四 chCP n~.eded 10 review their'"ork to contrib111c to 1he monthly progi・css report. lhis 

report wc1s effective in updating their u叫叩taodingo「progressand fostering ownership of their °'"" 
activi1ics. Assigning proj氏tc.oordimnors for Vietnam and Cambodia respectively ¥¥'邸 alsoeffcc1ivl.'in 

facili1atfog communi血 ionamong CPs and projな Ipr()grcss. 

Ma面ng[heproicCl iIl(.匹邸inμIyrclev皿年平Spondillg.IOcmeI.mng lo叫 IlC¢ds
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Changing project pla~、 accQrding lo changing needs u「CPcountries can lead 10 achicvcinclll of increased 

motivation and commitment of partner countries and hi帥ersustainability o「projectou1pu1i,. In this project. 

CMD spread much more quickly Lhan＼ヽrasanticipatl'd at the planning stage of the project. l lo¥ycvcr. the 

project dccitled 10 tackle this i:,,suc by including the dev¢lopment of CMD-rcsis血11/tolerunlvarie血s10 

project activ1tie!>. Thiヽ helpedCP organizations tc1ke strong initiatives in coi1duc1ing other activi1ieヽand

rc1cvanl aulhorilics pay greal allenlion 10 aIlti support projCCl activilics, 

l)galing咄凪Inportre$II・iction§ 

Originally the projじCtplanned Kl impon Irans黙nicline of四ss11va、¥ithFT gene to Vietnam from.Japan「Or

t.11e application of ncヽvbreeding tcchnolog,y. Yet, 1:<1ssavaヽva5110I On Ihc list ofimpur{ nf tran5genic crops 

apprnved by lhcヽりctnamesegovernment. Therefore. the project d~ided lo send Vietnamese researchers to 

Japan 10 obtain nece~sary technolClgic~ to prc,duじじtransgenicli11e. Thb tactic may l,c use「ull.or uthCI prqiccts 

IhaI tacc a bimilur i5Sue. 

Qm和l年 1ionoihcaIthv seedlinu ！犯叫UCIionhrm見型郡KKIJ}Inn¢r§ 

In order 10 make health)'seed production system「unctionwell. farmers should be carefully selected bas~d 

un 1heir man咄c111e111ond monitoring abilities anti adherence 10 project protocols. 

•iO 
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―ì
-

[―

[

-

―
〗i

・[-ロ
ニ

8
-
卵



一

3-
；•• 

7

/
，

201

-

ll 
・
'

I

S

2

 

-
16
-

-

u
g
J
1
6
-

016

州

門

一[
-
三
〗＿□
〗[

霊

叫

.

-

-

-^i
 

a
 

．

～

 

.
-̂
i

 

I
L
i
i
'；
ー

-
"
-
—

t
-

―

ぃ

•℃

.
-
i
-

I
l
l-

．

5
 

0

.

＇
c

!

 

．
 

ー

``
―
 

ヽ

ヽ

（

．`
 

r

ll
ll 

し

．
I

A

a

w
 

a
 

s
 

し11
0

k

g

ll
m
 

I
M

,

inm
oP
R
 

g
吋

MA

,
r

y
 

`

e

 
＞
 

,

0

 

ー

ー
、．

r

[／
□
口

I

U

 

`̂

l
 

i
e

•

□
C
C-g
y
:
．
竺

m
.
I
z
S
r
o
D

y
 

三
〖
三

巴

―g

一三戸
i

加

ketketev4

-

Cl

pa
叫
＿

Pacal:

m
l
l
r
u
r
V

一
一
三

―□
D
o
S
〗
9

JI
l
l
D

M
悶
M
A

ロ

、／ーロ
一s

o

l

二

恥

nl

□11

三nI

三ぃ
1

)

1

 

l

i

 

ーー
'
!
-

[
／Mr- [
[
[
D
r

〗
〗
三
二
〗
〗

Project Research Assisla:nt 
Dr. Kcnsaku M1¥EJ!MA 

•一·-Projcct Rescarcher 
Dr. Toshiro SHIGAKI 

Master Course Student (I st 
year) 
! Ms. NguyJn Ng>,iy Xu恥

□—~ ----

Sub-theme 4 

＼
 

・、

尻墨（膏
＼虻

– 108 –



ロ」 l - l・

4:
 T

h
e
li
5t
 o

f
e
q
μ
i
p
m
e
n
t
 p
ln

v
i
d
e
d
 f
o
r
1
h
e
 p
r(

）.
le
c
t

 

O
屯
a
n西

ti
on

恥
II

ip
m

.c
ni
N
a
m
¢

•
P
u
r、c
h
a
s
e
C
u
r
re
n<;
y

 
U
n
i
t
P
ri
ce

&
 A
m
o
u
n
t
 

A
G
l
 

丁
三 ニ
ー

—ー・
--］
りば

悶贔
翌翌

贔•
A
O
!
 

j
'.~

ir
c~

nd
it

io
n 
wi
th
 h
ea
t 

j
 

li
1v
e
n
e
r
 -
12
.0
0
0
 B
T
U
 

‘
fU
nc
t
io
n 

•••
 ~ 

~ 
• 

F
T.
X
M
J
5
H
V
M
V/
R
X
M
J
5
H
V
M
V
 

-
l

 
j
'P
ro
je
ct
or
 

!
 

E
P
S
O
N
 ~

R
-5

95
\V

i 
I
 l
 

Fi
eI
d 
sc
rv
er
(t
yp
c.
A
)

 
!

 
O
n
s
CI

 C＝
二
四

s、
¥
(
w
il
h
l9
 

-
-

-
-

j
_四

El
-
-
-

恥
Jdゞ

cr
vl
!r

(t
y
pe

 B
)

 
'
〇
11
sc
1
C
o
m
p
u
t
er
. 
US
.'
¥

 (
wi
th
 
16

 
;

 pn
It
s)
 

1
 O
ly
m
p
us
. 
S
Z
X
7

 ・・
 O
l
y
m
p
us
.

 
1

 
I

 
I

 

!
 

l.
C3
0 
in

cl
ud

ed
ヽ,
~1

h
Li
gh
r 

f
 I

 
i

 mi
cr
os
co

p
e
 

!
 

C
o
nt
hc

r
m
 N
eヽ

V
な
al
an

d.
M
o
d
e
l
 

2
3
0
0
 

l
,
 

-
---

—
• 

E
p
pe

n
d
o
rf. 

5•
13

0R
 

!
 

-
-

I
 

l
 

M
P

 Bi
om
ed
ic
al
:;: 

M
o
d
el
:

 F:'!
st
pr
ep
 

2
4
 5
G
 

j
 I

 
I

 
Y
N
D
 57
2.
00

0.
00
Q 

i
ー

＇
i

 
E
p
p
e
nd

or
f.
、
M
a叩

cr
cy
c
lc
r
X
5
0
s
 
I

 
I

訳
D

25
0.
50
0.
00
0 

.
“

~
 

;
 CJ
ca
vc
rs
ci
cm
i
fi
c.

 11
1u
lr
iS
li
B 
m
i
n
i

 I
 I

 
I
 V
N
D
 15
.0
00

.0
0
0

 

戸
云
、

u
|

 I
 j

 
V
N
D
 J0
.0
00
.0
00
 

l
 

M
od

el:
 
K
S

 4
0
0
0
 i

 co
nt
rt
)
l、
IK

A
-
-
l
 

• 
Ge
rr
n
a
n
v

 
!

 I
 I

 V
N
D
 !

 
98
.0
00
.0

0
0
 

、
』

-
-
～

 -
L
いー

・ー
ゃ—

·
-

-
-

-
-
•
一
—

9
•
•
•
•
 

F
rc
cz
er

(f
or
 s
to
ri
ng

 at
 -
3
0
°(
)
 

!
 

Pa
na

so
n
ic,
 
M

DF
-U

3
]
4
-
P
E
 

:
 I

 
I

 VN
D

 65
.5
00
.0
00
 j

 
V
N
f
)
 6
5.
50
0
,0
Q
O
 

~ 
~

＇~
し

J
 

9
•
」
芦

15
 I

 
A
G
J
 

l
 

R
e斤

ig
er
at
or

I
 

Eヽ
c
r
m
c
d
.
M
P
R-
6
2
5

l
 i
 

I
 
j
 V

N
D
 8
7
.0
00
,0
00
 I

 VN
r
,
 8
7.
00
0.
00
0 

、口
三
三
ニ
二
［
三

□：3：•三ー
：＼：

三［三
□：
三

i
 □
三

--• -
9
三

ロ
ニ
ニ
；
：
：lp: 2口

bー！

ー・・ー・ー・
0
-̀し.
.．ーー

に
し

竺
竺
叫
）

0．0
:）0→
--
\
三
•
三

! -- 3

4  

V
N
D

IL
()
00
.（）

0
0ニ

V
N
D
 13
.0
00
,0
0
0
 

A
G
I
 

$
2
.2
1
4

 

A
G
I
 

□; [ i □l -

一
一 ー. e  

d  
゜

｝  

- M  

f  • 

.  ‘ i  

A
G
i
 

-
-

-
-
-

ヽ

V
N
D
 11
.9
00
.0
0
0
1
 

V
N
D

 13
.0

00
,0
00
 I

 

三¥365.50
8
 l

 

¥
3
3
0
.9
3
7
 !

 

¥
7
3
1
.
0
1
6
 

h  

ー•I
 

w  
竺i

ーー
e  
u  

。・
[ c a m

g  
、 ’

m 四

．  ．． 
＇ヽー

D  

如 〗
L a  

〉

ロ
l

 

｀
 

I
 

i
 V
N
D
 34
0.
0
0
0、
0
0
0

/
 

A
G
l
 

で J

D
N
A

E
I心

tr
op
ho

r函
s
sy
st
e
m
 

-
-
-

·、
~

·0
••

 -

O
N
/¥ 

El
ec
w・
o
p
ho
re
si
s

 sy
st
em

 
~ 

~ 
~ 
~

.
 ~ ~
”
~
 

h1
cu
ba
te
r 
sh
a
kei・ 

14
 

¥
3
3
0.
9
3
7
 

一
l t l I  G t G G  

A i A A  
」8 □J O  

C
l!
nt
ri
fu
g
e
 m
ac
hi
n
e

 

.1•
Io

m
og

en
iz

cr
 f
o
T
D
N
A
 

is
o
la
1i
o1
1 

~.
..-

-
．
 

P
CR

m
a
c
h
i
n
c
 

l - 2  

A
G
]
 

A
G
I
 

¥
I
N
D
 3
40
.0
00

、0
00
-
i
 

二゚
ニニ

□
V
N
O
 57
1.
00
0
.0
00
 I

 
-」

＼竺
竺
竺
叫

V
N
D

 15
.0
0
0
,0
0
0
 

露
D
3
0.
0
00
.0
00
 j

 
T

 

V
N
D
 19
8.
0
0
()
.o
o
o
 I

 
A
G
l
 

$
5
S
4
 

M
ay
. 
2
0
1
6
 

S
2
2
2
4
 

S
叩

、.
20
16

$6
.5
86
 l

 
’Aー“l

t•-g-.
 2
0
ぼ

$2
.9
8 
I

 I
 

A
u
g
.
20

1
8
 

$
1
4
.
6
2
7
1
 
Se
p.

1
0
1
8

 i
 

.... 
i

 

$6
,5
39
 l

蒟
，

2
0
18

;
 

t
 

$9
.0
64
 

Au
g_
.

 
2
0
1
8
 
I

 
$
24
.6
07

 
S
cp
. 
2
0
l
8
 

S
10

、7
7
7
l

 
A
ug

.
 

2
0
 I

 
8

 j
 

1
 

迩
lSe

p.
 2
0
l
8
 
1

 

S
!,
1
9
1
 

Se
p.

1
0
18
 1

 
l

 
i

 

$
8.
5
.18

 
Se
p.
 2
0
18

 I
 

S2
,8

18
 
Se
p.
 2
0
18
 
1

 

$3
,7
43
 /

 Se
p.
 2
0
1
8
 
:

 
I

 

¥ ／ T "  

．翌
ヽ

. ； ＼  ＼  
＇ 

＼  
= 符 ’

– 109 –



2
3
 

A
G
I
 
」
竺
旦

0
m
cm

C..
nn
o
n
 E
O
S
7
5
0D

 
I

 I
 

V
N
D

 H
.0
00
.0
00

 !
 

v
N
D
 I4
.0
00
.0
00

’
 

5
6
0
2
 l

 sc
p.
 2
(）
IS
 
l
 

-
•一

ー·
-

-
-.·

—
--•

• I.-
．--
-
-
-
--
-．--、

-l
-
-

-•
 iー・・-

-
、••

一・
―-
-
-

-
-
-

I
 C
h
i
n
a
.

 
E
x
te
rn
a
l

 S
S
D

 S
a
nd
is
k

 
l

,
 i

 
...

 
-
-i

 
-.

 
• 
--．

...j 

2
4
 
I

 A
G
I
 
i

 
D
at
a 
st
or
ag
e 

!
 4
80
(i
0.
 U

S
B

 3
.i

 G
en

 2
 

I
 l

 V
N
D
9
.0
0
0.
00
()

.
'
v
'
N
D
9.
00
0.
00
0 
I
 

S
3
8
7
1

 S
.::p

.'
20
18

 I
 

-
～ヽ

・・
--
-l
・・

·-
·
一
—
.

--
、～

•一
·
--
-

．-
-

--
•--

4
 

I
 

2
5
 
l
 

A
G
I
 

i
 U
P
S
 

i
 C'.
>
K
E

U
P
S
O
n
li
n
c
3
K
V
/
¥
tJ
.I

K
W
 1

.
 
!

 
I
 I
 
i
 

V
N

D
 2
5
.0
0
し）．
0
0
0
1

 
V
N
「)
25
.0
0
0
.0
00
I
 :5

1.
07

6
 j
 

Se
p.
 :!
O

 IS
,

 
-
-
.
 l
 

9
 -
-

-
-

-
-

-
•一
..
一_

_._ 
-S

a_r 
-
S
a
n
tri
k 

l
 :
 

•
一
ー
・

一
!
 -~

-r
--

:-:-
::::

:-.
, =
-=
::
:-
-
・-

!
 26
 
I

 A
'
G
I
 
l

 
V
o
h
e
x
 M
i
x
er

 
j

 
lK

r¥
 V
o
lte
)(
J 

;
 
I

 
I

＼⑲
8
.5
0
0.
0
0
0

 :
＼
r'N
 D

 8
.5
0
0.
0
0
0
 I

 s
:;
66

 j
 

S
ep

.
 

2
0
18

 j
 

2
7
 l

 
A
G
I
 

i
 

Pi
p
ct

.-¥
id

 
I
 

E
as

:,-
~1

3 

2
8
 

A
G
l
 

p
H
 m
C
Ie
r 

O
R
I
O
N
 S
T
A
R
 A
2
1
 1

 
：ロ

2
り

A
G
!

S
-1.

18
6

 
＇ 1
 

,¥
ug
. 
2
0
18

 1
 

-
--
1
 

S
c
p
.2
01

8
 

$
1,
-l
6
3
.

.
 

戸
三

コ

I—
 

3
0
 
I
 P

P
R
I
 

i
 

~ 
~ 

3
I
 

P
P
R
I
 

□
en
:口：口

こ
こ

ロ
ー

一
ェ

P
P
R
l

H
凶
l
SI
m

li
z
i11
g
o
ve
n
臼

心
。¥:二
°i。d

el
:
S
R
¥＼
r

 
i
 

I
 

V
N
D

 1
25
.0
0
0
、O

O
O

V
N
D

12
5.
OO
O
.0
0t
)

 
S
5
.3
78
 

S
ep

.2
0I

S
 

:..)□
三

二
二

三
-[：：ロ

OO三゚
0:：゚1

:：：
:／□□

：1：
、
4
2

P
PR
I 

A
ut
oc
la
v
c
 
--

-—
詈巳

；pa
n.Mod

el:HV
-25:

 I
_
口
こ

二
戸
三

!
 

S
ep
.

 
J
O
IS
 
j

 

l
.
 

~ 
I

 
P
P
R.
I 

I
 

O
r
b
i
ml

 sh
n
k
er
 

i
 D
A
U
・I
A
N
 ・

 S
ou
th
 K

o
r四

．
M!
)d
el
:

；
 

！
 

1
 4
3
 

―
-
-
-
—
戸

3.D
I
 

I
 i

 
V
N

O
'.l
-1
.0
00
.0
0
0
 I

 
V
N
D
 34
.0

0
0.
()
0o

;
 

、
二

P
R
R
I
 

D
ig
il
a
I
 C
、Il
l
1c
rし
1

i
 C
n
n
o
n
E
O
S
7
50

D
-
-

-
I

 
V
N
D

 1
5
竺
竺

エ
王

三

＼
 
□三
」1；ーニ

ニeSニ
0:；］］
彎

二Bぶ0ニ
三ニ

0;゚□□
雪旦
雪塁
〗

特
⑤

ゴ

– 110 –



口ロ
ー：；三
［口；；；：：
□-
三

□
：口

□
三
：；［三

e:）□」
5
9
 
j
 

N
L
U

 
I
 

Jn
ve
rt
e
d
 m
ic
ro
sc
op

e
 

Be
ha
vi
or
 v
id

切
re
co
rd

in
g

-
-

-
Ol
)'
l1
翌
巴
竺
竺

．3ニ
-
-
-上

ロ
ニ
「

¥
6
0
9
.
5
8
4
 I

 
S5
.4
92
 

S
e
p
.
2
0
18

 !
 

二
亨

3
R

 S
．怜
tc
m
us
.
3
R
D
K
M
(
O
I

 
{

 
i

 
`
 ¥19.2

4
5
 

$
1
7
3
 

S
ep

 2
0
1
8
 

．
 ．
 ．．． 

・ー・
•, 

.
 

3
べ
tc
m

□
 -

-
？
竺
竺
＿
り1
悶ば悶

二
：一
塁
言

:7
1

l
 

上
ー一

/
 

6
2
ーニ

L
A
M
P
s
)、!巴
_

|
 

N
i
p
pt
}n

G
e二

16
|1 

:
 
I
 

Y
:9:

30：・ニ
l□
ロロ
ロニ

］
6
3
 

N
L
U
 

T
ra
n
s
kぅ
n
ne
T

~•一
ーロニ
；

：切＇ニ
エ詞

ロ-
--

—二
—--

¥
9
 □
 

$
8
9
 i

 
S
e
p
 2
0
1
8
 

;：［
二

□□
゜r

土·—]
二；

二二
□国

I勺：
二二

：：
ロニ

6
6
 

N
L
IJ

 
i
 

F
rば

な
T
(f
iw

¢t
し）
II
ng

a
I

 -3
i)
°C
)
 
，E

v
e
r
m
m
l
-
ha
ly
 M

'()
de

1•
 L
l)
F 
5
3
0
 
l
 

l
 
i
 V
N
D
 1
20
 0
0
0
.0
0
0
 :

 V
N
D
 12
0.
00
0,
0
0
0
 

$
5
,J
6
2
 l

 
Se
p.
 2
0
1
8
 

• --
• -
---
. 
-.
．．.. 
-•

一ー
・•
•
一
—
-

••--
--

--
-~

 -
-

-
・
 

•—
• ・
-

9
 -

• 
一ー・

•. 
．l

 
-

-
4•

 -．-
• ・

 
•.

--
-

i
 

-
-

I
 

N
i
pp

o
n
 -
Ja
pa
n
 M

o
d
eI
 
Ll
l-
2
4
0
N
 
!
 1
 
;

 V
N

D
 2
10
.0
0
0
 0
0
0
'

V
N
D
 2
10
.0
00
.0
(）
0
 1
 
S9
.（）

3
4
 |

 
sc
p.
 2
0
1s
 
:
 

I
 

`
 

：
 

1
 

-
-

-
-

-
•
 9 
-
-
-
•
 
·—

--
-
-
4
 

戸
Tl

`'
｀,．

、っ
•,J
^`
＇
・l
er
 

;
 AS
IC
C 
M
(）
i.l
c
l

 S
O
2

」
l

l
 ＼f
N
 D

 21
5-.
0U
U.
O
O
O
 [

 V
N
L
)
 2
1
5
.0
0
0.
0
0
0
 I

 S
9
,2
4
9
 j

 Se
p
.
2
0
1
8
 

-
-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

I
 

I
 

i
 

O
l
y
m
p
u
s.

 S.
ZX
 I

 
0
-3

 I
 11
 

j
 

¥'
.4
6位

!
Y4

69
.4
33
 
I
 $4

.
6
6
6
 I

 
N
o
v
.
2
0
16

 
ー・
---̀
―
・
 

••．
一•
-
一

·• ••
•
-
-

-
-

・
 
•'.. 

•-'-
'’...

._-
• 

I
 

9
 

-~—
· →一ト

・・
-
-
-

-•
 ・
 

•• 
.．・ 

••
一•

--
I 

ゞ
戸

+
-
-
-
i

‘
|

 
N
lp
p

叩
G
e
n
e．

し
T
4
6

;
 
l

 
:

 
¥
6
3
4函
け

Y
63

4
5
0
0
ー
了
石
冨
］

N
0
¥
.
 

2
0
1
6
 
1

 

•
-
-
—
上
→
．
-
-
一

ェ
、

＼
三

口
［；ロニ

〗Bc{)□
゜：／

i-一
ーニ
〗

ぃ'r
o9:
：一
号言

.
 

|
 

rm
n
sm

l(
！
 

SI
0
1.g
ie

l
 ]
．5
. 
T3
..
J.
TB
 

i
 

1
 
7
3
 

|
 

'
N

U
B
B
 

1)
an
 s
to

m
I心

I
 

P
o
n
ab
lC
 H

D
l
)
 r
s
4
1
 S
J3
51
..3 

!
 

！
 

S
1
 

6
8
,
 

$i
6
8
 

$
1
6
S
 

De
c.

2
f)
16
 
|
 

・
―
-
-•

一•
--
-
-
-

1
.
．
．
．
-

-• 
-
-

•. 
＾-

—ら
•←

•し
●—

-•
•一

•一
• -

—•
• ・

 ̀ ・
 

ベ・
¥

-
．-
--

•・ー・
--
i

 
-・ー

・
 

-•
-.-
--

-
-

，
 

1
 

|
 ＿

 
呼
三

– 111 –



-
!
 

F.
p
pe
nd
nr
「M

o
d
e
1

54
30

R
•—

--
-:

 
！

 
$8
.（）
3
2
 

S
S
.0
3
2
l
 

ss
.0
32

蒟
．

2
0
1
6

i
 

-
．

.
 -

•
一

i
 

•「
h

\)
rm
o
Fi
$h
.:
:r
 C
!-
>1
 
hw
i
1r
og
e1

、I
F-

I
 
:
 

:
 

I
 

l
 

7:
 

N
U
B
B
 

LJ
ec
lr
oニ
ー
一j

は『
心戸

°s
e
G
¢
k
s
n
r
l
e
r
k
I
t

i
 

S4
 0
90

 
S
4
0
5
0
'

4ヽ
0
)
0
 

S
叩

2
0
1
67

:
 7
6

ト
U
B
B

Frccze
r~31)咬

~•
三
こ

三
□
三

邸．152
-L
□
三

7
7
 
I
 
N
l
J
R
B
 

I
 

Re
fr
ig
er
at
or
 

I
 

Sc
lc
ct
a 
M
o
d
e
l
 S
1o
c
kl
o
w
 L
S
 

I
 I

図
6
9
9
I
 

S
-1
.6
99
 I

 
S4
.6
99
 I

 
De
c.
 2
0
1
6
 

塁—
NUBB

[C
-

-
-

-
Lenov
（、

三三
—·

-
3

-
・

 $
5
4(
J 

$
l.
08
0 
|

S
IO

SO
 

Ju
l 
2
0
1
6
 ]

 

l
 7
9
 
!
 

N
U
B
B
 

S
 ur
I!
C
 pr
oI
CC
II
O
II 

l¥
P
S
S
m
a
rl
U
P
S
6
K
V
A
 

I
 l

 
$3
.1
35
1 

53
.1
35

!
 

S3
.
13
5
!
 Oc
t.

2
0
16

 
-

-
・・.
 

• 

80
 

N
U
B
B
 

In
cu
ba
to
r 

JP
 S

じ
ic
a1
l
20
(）
12
5
0
 

2
-

-
・

--
$
6
-
9可

―
S
1
3
9
9
6

S
1
3
.
9
9
6
N
I
n
r
.
 2
0
1
7
 

一
卜

。
i

 

81
 
I

 NU
l
3
8
 

J
 U
P
S
 

1
 :¥
P
C
 to
w
cr

S
M
T
lO
OO
I 

I
 

2
 
I
 

$
6
3
8
 I

 
Sl
.2
76
 j

 
S

l.
~

76
1 
Ma
r.
 2
0
1
7
 

□
二

ch
りl
en
IS

!
 

A
l1
ac
hm
en
t 

4•
di

sc
 

l
 

Sl
.3
50
 I

 
S1
.3
50
 I

 $1
.3
50
 I

 
A
u
g
.
 2
01

6
 

83
1
 

N
u
B
B
 

rr
ac
te
r 
aI
KI
Ch

m
ビ
illヽ

！S
cr
of
di
sk
 p
l
o
ws

 
-

4
 

-
-
-
→
-
-
-

-
• -
--

---
-
-•

 --
-

▼
 

_
 

I
 

l
 l

 
-
s函

o
[

-
-

$2
.0
70
 

S2
.0
70
 

F
cb
.2

01
7
 ̀

 

三二
I：二

ll：1W
a
g
o
tl
i二
□PaJ(

.l
l.）

ー
：
 

s；;0:
；: 

s
;；:；: 

s
:
[：；： 
：：二゚

01
16
6
]

8
6
 

N
U
B
B
 
I
 

Pr
oj
ec
to
r 

I
 E
P
S
O
N
E
B
4
9
4
0
W
 

I
 

¥l
72
.3
68

 
¥1
72
.5
68
 

S
 L
7
1
3
 
N
o
v.

 
2
0
96

 

三
ー了
；v：:s:a：二

e三゚：
SSS
ulrl□□

：ー一ー
ニ

ー！～―
-ご

l
ss:
782
7：ー
：：ロ

89
 

|
 
-
二
—
-

-
-

•
二
．
ー
ニ
—

27
7.7

15
 

S2̀
76
0 

N
Oヽ

2
0
16
!
 

90
 
I
 

R
Y
F
C
R
C
 
I

 
L
A
M
P
 Sy
st
e
m
 

I
 

N
i
p
p
o
n
 G

e
m・

 L
 T
-1
6

)
 
I
 I

 
:Y

&J
➔.

50
0 J

 
-¥
63
-1
.5
00
 I

 $6,
30
7
 j
 No
"
-
2
0
16

 

9
1
 

R
Y
ド
C
R
C

T
n
I
n5
fo
n
ne
r:
Sll
rg
e 
p
ro
te
cl
Or
 

i
 1.
io
a.

 D
R
I
I
 20
(）
0
0
 

|
 l

'
 

I
四．

82
.<
i
j

 
¥9
.3
28
 i

 
S
9
8
 I

 
N
o
v
.
2
0
16
 

-：
 

-
R竺

C
R
(．

I三一
―

-
_

J
N
IC
lヽ
n
C
O
(
）
IP

IX
竺」

3
0

!
 

l
 i--

•一・
エ竺

旦ー
Y
4
0、
0
6
8

S
3
9
i
孟疇
叶

I
 

9
3
 

R
Y
FC

R
C
 

I
 D
I)

•i
ng

M
ac

hi
ne

 
i
 M
e
m
m
e
n
 u
F
I
 I
O 

!
 2

 
l
 

l
 

l
l
B
 8
4.
00
0 
!
 

T
H
B

16
8.
00
0 

S4
,8
44
 i

 
N
ov
.2
0
16

 
;
.. 
・-・
・

・・
・・
・・
・ 

-
.
.

.
 -

l
 

□
 

R
Y
l‘
C
R
C
 
l
 

C
en
tr
i
fl
lg
e(
OI
l
T
db
lc
)．
4
 

i
 E
p
pe
n
do
ri
返
IM
ul
ll
pu
rp
os
C
 

I
 

l
 

T
H
B
 4
臼
．
o
o
o
：
 ロ
ニ

0
0
I
 $1

3.
37
9 
!
 D心

.2
0
16

9
4
 

9
 
D
eg
re
c
座

竿
_

|
 

c
e1ヽ
tr
幽

戸
四

止
-

-
-

」
．-

（
 

-

R
Y
FC

R
C
 
l

 
P
CR

 
!
 E
p
pc
nd

or
⑱

M
a
s
ie
rc
yc

1c
rn
ex
us

 
!□

 
T
H
B
2
70
.0
00
 !

 
T
H
B
 54
0.
oo
o 
|
 S

15
.5
70
 

:
、t-［
三／

ーロロ
｛三

□
：三

冒
Slつ
398

に
l

,
N
[J
B
B
 

1
 

i
... 

i
 

Ce
nt
ri
fu
ge
 

9
5
 

T い

＼̀ ⑥  

H 活 ＇

9
6
 

9
7
 

De
-c
2
0
l
6
 
i
 

一
Ja
Il
.2
0
17
 

;
 

ロニ

– 112 –



｀
 

R
Y
F
C
R
(
..

 l
 

S
Ii
rr
cr
wi
II
, 
h
o
児巴
巴
-

-
• 

|
 

T
nr
re
y
 P
i
n
eヽ

Sc
ie
11
11
1l
c
I

 
IS
-1
0 

|
 l 

_
 
＿．
-

-
•
—
•
一

．
．

三
□
三三

□
[1

 

!
 

(O
i
l
 
I
 RY

FC
R(
_．

'
p
H
 m
c
u
r
 

・
 O
h
a
u
s
 S
tn
r1
cr
 3

 I
 

0
0
 

”
-
~

.
 -

'. 
10
5 
I
 R
Y
F
C
R
C
 

Li
q
ui
d

 Ni
tr
og
en
 T
an
i-

;
 :-
-.
1V
E 
S
C
2
0
!2
0
 

-..
—· 

I
 ¥V
aI
er
Ba
II
1

一
丁
屈c

m
m
c
r
t
¥V
N
B
14

 

J
 !
 Fr
心
7.
cr

(f
or
st
o
ri
ng
 3l
—
竺
~
5
3
1
2

一
・

I
 

Pi
pc
lt
e 
m
a
n
 sa

 
I

 
G
i
ls
on

 Pi
pe
ll
em
aI
I 

lー
ニ
三

．二
三
叫

＿—
S63

41
 Ja
n二
」

1二
讐

—1
[1：二
□
［
エ
三

i
 THI3

 55
.0
00

,
 

T
n
B
 5
<
 o
o
o
|
 

＄
 1、
5
8
6l
!

L
I
n
 20
1 
7
 

r←
 

T
H
B
26
.0
正
―
□

H
B
26
.0
0(

）
 l
 $7

5
0
 |

 
JJ
Il
2
0
1
 7

 

凹
竺

•OO
O

:
T
H
B
5竺°°

|
 s

l.
64
4 
:
 J
3n
.2
01
 7

 

T
H
B
 36
.o
oo
 

T
I•I

B
 3
6.
oo
o 
i
 

s
L
(）
3
8
 i

 
J
a
n
2
0
1
7
 

l
 

_
 

; 9 1 9 1  

1 -

11
 
l
 

R
Y
F
C
R
C
 

• 
Ic
e 
m
a
k
e
r
 m
a
c
h
i
n
e
 

竺
空

、~
l

 
El
ec
tr
op
lm
re
!-
is
 s
ys
t
e
m
 

R
Y
FC
R
(
.
 
|：;；

;
m
a
g
i
n
g
S
y
s
l
c
m
 

N
e
w
t
o
n
 F
la
ke
 k

c
 m:
id
ti
nc
 F
.
15
1 

i
 I

 
，

 
--

-
--

-
-
'

 

ー
い竺

竺
竺
竺
王
竺
―

|
 2
「

'. 
U
V
P
 P
h
o
t
o
D
o
c
-
n
 l
ma
gi
ni
g 

~ 、
I

,
 S
y
s
r
e
m
s
 w
il
h 
l)
ig
iC
am
 7
(）

‘
 

T
H
B
 2
7
8
.
0
0
0
 I

 
Tl
 1
13
 

~
78

.0
00

 i
 

$
8
,
0
1
6
 

Ja
n
.2
0
1
7
 

T
l
l
B
 t

 10
.0
00
 I

 S
3.

l7
2
 

Ja
n.
20
1
7
 

T
I•I

B
 5
59
-0
ao
 t-

Tl
 1
B 
99
.0
00
 

T
H
S
-
9
9
.0
0
0
 

$2
.8
55
 

J:
i1

1.
~0

17
 

I
 

$
!
．
牡
2

1
.l
an
.2
0
1
7

T
H
B
 ;5
.0
00
 1

 
TI
-I
B 
50
.0
00
 l

 
t
 

「H
B
4
7
8
.
0
0
0
 I

 TH
l3
 4
7
8
.
0
00

 j
 S
I
ふ
7
8
2
1
 J
an
.2
0 
1
 

7
 

¥ ¥ ‘ 逹
T

＝ 応

– 113 –



日時：2021 年 11 月 26 日（金曜日）15:00～17:00 
件名：成果 1 関係者へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 PPRI（植物防疫研究所） 

同 上 
同 上 
同 上 
同 上 
NUBB（国立バッタンバン大学） 
RYFCRC（ラヨーン畑作物研究センター） 
 
東京農業大学 
な し 
有限会社テクノスタッフ 
AGI（農業遺伝学研究所/傍聴） 
同 上 
プロジェクト（傍聴） 

Deputy Director General 
Researcher 
Researcher 
Researcher 
Lecturer 
 
Researcher 
 
助 教 
専門家（業務調整） 
専門家（業務調整） 
Researcher 
Researcher 
雇用スタッフ 

Dr. Trinh Xuan Hoat 
Mr. Mai Van Quan 
Mr. Lê Quang Mẫn 
Mr. Ngô Quang Huy 
Ms. Le Thi Hang 
Mr. Khin Sophary 
Mr. Phanuwat 
Moonjuntha 
キム・オッキョン 
川上 司 
井芹 信之 
Dr. Nguyễn Hải Anh 
Mr. Nguyễn Hùng 
Ms. Yay Mariya 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ

第一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グ

ループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
第１部：ベトナム、カンボジア、タイ側関係者へのヒアリング 
１．CWB 検出法の開発の進捗はいかがか。 
• カンボジア：プロジェクトの結果、ファイトプラズマの検出法である nested PCR 法が開発され

た。CWB の病原検出のために LAMP法を使うことも可能だが、nested PCRの方が広く活用され
ている。 

• ベトナム：プロジェクトによって開発された nested PCR 法は現時点で既に数年間活用されてい

る。 
• タイ：nested PCR 法は LAMP 法と比較し、より正確で安価である。プロジェクトは現在ファイ
トプラズマの検出に LAMP キットは活用していない。CWBの病原となるファイトプラズマは少
なくとも 4種存在していることをプロジェクトが明らかにした。 

 
２．プロジェクト終了までに残っている活動はあるか。 
• カンボジア：キャッサバの病害モニタリング法を農家にさらに普及させる必要がある。 
• ベトナム：LAMPキットの使用プロトコールを翻訳し農家に普及させる必要がある。現在、ベト
ナムでは抗体を活用した CMD 検出法を開発している。 

• タイ：技術移転のワークショップを計画していたが、COVID-19により実施できていない。ワー
クショップ等を開催せずに知見共有を行うための広報資料を作成している。農業省予算を活用

し、農家を対象とした研修を行うプロジェクトを形成する可能性がある。 

３．面談記録
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３．病害モニタリング強化に資する他の活動、成果はあるか。 
• カンボジア：2017 年にプロジェクトが病害モニタリングシステムを確立した。プロジェクトが
配布した健全種苗を入手した農家や組織と連携した活動を行っている。 

 
４．乾式 LAMPキットや Agribuddy を今後どのように各国で活用する予定か。 
• 浅沼：Agribuddy は現在活用されていない。プロジェクト開始当初はカンボジアにおいて 1万人
以上の農家に利用されていたため、プロジェクトでの活用を検討していたが、Agribuddyがベト
ナムでの運用を取りやめたため、活用できなくなってしまった。プロジェクトは現在モニタリン

グアプリとして Agrishotを活用している。 
• カンボジア：乾式 LAMP キットは CMD 検出に有用だがカンボジア側で生産することができな

い。 
• ベトナム：LAMPキットは市販されていないため、ベトナムにおいてさらに普及させる必要があ
る。材料の一部を輸入する必要があるため、プロジェクト終了後の LAMP キット生産体制につ
いて協議するべきである。 

• タイ：タイ国内で LAMP キットを生産することは可能。LAMP キットは農家に普及させるので
はなく、研究者や普及員が主に使うべきものである。 

• 浅沼：プロジェクトが開発した CMD検出法は農家に広く普及させる必要はない。最も重要な課
題はプロジェクト終了後にも各国で LAMP キットが生産できるような体制をつくりあげること
である。 

 
５．人材育成の観点からプロジェクトは各機関にどのような影響があったか。 
• カンボジア：プロジェクト開始当初、NUBB は CMD及び CWBを検出する技術をもっていなか
ったが、プロジェクトによって移転された技術や供与された機材により、キャッサバ病害虫のモ

ニタリングが可能となった。今後、コナジラミ対策の知見を獲得する機会があるとよい。 
• ベトナム：日本での研修等により技術者・研究者の育成が行われた。また、PPRI に供与された
機材やベトナム各地から入手したキャッサバサンプルが有用であった。 

• タイ：日本側、特に夏秋教授から多くの知見を得た。今後も日本側と共同研究を行いたい。 
 
６．ST 内のコミュニケーション、マネジメント体制、活動の実施プロセスは良好だったか。 
• カンボジア：ST1 のメンバーは 1 人のみのため、ST 内のコミュニケーションは問題とならなか
った。 

• ベトナム：ベトナムの ST1 の関係者の多くは PPRI所属のため、コミュニケーションは頻繁に行
われた。また、PPRI、HLARC、NLUは複数のプロジェクトで連携しているため、コミュニケー
ションは良好である。 

 
７．域内協力の活動は有効に行われたか。4カ国の研究者のネットワークを今後どのように維持・活

用する予定か。 
• カンボジア：本プロジェクトの関係機関と今後も共同研究を行いたい。特に、気候変動等の国際

課題に取り組む機会があることを望んでいる。 
• タイ：昨年、商業省に新しいプロジェクト計画の申請を行ったが、COVID-19により承認プロセ
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スに遅れが生じている。来年、承認される可能性がある。 
 
第２部：日本側関係者へのヒアリング 
１．全体コメント 
• ST1 の最も大きな成果は LAMP キット及び nested PCR 法の開発である。CWB 検出用の LAMP
キット開発が難航したため、代替法として nested PCR 法を開発することとなった。最終的には

CWB 検出用の LAMP キット開発にも成功した。 
• 乾式 LAMPキットは通常の LAMP キットのように冷却する必要がなく、電力供給が不安定な場
所や暑い場所であっても活用できるため、利便性が高い。 

• LAMPキットは感度が高いため、検査結果が速く出ることが利点だが、異物の混入防止に気をつ
ける必要がある。 

 
２．ベトナムの現状・課題について 
• 乾式 LAMP 法は凍結乾燥した酵素を使うため、凍結乾燥機が必要となる。凍結乾燥用の機材を
ベトナム側が調達できるかがプロジェクト終了後の LAMP キット生産の可否を決定する。 

• 2021年 10月に CMD 耐性品種開発を目的とした日本－ベトナムの共同研究プロジェクトが開始
した。プロジェクト期間は 5 年間の予定。 

 
３．カンボジアの現状・課題について 
• プロジェクト終了までにプロジェクトが開発したプロトコールを技術移転する予定。プロジェ

クト成果の持続性は NUBB 側の意欲による。COVID-19による移動規制のため、技術移転はオン
ラインで行う予定。 

 
４．タイの現状・課題について 
• タイ側研究者は分子生物学や SLCMV 検出への理解度が高い。プロジェクト終了までにプロト

コールの移転を行えば、成果の持続性に問題はない。 
 

（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 11 月 26 日（金曜日）15:00～17:00 
件名：MAFF（農林水産省、カンボジア）との面談 
 所属 役職 氏名 
先方 GDA（農林水産省農業総局） 

Plant Protection, Sanitary and Phytosanitary Department 
Department of Industrial Crops 

局次長 
課長補佐 
課長補佐 

Dr. MAK Soeurn 
Dr. Ny Vuthy 
Mr. Yin Chansothy 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第一

チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
第１部：MAFF Plant Protection, Sanitary and Phytosanitary Departmentへのヒアリング 

１．本プロジェクトと成果についての理解、プロジェクトとのコミュニケーションについて 
• GDA はプロジェクトに参加していていないので、JICA のプロジェクトについては個人的には分
からないが、同僚がワークショップなどに参加しているかもしれない。キャッサバ/CMDを扱っ
ている CIATのプロジェクトはある（Dr. Vuthy）。 

 
２．プロジェクト成果の Propagationや Managementについて研修の可能性 
• プロジェクトの成果を研修に加えることは可能。これまで GIZなどと PDAFF、生産者、農協な
どに研修を行ってきている。COVID-19で止まっているが、ある程度継続している。そのなかに
加えることは可能である。 

 
３．普及の可能性 
• サーベイランスと健全苗の確保、栽培時のマテリアルがどこから来たかなど農家は気にせず、ど

こからでも持ち込んでしまうため、植え付けの前に苗をチェックすることが重要である（ストッ

ク苗の生産のためにはウイルスフリーであることを確認し、生産することができるようになっ

た。これを普及することができるか）。Department of Industrial Crops（DIC）が Plant materialをチ
ェックしているが、現状では海外からの苗などチェックしていない。大規模農家などと協力して

健全苗を生産する必要がある。農家への研修も小規模にやっているが、全州にはできない。Plant 
material について注意することは分かってきたが、Whitefly のコントロールなどもまだ分からな
い。 

• フィールドでの防除は困難なので、DICと協力して、種苗生産者と農家が健全種苗を購入できる
ようにして、普及する必要がある。ラヨン種など CMD への耐性が強いようだが、モニタリング
していく必要がある（CIAT で CMDについて国際会議を開催する。C303と従来種との交配種は
ベトナム側が耐性をテストし、育種を開始している。このため、GDA は NUBBと連携してほし
い。健全種は NUBB だけで生産できるため、NUBB から民間や生産者へ普及することが意図さ
れている。このため、GDA でも各州で生産拠点をつくってほしい。MAFFは合意するが、GDA
リサーチセンターなどでスクリーニングして普及することが考えられる）。 

• MAFF に普及予算はない（Dr. Vuthy）。州や農協を通して MAFF Programとして予算配分を検討
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できるかもしれない（Dr. MAK）。 
• 財務省に NUBB が直接交渉した方がよい。技術や人員配置ではサポートできる。政策に基づい

て、ラヨン 9、KU50 などの種を生産できる。 
 
４．地域協力 
• ベトナムは、一部タイに輸出しているため、貿易推進の観点から地域協力は重要。昨年タイから

健全苗を入れた。CMD について CIAT を介して地域協力を行っている。こうした活動を通して
隣国との情報交換や協力を行っている。 

• GIZが各種の委員会をつくり、工芸作物、病害防除など政策やガイドラインづくりをサポートし
ている。工芸作物にはキャッサバも含まれていて、アクションプランを作成する予定なので、そ

のなかにキャッサバ生産を行う中小企業による生産強化と輸出促進などを加えたい。 
 
第２部：MAFF Department of Industrial Crops（DIC）（Mr. Yin Chansothy）へのヒアリング 

１．本プロジェクトと成果についての理解、プロジェクトとのコミュニケーションについて 
• 本プロジェクトにカシューナッツとキャッサバで、MAFF の国際協力局と連携して JICAとワー
クショップなどやった。プロジェクトのワークショップにも参加した。 

 
２．健全種苗の普及の現状について 
• キャッサバ政策を策定し、健全種苗の普及は PPSP（プノンペン経済特区）が担当している。DIC
は、農家への普及などを担当している。 

 
３．研修に対する本プロジェクトの成果の反映について 
• IFAD（国際農業開発基金）の支援で栽培技術、ポストハーベストマネジメント、CMDなどの病
害、種苗の選択方法など、TOT での研修を行っている。キャッサバについての研修も行ってい

る。 
 
４．モニタリングシステムの普及 
• NUBB と ZOOM会議を行って、健全種苗の普及について検討した。また、NUBB から 2回ほど
情報提供を得て、チョンカラ（？）uplandの農業試験場でキャッサバ生産を始めている。面積が
広く適した地域で、CIATからのグリーンハウス提供を受けている。ストック苗生産は NUBB が
病害リスクが低い地域にあるので、NUBBが良いが、ここでの増産が可能で、NUBB から提供を
受けて進めてほしい。 

 
５．普及のためのプラットフォーム 
• Department of Agricultural Cooperativeがキャッサバ生産を行っている農協や輸出業者などを把握
している。5年間の生産データなどもあるので、農協への情報提供などはできる。市場情報、病
害情報など、質問票のなかでキャッサバ生産している農協の情報をのちほど提供する。 

 
６．CMD 対策の現状と計画 
• Whiteflyの防除が CMD 対策にとって重要。生産減少が起こっている。このため、CMD 耐性のあ
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る種苗の開発を期待している。そのために、MAFF の Research centerが参加できるとよい。 
• CMD 耐性のある種苗は、既にベトナムで育種が始まるので、ベトナムやタイと協力してカンボ
ジアでも育種が進んでいる。また、uplandでも CIATの協力で、タイから入れた種苗について耐
性をテストしている。うまくいけば、カンボジアでも生産者にも普及できる。 

• NUBB などで健全種苗の提供を強化してほしい。農民への技術普及という点でもうまくいって

いるし、PDAFF への普及なども進めてほしい。 
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日時：2021 年 11 月 30 日（火曜日）8:00～9:00 
件名：成果 2 関係者へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 NLU（ノンラム大学/現在九州大学博士課程に在

籍） 
NLU（ノンラム大学） 
NUBB（国立バッタンバン大学） 
同 上 
RYFCRC（ラヨーン畑作物研究センター） 
九州大学 
な し 
有限会社テクノスタッフ 

Lecturer 
 
Staff 
Lecturer 
Staff 
Researcher 
教 授 
専門家（業務調整） 
専門家（業務調整） 

Mr. Nguyễn Tuấn Đạt 
 
Mr. Trần Lê Tấn Lộc 
Mr. Sophary Khin 
Ms. Layheng Sam 
Ms. Sirilak Lankaew 
高須 啓志 
川上 司 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第

一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グルー
プ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
第１部：ベトナム、カンボジア、タイ側関係者へのヒアリング 
１．重要な成果と残された活動 
• ベトナム：天敵の活用を含めたモニタリングは初めて導入したことで、非常に画期的。ベトナム

では CMD は大きな問題で、評価も行っている。2年間のファンドで天敵の調査など進める予定
なので、このプロジェクトでは特にない。 

• カンボジア：カンボジアでは研究者だけでなく農家にとっても重要だった。ベストの特定と天敵

をもつことで対応ができるようになった。また、フィールドガイドなどで、モニタリングの方法

が確立でき、活用できる。ラボで天敵も適切に飼育している。技術移転は終わっているが、CMD
などはまだ広がっているので、モニタリングを続けることが重要。 

 
２．個体数管理 
• カンボジアでもベトナムでも毎月調査を行っており、個体数はモニタリングしているので、必要

があれば天敵を活用できる。活動はベトナムとカンボジアなのでタイではあまり関連していな

い。 
 
３．成果品の活用・普及 
• ベトナムでは、フィールドガイドは既に公開している。Q&A、Agrishotは使いやすい。大学でも
学生が活用できるようになっている。カンボジアでは、政府機関からも農民に普及した。Facebook
などにも掲載する予定。フィールドガイドなどは PDAFFや学生も活用できるようになっている。
タイでも農業協同組合省農業局のウェブサイトに載っている。タイでは農家はキャッサバの病

害や天敵について既によく理解している。 
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４．Agrishot 
• ベトナム：とても良いアプリで、写真と地域の情報など送れば回答が得られるので、だれでも使

えて、数秒でどの程度どの病害か判定できる。農民はまだ病害虫について詳しくないので、ガイ

ドも含めて有用である。ST4 と一緒に農民に研修を行ったときに、1 回の研修で 30 人ほどに普
及した。ドンナイの農民や学生には普及している。すべての農民がスマートフォンを持っている

わけではないが、子どもを介して活用するという事例もあり、関心は非常に高い。学生も病害虫

の特定はできるようになったが、この先は対策を理解できるようになる必要がある。 
• カンボジア：農家はあまり病害虫に詳しくないので、とても使いやすいアプリで良い。 
• タイ：タイではリーフレットなど既に配布しており、農家は既に病害虫について理解している。

また、農家が分からないときは電話などで問い合わせがくる。 
 
５．モニタリング・管理体制 
• ベトナム：天敵は非常に有用であることがアフリカで 30年前から使われていて証明されている。
フィールド調査の方法が確立されていて、それに基づけば今のところ放飼する必要はないが、調

査結果に基づいて個体数が多くなれば、放飼する可能性がある。現在、CMD が広がっており、
農薬利用が進んでいるので、天敵が減ってしまう可能性はある。天敵の増産については、タロの

利用の方が安いが、キャッサバは他の研究にも使うため、NLU ではキャッサバを使っているが、
増産する場合にはタロが使える。 

• カンボジア：カンボジアは初めて biological controlできるようになった。天敵はあまりいないの
で、放飼していないが、今後のためにラボで飼育していく。継続するうえで天敵の飼育方法など

技術的な問題はない。タロは非常に安いので良い。タイで使っているが、カボチャはうまくいか

なかったので、タロを使っていきたい。 
• タイ：タイでは既に天敵を活用した経験があり、モニタリングしているため、コントロールでき

る。農薬についても天敵を殺さないタイプを使用することを推奨している。 
 
６．OJTと中期研修による能力強化の効果 
• ベトナム：特定方法や環境管理・制御について日本の九州大学で多くの研修を受けた。今後、NLU
で学生の指導に活用していく。また、1 名が九州大学で修士を取得し、ベトナムの大学で CMD
について継続して研究している。 

• カンボジア：NUBB にとって極めて重要。プロジェクト前は全く技術がなかった。プロジェクト
中に修士で学び、戻って教えている。 

• タイ：ST2 メンバーと NLU で研修を受け、九州大学でも研修を受けて、新しいことを学んだ。

増産にカボチャを使う方法や天敵の活用方法など有用だった。 
 
７．CMD へのバイオロジカルコントロールの活用について 
• ベトナムでは、Whitefly のコントロールについて、農薬を活用したがうまく機能しなかった。バ
イオロジカルコントロールの可能性について研究していきたい。 

• カンボジア：フィールドではWhiteflyは少ない。ラボでのコントロールの可能性を研究したい。 
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８．チーム間のコミュニケーション 
• ベトナム：COVID-19 で直接活動できなくなったので、その後、メールベースでのコミュニケー
ションが中心になった。新しい情報や他国の情報など高須先生やメンバーからも得られる。今後

もこのような形でコミュニケーションをとりたい。 
• カンボジア： COVID-19 で直接一緒に活動できなくなったが、ベトナムと同様で、何か問題が
生じればメールなどで聞くことができる。 

• タイ：タイは直接活動にはそれほどかかわっていないが、他のメンバーや日本の先生と知り合い

になったのでコミュニケーションできる。 
 
９．地域協力 
• ベトナム：NLU と HLARC は毎月一緒にモニタリング調査を行っている。学生も一緒に活動を

行う。NUBB のメンバーとは 2年間一緒に日本で勉強したのでネットワークがあるし、一緒に研
究も行った。一緒に勉強した卒業生と Skype などで今でも知識について意見交換している。
COVID-19で日本に行けなくなったが、状況が改善することを期待している。 

• カンボジア：日本の先生と頻繁にコミュニケーションをとっている。NLU と一緒に高須先生の

研究を行う予定。また、来年日本で研究する予定がある。 
• タイ： ST2 のメンバーとは Facebookやメールアドレスがあるので、コンタクトできる。 

 
10．大学教育への効果 
• ベトナム：NLUは九州大学と MOU（覚書）がある。プロジェクトで得た日本での教材を使って
教えている。モニタリング、フィールド調査方法、エコロジーなどベトナムでは比較的新しいこ

となので、教材にも反映させている。学生も天敵・バイオロジカルコントロールは新しい考え方

なので関心があり、論文など紹介している。また、授業のなかでプロジェクトのことなどを使っ

て教えている。 
• カンボジア：九州大学農学部と MOU がある。九州大学で 2 年間学んだので、プロジェクト前、

entomologyの授業はなかったが、日本から戻って、ペストマネジメントのラボにつくり、バイオ
ロジカルコントロールについてのトピックも教えている。 

 
第２部：日本側関係者（高須教授）へのヒアリング 
１．CMD について、Whitefly のコントロールの可能性について 
• 基本的に温室の中で広がるため、ハチを放すと効果があり、オランダで成功例が報告されている

が、屋外では害虫というほどの密度ではないので、媒介虫としては重要だが、害虫としての被害

は少ない。また、天敵を大量に増殖することは技術的にも難しいし、密度も既に低いので、あま

り現実的ではない。抵抗性の高い品種の開発と農薬利用が考えられるが、ネオニコチノイド系

（カメムシ対策）はミツバチへの影響も大きいため、まき過ぎると環境被害が大きくなる。

HLARC で育種によって、抵抗性の比較的高いものをつくることが短期的な対策で、ベトナムで
成果が出るとよい。耐性が強いアフリカのものは栽培の手間や生産性の面で農家が嫌うので、ア

ジアに合ったものをつくる必要がある。KU50は部分的に抵抗性があるので、そうしたものを天
然種苗として使い、農薬と併用するなど必要。 

• ハダニなどの影響はあまりない。紫外線が十分ある所であれば問題ない。天敵も集まる。  
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２．プロジェクトで開発したシステムの普及について 
• 完全な抵抗性の高いものが出てくるまでは、AGI や HLARC で開発するにしても数年かかるの

で、KU50 など感染性の低いもので育種して普及することが必要。ストック種苗はそれでいいが、
健全種苗の増産については、感染し、薬を使うなどが必要なのでコストと手間がかかるため、農

家にインセンティブが低いと思われる。ベトナムの味の素が契約農家をもっているため、依頼す

る可能性があるが、健全種苗の登録ができないと配布できない。また、健全種苗をつくってもす

ぐに CMD に感染してしまえば意味を失ってしまう。カンボジアでは健全種苗はできているが、

生産地に持って行っても感染してしまう。タイのように完全防除の対策がとれればなんとかな

るかもしれない。 
 
３．ST2としての達成度 
• ST2としてできることはできた。コナカイガラムシの outbreakが起きたとき（農薬散布でハチが
減少したり、温暖化などで）のために、天敵の増産はできるようにしておくべき。 

 
４．持続性 
• NLUと NUBB での飼育は、これから科研費でプロジェクトも実施するため 2年間は続く。NUBB
は教員も 1名しかいないし、技官などほとんどいない。学生があまり参加しておらず、参加を求
める場合は日当が必要になる。大学院がないため、学生の研究参加が難しい。もし NUBB での

飼育がダメになっても、NLUから持って来られるし、現地でも採取できる。人材面が一番問題。 
• RYFCRC の C/P については、研究はあまりやっていない様子だが、タイのカセサート大学など
はしっかりしている。 

 
５．プロジェクトの成功要因 
• メンバー間のコミュニケーションがうまくいった。当初は不発弾（Unexploded Ordnance：UXO）
で調査に制約があったが、チームワークが良くなって、日本で研修した人材が参加することで成

功できてきた。毎月マンスリーレポートを調整員がサポートして、各 ST から出させるようにな
った。当初はなかったが、2年目から導入した。また、Facebookで病害虫や農家の様子などの写
真を上げることで、各国の活動などが視覚的に理解できた。マンスリーレポートと Facebook に
基づき、毎週の「キャッサバビエン」の発信も関係者の理解促進によかった。 

• 当初は頻繁に現地に行ったが、中間レビュー以降は、メンバーが主体的に進めるようになった。

キャッサバの栽培に日本側の優位性はなかったが、検査技術、育種技術など技術面で日本の優位

性を先方が理解したことも主体性が高まった理由ではないか（井芹専門家）。 
• 研究主幹が案件内容をよく理解していて、サポートしてもらえたこともプラスであった。 

 
（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 11 月 30 日（火曜日）10:30～12:30 
件名：成果 3 関係者へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 AGI（農業遺伝学研究所） 

AGI（農業遺伝学研究所/現在、理研の博士課
程に在籍） 
AGI（農業遺伝学研究所） 
HLARC（フンロック農業研究センター） 
同 上 
同 上 
同 上 
同 上 
NUBB（国立バッタンバン大学） 
同 上 
理化学研究所 
な し 
有限会社テクノスタッフ 

Researcher 
Researcher 
 
Researcher 
Researcher 
Researcher 
Researcher（元センター長） 
Deputy Director（副センター長） 
Researcher 
Vice Dean 
Staff 
特別研究員 
専門家（業務調整） 
専門家（業務調整） 

Dr. Nguyễn Hải Anh 
Ms. Vũ Anh Thu 
 
Ms. Tống Thị Hường 
Mr. Nguyen Hung 
Mr. Le Ngoc Tuan 
Dr. Nguyen Huu Hy 
Ms. Pham Thi Nhan 
Mr. Truong Minh Hoa 
Mr. Panha Pok 
Mr. Sothea Rien 
徳永 浩樹 
川上 司 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グルー
プ第一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS
グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
第１部：ベトナム、カンボジア、タイ側関係者へのヒアリング 
１．重要な成果と残された活動 
• ベトナム：まず、1番目として、組織培養などプロトコールの作成について、AGIは HLARC に
移転して、うまくいっている。2番目の成果としては CMD耐性種苗の開発で、2020〜2021年に
ハイブリッドの種苗開発ができた。3 番目は Descriptor で、HLARC でプロジェクト前からやっ

ていたが、詳しくなかったのでタイから学び、これから各品種についても作成できる。4番目と
しては、遺伝特性の研究成果は CMD耐性品種開発に生かすことができる。まだできていないこ
とは、ストック種苗を農家に普及することだけで 2022年 3月までにやりたい。HLARC は、CMD
耐性の品種開発などは、プロジェクト後も進めていく。ストック種苗の配布はドンナイ省以外の

周辺の県にも配布したい。 
• カンボジア：カンボジアでは NUBB だけがスクリーンハウスなどのストック種苗生産に必要な

施設とシステムをもつため、プロジェクトの貢献はとても大きい。「キャッサバ政策」もプロジ

ェクトによる大きな成果。NUBB の種苗生産システムが確立したことを、他大学や MAFF にプ
レイアップして、拠点として認知してもらった。ほかに残された活動は特にない。 

 
２．ストック種苗の管理システム 
• ベトナム：HLARC での種苗生産能力も大幅に上がった。それまで従来型でやってきたが、質と
量ともに高まった。CMD のために生産が不安定になっているため、南部ベトナムに CMD 耐性
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種苗を普及していきたい。 
• カンボジア：プロトコールなどの技術面、スクリーンハウスや灌漑システムなどハード面も整備

されたので、ストック種苗生産の仕組みはできた。生産量は少ないが、GIZ が普及・拡大を行う
予定である。既に栽培農家へのモニタリングの方法やプロトコールについて技術移転を行った。

13 農家が既に種苗生産農家になった。 
 
３．CMD 耐性種苗の開発 
• ベトナム：2016年に CMD について認識が始まり、現在、全土に広がっている。育種開発が始ま
っている。そのベースとなったという意味で本プロジェクトの意義がある。また、MARD も貢

献を認識している。標高 1,000ｍの高地で開花させるなど、ハイブリッド育種を開発してきて、
結果に満足している。まもなく農家に提供できるのではないかと思っている。AGI から NUBB
に CMD耐性の高い種苗を提供する予定である。開発の結果については周辺国にも共有する。ま
た、MARD から HR52 の配布許可が下りた。南部での普及が認められている。 

• カンボジア：CMD 耐性の高い種苗を受け取る予定になっている。 
 
４．タイによる技術移転 
• ベトナム：HLARC の Descriptor についての技術移転は重要であった。タイからの技術移転がな
ければ、組織培養などの技術も高まっていなかった。フィールドは CMD 感染のリスクが高いの
で、ラボでの管理に重要な技術となっている。また、他の南部ベトナムのセンターにも技術移転

する。 
• ベトナム：AGIのスタッフは Descriptorのつくり方を習得したので、他の品種についても作成し
ていく。土壌の組織培養の方法も有用だった。AGIは多くの品種を管理する必要があり、組織培
養技術は既存の品種の管理にとても重要。CMD 耐性の開発にも組織培養の技術を活用するので、
AGI にとっても HLARC にとってもとても重要。開発時間の短縮に貢献する。CMD 耐性の健全
種苗が開発できたら、全南部に普及するためにも必要な技術である。 

• カンボジア：Descriptorの作り方も増産技術なども活用できる。また、これらの技術については、
MAFF や NGO などにも研修で技術移転した。カンボジアでは 2020 年に洪水があった。フィー
ルドに被害が出ても、ラボでの組織培養で回復できる可能性がある。普及のための増産を行うう

えでも必要な技術となる。 
 
５．プロジェクト後のネットワークの継続性 
• ベトナム：3国間のネットワークは形成された。組織培養の方法など学んだのち、ラヨーンの研
究者にメールで問い合わせなどしている。カンボジアとはストック種苗の栽培技術などについ

て支援している。ベトナムの C/P 機関とはプロジェクト前から既にコミュニケーションがあり、
プロジェクト中もよく連携できた。日本の理研との関係も研修などを通して、他のメンバーとの

関係も強化された。 
• カンボジア： 地域間の課題についてチームとして連携していく。また、各国の状況など情報交
換を行う。 
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６．今後の協力 
• ベトナム：これはたくさんの国と機関が参加したプロジェクトだったので、井芹専門家も難しか

ったと思う。国と国とのコミュニケーションは初めてのことだったので、良い経験になり、今後

の地域協力に生かせる。 
• カンボジア：プロジェクトのマネジメントについて多くのことを学んだ。 

 
第２部：日本側関係者（徳永研究員）へのヒアリング 
１．ST3の成果と残された活動 
• ストック種苗の生産体制を 2 カ国で確立し、理研で FT 遺伝子を解析し接ぎ木の材料の開発と

CMD 抵抗性品種を取り寄せて、ベトナムに導入した。抵抗性も検証されて、これを去年から育
種を進めることとなった。遺伝子素材を育種に使うことは想定していなかったが、開花のメカニ

ズムなど使えることが分かってきたので、これからプロトコールなどどのようなマーカーを使

うかなど、プロジェクト終了までできるだけやり、その後は科研費で共同研究として取り組んで

いく（5年間、HLARC と AGI）。日本で学んだ C/P 3名が中心となって、あとは遠隔で共同研究
を行う。 

• FT 遺伝子をベトナムに持ち込むのではなく、現在、理研で学位取得中の AGIのスタッフが AGI
でつくることを考えている。 

 
２．CMD 耐性品種の開発 
• 耐性も遺伝することなど分かっているので、開発はできる。あとは、良い品種を開発することで、

HLARC は育種の実績がある。 
• 交配、選抜、種苗登録まで AGI と HLARC が強みのあることを担当するというよりは、実用品

種の開発についてはそれぞれがやりたいと考えている可能性がある。他方、HLARCは所長と女
性の研究者の 2名以外は、意欲がばらばらなので不安がある。 

 
３．持続性 
• シードシステムは確立した。維持はできるのではないか。抵抗性品種を来月に入れることになっ

たが、NUBB が増やしてシステムに組み込むのはプロジェクト後になる。予算の財源がないのが
課題となる。 

 
４．プロジェクトの促進・阻害要因 
• 徳永研究員が長期的に AGIで研究を行うことができたこと。 
• FT 遺伝子はベトナムに持ち込めなかったため、AGI研究者を日本に呼び研修で技術移転をした。 
• COVID-19 の影響としては、2020 年はあまり規制がなかったが、2021 年 5 月以降は北から南に
移動できなかった。AGIは許可証を出してくれたので、勤務はできた。 

• NUBB でのストック、スクリーンハウスの設計などはコンサルタントの功績。その後、コーディ
ネーターの川上専門家は日本の種苗管理センターの出身で、洪水対応などもうまくできた。また、

現地コーディネーターを貼り付けたことが重要だった。 
 

（本記録は、先方の確認を経たものではない）  
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日時：2021 年 11 月 30 日（火曜日）13:30～14:30 
件名：成果 4 関係者へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 NLU（ノンラム大学） 

NUBB（国立バッタンバン大学） 
同 上 
RYFCRC（ラヨーン畑作物研究センター） 
な し 
有限会社テクノスタッフ 

Lecturer 
Lecturer 
Lecturer 
Researcher 
専門家（業務調整） 
専門家（業務調整） 

Dr. Nguyen Chau Nien 
Mr. Sovannara Moun 
Ms. Ta Than 
Ms. Suwaluk Amawan 
川上 司 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第一
チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グルー
プ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．CMD 対策の現状  
• ベトナム：現在、Whitefly をコントロールするのが難しい。現在できることは、農民に自分たち
で被害の出ている木を処理する一方で、CMD耐性種苗の開発を待つようにお願いしている。 

• カンボジア：毎月モニタリングを行っており、農民も茎・幹を販売している。一部の農民は感染

した材料を販売している。 
 
２．研修の評価と活用 
• ベトナム： HLARCが農民と良い関係を築いているので、そこを中心に技術普及を行った。 
• カンボジア：ワークショップを 2種類実施した。一つは政府職員などで、もう一つは農民。ワー
クショップでは実地研修を行った。また、一部の農民（種苗生産者）に対しては毎月指導とモニ

タリングを行った。また、一般の生産者向けには病害虫の特定と対策などについて指導した。 
• タイ：タイでは普及局が実施しているので RYFCRC では分からない。 

 
３．農民への調査での学びと研修への反映 
• カンボジア：468 名の農家への調査を行った。Whitefly や CMD についての理解と態度、行動な

どを調査し、農民は病害虫を理解しても感染した木など除去しないことが分かった。 
• ベトナム：KAP調査には NLUの研究者と修士学生が参加し、論文などにまとめて、これからも
何件か共同研究の結果を発表する予定。日本側の研究者がベトナムに来られるようになってか

ら、協議して発表する。 
 
４．人材育成、組織強化 
• ベトナム：修士学生への指導が強化できた。これまで社会調査などメインにやっていなかったので、

新しい取り組みとなった。今でも毎月ミーティングなど行っている。これまでに論文も発表した。ド

ンナイの 11のDARDと関係が構築できたので、今後、農家との関係もできたことは重要だった。 

– 127 –



• カンボジア：研修を行うなどで、いま、NUBBの役割や存在が認知されるようになってきた。教
員もワークショップや研究などを行うことができるようになった。学生も農民との対話など訓

練になった。現在、1 名がタイの大学の博士課程で学ぶことができるようになったこともメリッ
ト。COVID-19で日本研修ができなくなった。 

• タイ：機材、研修などで能力強化できた。 
 
５．今後の普及とプロジェクト後のネットワークの継続性 
• ベトナム：これまで普及にあまり焦点を当てていなかったが、地方の行政機関、HLARC などと
関係が構築できたので、今後、このネットワークを生かして普及と研究を進めたい。 

• カンボジア： 研修で普及のキーパーソンに指導し、今後、いろいろな活動をできる可能性があ
るので、機会があれば資金申請したい。また、社会調査や普及についても、農学部のカリキュラ

ムに反映したい。また、植物防除の授業にも学んだことを生かしたい。 
 
６．今後の協力 
• ベトナム：日本の研究者、ベトナムの現地の関係者との関係を継続したい。 
• カンボジア：PDAFF と関係を構築できたので、彼らのプロジェクトでコンサルタントとして活
用してもらうなどの話がある。GIZ とはプロジェクトとのつながりで、コンポンチャムでの活動
を一緒にやる可能性がある。 

• タイ：CMD対策のプロジェクト予算が下りた。 
 
７．健全種苗生産についての意識 
• ベトナム：農民は当初、種苗材料を捨てていたが、利用できることを理解したことで、利益が得

られることが分かったため、種苗生産に参加した。また、HLARC から健全種苗を受け取れるこ
ともインセンティブとなった。 

• カンボジア：GIZ もキャッサバの普及を計画していたので、GIZ が選定してインプットを提供した農
家への支援を行った。種苗生産農家となった農民は、PDAFFが把握している有力農家でもある。 

 
８．他県への普及 
• ベトナム：ストック種苗を生産できるのは HLARC だが、CMD がなければ、プロジェクトのモ

デルは他県にも普及できたと思う。システムはとても良いので。ただ、現状として状況は悪くな

っていて、中部ベトナムにも広がっている。 
• カンボジア：25haの農地をもつ農家などもあり、幹など購入している農家があるので、CMD な
どなければ、より普及が進んだと思う。 

 
９．KAP調査の継続性 
• ベトナム：2県で既に同様の調査を使って、メコンデルタでアグロフォレストリーの仕組みにつ
いて調査した。学生とも一緒にやっている。 

• カンボジア：予算を確保して、継続して普及のための調査ができるとよい。 
 

（本記録は、先方の確認を経たものではない）  
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日時：2021 年 12 月 1 日（水曜日）10:30～11:30   
件名：CIAT（国際熱帯農業センター）へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 CIAT（国際熱帯農業センター） 

有限会社テクノスタッフ 
Senior Researcher 
専門家（業務調整） 

石谷 学 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グループ 
同 上 

課 長 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
調査員 

溝江 恵子 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．プロジェクトの達成度 
• ネットワークづくりや種苗生産の技術の確立という点では達成度は高かった。 
• CMD の拡大への対応には、日本のスタートアップの企業と組んで、農家からの情報吸い上げと
分析のためのシステムを入れたデジタル化などもやっていく。外務省から予算をもらって AGI
の Dr. Anh とデジタル化を進めている。Listen field という会社と AI を活用して病気の特定を行
うというアプリ開発を行う予定。CMD を対象として農家から写真を上げてもらい、地図上に位
置づけることができる。Listen fieldはタイでイネについて 1万人の利用者をもっているので、そ
のノウハウをキャッサバに使う。 

• また、タイ味の素から連絡があり、カーボンフリー事業を進めたいということで、理研の関先生

と話をして、関心をもっている。 
 
２．CMD 耐性種苗開発における CIATの役割 
• キャッサバの育種資源をコロンビアから譲渡する仕組みがある。54 の遺伝資源をベトナムとカ
ンボジアにもってきて、耐性の高い品種を選び、ベトナムでは終わり、カンボジアではオースト

ラリアのプロジェクトで持ち込まれたものを、2 年前からやっているが、COVID-19 もあり、思
うように増産できずにいると聞いた。ベトナム政府から Certificateをとり、AGIから NUBB へ組
織培養して移すことになった。今年中に NUBB に入るので、増産してもらう。組織培養から土

壌に移すのは時間がかかるが、鉢上げして土壌に入れることができる技術を入れたので、それを

生かしていける。 
• タイは既に被支援国ではなく、支援国として参加した。CIAT の専門家が何十年も前に KU50 を
つくるといった歴史があり、タイも周辺国を支援するということについて理解していると思う。 

 
３．プロジェクト成果の公開・普及 
• キックオフ会議の開催など CIATのウェブで紹介したことはある。ただし、2018年に Biodiversity 

Internationalと allianceを組むことで、手続きが面倒になり、自由な情報公開などがやりづらくな
った。Global Cassava Partnership 21（GCP21）は CIAT が主催しており、そうした会議などに理研
の関先生などに参加してもらった。 
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４．CIAT と他機関との関係協力 
• プロジェクトまでに CIAT と密な関係があったので、それが素地になった。カンボジアの政府が
参加しなかったことは予想外で難しい点になった。他方、NUBBの学長が交代してから良くなっ
た。キャッサバセンターが荒廃していたが、これを建て直して、ストック種苗生産体制の確立に

つなげることができた。 
 
５．促進・阻害要因 
• 相手国の動機づけは難しいが、Empowerment することが重要だと感じている。プロジェクトと
して現地で研究をどんどん進めていくことはできるが、現地の能力強化が必要だと思う。 

 
６．上位目標に関して 
• CIAT は研究機関なので、エビデンスを示して議論するのがスタンス。長い間、政府機関と関係
を築いてきており、キャッサバ政策策定にもかかわっている。いろいろな材料や技術を持ち込ん

でいるので、それなりに影響力はある。 
• CMD 耐性のある種苗生産の可能性としては、完璧なものはできないが、少しでも早く農家に届
ける必要がある。遺伝子マーカー選択後、収量をテストするという作業があるので、それほど時

間はかからない。ベトナムとタイで最小限の被害にとどめる必要がある。スターチは北米などで

需要が上がってくるので、特にタイの産業界は求めている。タイではストック生産と増産の仕組

みはできているが、トラッキングの仕組みがないので、病害の特定が求められている。 
 
７．JICAへの提言 
• 産業化が重要となっているので、カンボジアに入っている日本企業など含めて、民間との連携を

視野に入れるべき。特に、スタートアップの企業も入ってきている。政府の役割は規制緩和など

必要だが、いろいろな戦略を考えてもらえたらよい。プロジェクトでは多くの関係機関が参加し

てネットワークができたので、それをアジアでうまく使うことが求められる。 
 
８．その他の情報 
• JST のアクシスの活用について、今年度で終了し、来年度はない（古川）。 
• 社会実装は常に問われる。ポテンシャルのあるものを採択する見極めが必要（浅沼）。 
• 現在、アフリカは 8割、スリランカは 3割ダメになる。このように減産されてくると、タイ味の
素も生産量が 2割程度の削減になるなど、産業へのインパクトが大きい（石谷 Senior Researcher）。 

 
（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 1 日（水曜日）10:30～11:30 
件名：PPRI（植物防疫研究所、ベトナム）へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 PPRI（植物防疫研究所） 

同 上 
有限会社テクノスタッフ 

Deputy Director General 
Researcher 
専門家（業務調整） 

Dr. Trinh Xuan Hoat 
Mr. Mai Van Quan 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第一

チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．プロジェクトの評価・課題/普及の到達度 
• これまでにすべての活動が終わった。CMD なども対応が終わった。モニタリングシステムにつ
いても PPD レベルでの仕組みを入れた。PPD だけでなく農家への研修もやった。プロトコール

を教えて、キャッサバ生産の盛んな地域の PPD の仕組みとして取り入れた。 
 
２．CMD 耐性種苗の開発 
• CDM への耐性が高い HN3 と HN5 はもうじき登録される予定であり、二つの品種の選定・活用
について MARD へ提言を行い、MARD の方針となっている。実現すれば、HLARC などで増産
できる。 

 
３．地域協力 
• 3 カ国で協力してきた。ST1 について、COVID-19 前までは頻繁にメンバーで会議を開催してい
た。病害防除の技術や各国の現状などについて理解を得た。また、タイで研修を受けるなどの活

動も行った。 
 
４．キャッサバ関係者のプラットフォーム 
• キャッサバ協会がある。キャッサバ工場や生産者からサンプルが送られてくる。また、VAASの
傘下に多くの研究機関がある。PPRIは VAAS との協力を行っている。 

 
５．人材育成・組織強化上のインパクト 
• 東京大学の夏秋先生から多くの診断技術を学ぶことができ、日本研修等で 1名の研究者が CMD
を専門的に研究することができるようになり、重要な人材となっている。また、ST1 の日本人研
究者からプロトコールの作成など非常に多くを学んだ。また、プロジェクトから機材など供与さ

れて、診断、特定のための技術が上がり、地方から送られてくるサンプルの分析に生かされてい

る。今では多くの省庁や関係機関からもサンプルが送られてくるようになった。キャッサバ産地

の PPD に対して研修等を行ったことで、PPD のラボ技術者も診断技術や病害についての知識が

大きく向上した。 
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６．持続性 
• ベトナム政府はキャッサバを重視しているため、MARD に加えて、他の中央省庁、地方政府、民
間企業からの支援を得ることができる。また、他ドナーの協力も得る。現在、具体的な内容は決

まっていないが、タイ政府、CIAT などと共同事業を行うことができる。CMD は最も重要なイシ
ューなのでMARDに直接申請することで予算確保を行う。 

 
７．促進・阻害要因 
• このプロジェクトは非常に円滑に実施された。調整員、研究者、他国の研究者などからもよく協

力を得ることができた。これ以上求めることはない。 
 
８．キャッサバに関する PPRIによる提言 
• MARD とは毎年 1回の協議の場がある。また、VAAS の下に多くの機関があるので、これらとの
協議の場で提言を行う。 

 
９．CWB 被害の現状 
• CWB の被害はこの数年で減少し、それほど大きな問題ではなくなっている。ただし、東部の高
原で被害がみられるので、また、被害が拡大する可能性があり、モニタリングする必要がある。

ベクターの特定に努めたが、昆虫が介入しているということはなかった。 
 
10．CMD 対策の可能性 
• CMD 耐性種苗の Plant material を全国にいつまでに提供できるか分からないため、CMD 耐性の

高い二つの種苗の提供以外にも、有機農薬の利用などでキャッサバの栽培を強化することが必

要。現在、Plant materialに農薬散布することで、Whiteflyによる感染が減少することについてプ
ロジェクトで研究を行い、効果がみられた。ウイルス対策は健全種苗だけでなく、複数のコント

ロール措置をとることが必要である。 
• 南部ベトナムでは健全種苗は入手困難となっている。CMD 耐性のある健全種苗ができれば、組
織培養や水耕栽培などの技術も海外から導入するなどで Propagationもできるのではないか。 

 
11．CMD 対策委員会への貢献 
• 同委員会には PPRIからは 2名が参加した。HLARC、キャッサバ栽培地の人民委員会代表、VAAS
など多くの機関が参加して、副総理の下、頻繁に会議を開催し、キャッサバ協会や農家の声も聞

いた。プロジェクトからは、現状調査の結果や CMD コントロールの方法などプロジェクトの成
果に基づきインプットを行ったことで、迅速なアクションにつながった。 

• MARD のなかでも Science and Environment Departmentに毎年プロジェクトの報告を行っている。
最近、MARD のリクエストで、HLARC と PPRI が CMD 対策として、農家や普及員へ研修を行

うことで、既にプロジェクトの成果が反映されている。Whiteflyのコントロール方法などが含ま
れている。Agrishotも一部の農家が使っている。 

 
12．成果の広報（プロトコールのウェブ掲載など） 
• CMD コントロールのためのプロトコールは既に PPRI のウェブサイトに載っている。健全種苗
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についてはまだ載っていない。 
 

（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 1 日（水曜日）10:30～11:30 
件名：プロジェクトダイレクター（PD）及びプロジェクトマネジャー（PM）（ベトナム）へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 PD：AGI（農業遺伝学研究所） 

PM：同 上 
有限会社テクノスタッフ 

科学評議会議長（前所長） 
Researcher 
専門家（業務調整） 

Professor Dr. Lê Huy Hàm 
Dr. Nguyễn Hải Anh 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グルー
プ第一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS
グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．上位目標の達成について 
• モニタリングシステムは既に確立しており、健全種苗生産の仕組みも CMD 耐性種苗が配布でき
るようになってきているので、達成されていると思う。組織培養などの技術も他のプロジェクト

で活用される予定である（PM）。 
• CMD や CWB などの病害虫の診断技術を確立し、ドンナイ省の地方政府、農民にも活用が進ん
でいる。種苗生産についても組織培養の技術が AGI、HLARC、NUBB に普及されて増産化がで
きるようになり、将来的に CMD耐性の種苗をキャッサバ産地に供給できるようにしたい。これ
までに二つの耐性が高い品種が既に地方政府から導入を認められたので、組織培養の技術が活

用されるようになっている（PD）。 
• 本プロジェクトのおかげで、キャッサバ産地の省から健全種苗の提供を求められている。これまでに、

フーイエン省、ダクラク省などほとんどの生産地から問い合わせを受けている。CMD耐性の種苗の増
産システムについては、VICAAS、人民委員会の指導者からも要望が出てきている。 

 
２．プロジェクトの評価 
• プロジェクトの枠組みは国のニーズに沿っている。ST チーム分け、専門家も CMD についての

研究コンポーネントに柔軟に取り込んでくれた。2017年に CMD が大きな問題になってきて、緊
急課題となったが、ベトナムの国内のプロジェクトでは対応できなかった（PD）。 

• バイオテクノロジーを活用した育種技術を活用して、プロジェクト終了までに、CMD 耐性種苗
の開発を行うプロジェクトを開始できたらよい（PD）。 

• プロジェクトは CIAT、日本側研究者など経験豊富な専門家が参加しており、彼らの経験や技術
が重要だった。また、柔軟な実施も重要だった（PD）。 

• 4カ国の協力で、分子生物技術を日本、組織培養をタイなど、それぞれの強みを生かして実施さ
れた。また、大学院での研究者の教育なども含まれていたので、人材育成にも生かされた（PM）。 

• キャッサバ生産はもともと農民が市場を見つけて自発的に始めたもので、CIATが新品種や栽培
技術を導入したのが2000年で、生産が拡大したが、インテンシブな栽培によって病害虫被害が増
加し、政府も関心をもつようになってきた。2017年のCMDの増加によって、本プロジェクトは
注目されるようになった（PD）。 
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• CIAT と協力して 10 の品種について CMD 耐性の高さを評価して、昨年二つの品種に絞り込ん

だ。26～27％のスターチ含有量が高く、高密度での収量（ベトナム政府の基準は 10～20,000 
plant/haに対して、20～25,000 plant/ha）がある品種であることが確認された。一つの Plantから 2 
kg 収量があれば、40 t/haとなる。ベトナムの農民は 1.5 kg/plantの収量があればよいと考える。
ベトナムでは高密度で栽培するので、受け入れられる。これを暫定的な解決策として提供し、将

来的には産地に適した耐性の高いものを開発したい。カンボジアも、plant material、栽培・加工
技術なども同じで、高密度で栽培している。 

• ベトナムでは高地でしか開花しないので、開花メカニズムを解明できたことはとても有用であ

った。もっと大規模に高地を調査すれば、さらに詳細を解明できるが、そのためには資金が必要。 
 
３．域内協力について 
• プロジェクトは仕組みが複雑で、当初はマネジメントできるか不安だったが、地域協力でなけれ

ば達成できなかったことである。また、この協力の枠組みはプロジェクトも継続すると思う。関

係者間の調整については井芹専門家が対応してくれた（PD）。 
• 他国との協力について特に難しい点はなかった。カンボジアから組織培養について問い合わせ

があり、対応するなどしており、協力は今後も継続する（PD）。 
 
４．今後のプロジェクト 
• このプロジェクト後、VICAAS と健全種苗の propagation についてプロジェクトを行う。また、

VAASが支援して、Ministry of Science and Technologyがフーイエンとドンナイ省でプロジェクト
を行うが、これらはこのプロジェクトの結果実施されることになった。 

• タイ、ドイツと連携して、スマートキャッサバ灌漑プロジェクトが開始される。 
• 理研と科研費で開始するプロジェクトがある。 
• 台湾とも研究者と検討している。 
• 当面は主に国内のネットワークを生かして、プロジェクトを行い、できれば、海外とのネット

ワークを生かして、CMDへの対処を行いたい。 
 
５．来年のワークショップでのMARDの発言 
• Plant Protection Departmentからの要請があり、今年 12月末か来年 1月にプロジェクト成果の活用方
法について検討することになっている。PDからはプロジェクトで開発した診断方法や増産システム
の拡大・普及を依頼し、政府はCMD対策プログラムの実施を宣言する予定。CMDが深刻な問題に
なってきたとき、生産者から対処を求める強い声があり、地方政府はほとんどパニックになった。

現在も、農家レベルでできることはあまりなく、早急に対策が必要となっている（PD）。 
 
６．CIAT の協力 
• CIAT などがアフリカなどでの経験をベースにして、AGIに研究施設を設置したが、CIATが品種
導入などを行ったことが、本プロジェクトのベースになった（PD）。 

• （PD、高須教授、井芹専門家のリーダーシップが成功要因ではないか）PDの役割はさまざまな
関係機関との調整で、関係機関も喜んで協力した（PD）。 
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（本記録は、先方の確認を経たものではない）  
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日時：2021 年 12 月 1 日（水曜日）17:00～18:00 
件名：ST4 伊藤准教授へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 名古屋大学 

な し 
有限会社テクノスタッフ 

准教授 
専門家（業務調整） 
専門家（業務調整） 

伊藤 香純 
川上 司 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グループ 
同 上 

課 長 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
調査員 

溝江 恵子 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．ベトナムとカンボジアでの健全種苗の普及について 
• 現在ベトナムでモニタリングを頑張ってやっても感染を防ぐことは難しいと判断される。これ

ほど CMD が感染する前にモニタリングで抑えるという考え方だったので、抵抗性品種を待つと
ともに、モニタリングすることでより効果が高まるので、移転したモニタリングの技術は活用で

きると思う。 
• 終了時のタイミングでモニタリングの評価をやる予定だったが、COVID-19 で止まっているが、
遠隔も含めて評価のやり方を考える。農家にモニタリングの方法について評価してもらい、有効

性を検討したい。 
• モニタリングは重要だが、やって成果がないと農家のモチベーションが保てない。健全種苗の価

格が比較的高ければ動機が保てるが、一度それを経験しなければならないので、1年間やってみ
ないといけない。ここが一番大きな課題。 

• KAP 調査そのものはベースライン調査として終了した。普及材料を提供したグループ、普及材

料提供＋ワークショップを行ったグループ、何もやっていないグループで比較した。ワークショ

ップは必ずしも優位性はなく、リーフレットでもいいので、何か理解できるものを提供すると効

果があることが分かった。農家の病害虫についての理解が非常に低かったので、計画より早く啓

発を始めた。健全種苗生産農家向けの調査は別に実施する予定。ドンナイでは HLARC から知識
を得ていた。カンボジアでは病害虫のことは知っているが写真を見せても一致しないといった

状況。病気の葉などを農薬販売業者に見せて教えてもらうというケースも多かった。 
• CMDに感染しても 1 年目はあまり収量が落ちないこともあり、農民は違いを認識し難い。環境
を同じにすれば、収量の差を科学的に示せるが、圃場での調査の場合は条件を同じにできないの

で、プロジェクトでは把握できなかった。収量は落ちることは間違いないが、感染した木からの

材料を使って植えると大きく収量が下がるが、それを示すデータも得られてはいない。ただし、

デメリットについて知らせるような教材はできている。 
• カンボジアについては、種苗生産農家に認証を出している。農家も認証を欲しがるので動機づけ

になったが、認証で価格が上がるというところまでは言えない。農家によっては市場価格の倍ぐ

らいで Plant materialを売っている農家もある。一般農家に対する啓発が必要。 
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２．カンボジアの維持管理の見込み 
• NUBB としては、世銀の高等教育プロジェクト頼みで、運営費が幾ら必要かなど、金額などは分
かっているが NUBBが出す可能性は低い（川上専門家）。 

• 立ち上げ時に教育省にもコンタクトしていない可能性がある。2代前の学長が今は教育省の高等
教育担当になっているので、何らかの対応はしていたとは思う。 

• 中間レビューの提言で NUBB のプロジェクト予算枠（日当宿泊）はできたが、大学からの支払

いが遅れて C/Pが出張を嫌がるようになったため、再度プロジェクトから出して、光熱費などを
大学が負担することになった。NUBB の前学長との取極めで、毎年 3,000米ドルを提供すること
にはなり合意書を取り交わしたが、実際にはお金が出てこなかった。 

 
３．カンボジアでの人材育成 
• PDAFF を組織的に巻き込むのは難しいので、バンテアイミエンチェイ州とウドーミエンチェイ
州で GIZ のプロジェクトのサイトで PDAFF の職員を研修に巻き込んだ。COVID-19で研修がで
きなかったので、バッタンバンの PDAFF は最近になってから実施した。2 州では最初の年から
GIZと一緒に育成を始めた。GIZ のプロジェクトはプログラムなので長期的にやっている。バン
テアイミエンチェイ州の PDAFF はよく理解しているので、モニタリングを入れてほしいと期待
している。 

• 2020 年月 9 に JICA の別のプロジェクトの協力を得て、ワークショップをやった。そのときは、

PDAFF の上層部からはプロジェクトの成果を活用するような話はあった。2022 年 2 月中旬に
NUBB の圃場などを使い、PDAFFにも見せてワークショップか研修を行いたい。 

 
４．ベトナム・カンボジアにおける普及 
• 味の素のでんぷん工場が 13あり、ベトナムのでんぷん会社や VICAAS を招いて、話し合いをし
て協力関係を探った。民間企業と健全種苗生産も一緒にやるという話があったが、GIZからの情
報で、連携先の担当者が外れたことでうまくいかなくなった。 

• カンボジアでは政府登録しているキャッサバ生産企業は少なく、企業並みに大きな農地をもっ

ていても個人となっている。キャッサバ組合のメンバーにはなっていても、企業化しているとこ

ろは非常に少ない。大規模に投資している企業はあるが、投資目的で生産にかかわっていないた

め、キャッサバ生産企業と連携することは難しかった。「カンボジア日本投資プロジェクト」で

アムールライスという企業がキャッサバ生産を行っているので、今後の種苗生産での連携等を

検討している（川上専門家）。 
 

（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 2 日（木曜日）10:00～12:00 
件名：AGI（農業遺伝学研究所、ベトナム）へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 AGI（農業遺伝学研究所） 

同 上 
同 上 
同 上 
同 上 
同 上 
同 上 
有限会社テクノスタッフ 

Researcher 
Researcher 
Researcher 
Researcher 
Researcher 
Researcher 
Researcher 
専門家（業務調整） 

Dr. Nguyễn Hải Anh 
Ms. Tống Thị Hường 
Ms. Vũ Anh Thu 
Mr. Nguyễn Hùng 
Ms. Phạm Thị Hương 
Ms. Đỗ Thị Như Quỳnh 
Mr. Lê Ngọc Tuấn 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第一
チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グルー
プ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．成果目標（ST3）の到達状況 
• 早期開花のメカニズム解明などの成果は重要であった。今後、ハノイなどの地域でも育種できる

ようにすることや CMD耐性種苗の開発などを進めていく。 
 
２．プロジェクト目標の達成度 
• 組織培養、分子育種の技術、ストック種苗の健全性確認のための仕組みなど重要であった。農家

は伝統的なやり方で栽培していたが、大きな農家を対象にクリーンな種苗を提供する仕組みが

できた。 
 
３．他機関との連携 
• でんぷん工場、農家などとも協力し、研修なども実施したので、関係が強化された。CMD 耐性
種苗のニーズが高いことも確認できた。MARDも CMD のこともあり、各種会議でも発信してき
たので、このプロジェクトに関心が高い。COVID-19 で今は直接会えないが、CMD 耐性種苗の

ことで VICAAS のメンバーにもプロジェクトの成果などを伝えている。 
 
４．AGIへのインパクト 
• AGI研究者が日本での長期・短期研修を受けた。特に 1名は修士を日本で取得し、日本の研究者
も長期に滞在し、共同研究を行ったことで、分子育種などについて能力が強化できた。HLARC
と NLUも研究者が日本で学位取得した。このプロジェクトで学んだこと（開花メカニズムなど）
を生かして、成果を上げていく。 

 
５．促進・阻害要因 
• 井芹専門家の調整で円滑に組織間、国間のコミュニケーションが促進された。 
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６．AGIの組織強化 
• 2011 年にキャッサバ研究を始めた。2 品種を CIAT から受け取り、CIAT のプロジェクトで中国
など他国からの研修生も研修を受けた。2015 年にはカンボジア、ラオスと組織培養について学

んだ。また、理研にサンプルを送りクローンの除去などを行った（？）。分子培養、遺伝技術な

ど新しい育種技術を開発していく。 
• 北部でも既に育種に取り組んでいる。AGI では今は Agronomist も 3 名いて、過去 2 年間、分子
生物学の研究だけでなく、HLARCと連携し、北部では AGIが農家の圃場での品種の評価の取り
組みを行っている。本プロジェクトで開花メカニズムを北部で調査したのがきっかけで、他の資

金を使って北部での取り組みを始めた。AGIは、現地で 12品種を農家に依頼して栽培してもら
い、CMD への耐性を調査・評価した。農家による評価や農家による栽培の現状を知ることは、
優良種を開発するのに良い経験である。また、北部と南部での栽培技術の違いなどを学べること

も重要であった。また、5％の PCR 検査をランダムに実施して、5％が無病害種苗であることが
分かった。 

• プロジェクト前、キャッサバの組織培養などをやっていたのは 3名だけ、今は 12 名が取り組ん
でいる。いまCMDが各国だけなく地域共通の問題となっているので、共同研究の基盤となった。 

 
７．VICAAS（キャッサバ協会）について 
• VICAASでは、データ共有、品種についての情報、HLARC で開発したらそれをアナウンスする
といった情報提供を行っている。主に工場やトレーダーがメンバーとなっている。農家は入って

いないが、工場が農家と関係をもっている。 
• 2018 年に VICAAS、MARD、CIAT などと CMD について大きなワークショップを開催した。ま
た、VICAAS ではキャッサバについてのデータ、CMD 対策などについてもウェブサイトで公開
しているし、省の関係者へも情報提供している。 

 
８．VAAS（ベトナム農業科学アカデミー）について 
• VAASは 19の研究機関を管轄している。施設維持の予算など国立の研究機関の予算は MOST か
ら受けている。昨年 AGI は 15 万米ドルの予算を MOST から受けた。VAAS は研究面で

MARD/MOSTへの助言などを行う。 
 

（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 2 日（木曜日）12:30～13:30 
件名：HLARC（フンロック農業研究センター、ベトナム）へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 HLARC（フンロック農業研究センター） 

同 上 
同 上 
同 上 
同 上 
有限会社テクノスタッフ 

Researcher (Ex. Director) 
Deputy Director 
Researcher 
Researcher 
Researcher 
専門家（業務調整） 

Dr. Nguyễn Hữu Hỷ 
Ms. Phạm Thị Nhạn 
Mr. Trương Minh Hòa (TBC) 
Ms. Nguyễn Thị Mỵ 
Ms. Nguyễn Thị Thu Hương 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グ

ループ第一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS
グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．プロジェクト成果の政策への反映 
• 特別な政策など DARD に採用されたことはない。ただ、省では CMD について農家への通達な

どは行っている。また、CMD の感染拡大の危険性により省間のキャッサバ移動の制限なども通
達されている。Agrishot などモニタリングツールは NLU がやっているのでそちらに聞いてほし

いが、農家から受け入れられているということは聞いている。 
 
２．普及の仕組み 
• ドンナイ省の普及センターと連携があり、味の素と種苗、肥料などを農家に提供することを検討

した。ドンナイ省には VICAAS の支部がないので、工場、生産者などとの組織的な連携はなく、
個別に対応している。何かを伝えたいときはメディアにコンタクトして、報道してもらう。 

 
３．予算について 
• 機材の購入用などに年間 20 億ドンの予算が配分されている。また、CMD 対策で 8 万米ドル/年
の活動予算が配分された。 

 
４．今後の活動 
• 南部ベトナムで CMDがまん延しているので、早急に CMD に高い耐性のある種苗の開発と普及
を行う。 

 
５．プロジェクト後の組織間連携 
• プロジェクト前もキャッサバで AGIなどと関係があり、CIAT などとも関係はあったが、プロジ
ェクトで NLU とも連携強化された。プロジェクト後も、NLU の学生受入れや AGI との協力も
続けていく。農家は HLARCのストック種苗の生産と CMD耐性種苗を強く求めている。タイニ
ン省はキャッサバ農家が多いので、HLARCのストック種苗を配布する。 

– 141 –



• 新しい品種開発に通常 6～7 年ほどかかる。CMD については外部から耐性のある品種を持ち込

んでローカルと交配する必要があるので 5～6 年ぐらいはかかると思う。既に昨年 300セットの
交配、今年は 500セット行った。 

• HLS12は配布できることになった。 
• 通常農家は仲買人、中国・韓国・日本の企業などに販売している。 

 
６．持続性について 
• プロジェクトで増設した施設の管理：32 名の職員がいるので、診断センターなども十分に管理
できる。MARD は HLARC の施設拡張予算を配分する予定。 

• 協力的な農家：5 軒の種苗生産者と良好な関係にあり、CMD やモニタリングで日常的に協力し

ている農家は 20軒以上ある。プロジェクトでこれらの農家との協力関係は強化された。 
• HLARC には、25haのキャッサバ畑があるので、一般の農家に直接販売し、他のプロジェクトな
どにも提供している。販売量はプロジェクトからのリクエストなどによって異なる。150～200 
米ドル/haほどで販売しているが、これも市場の価格しだい。CMDにより健全種苗の価格は高ま
ると思う。 

• 種苗生産者への販売については、1.1 haをストック種苗用にして、毎月農薬を使っている。フィー
ルドでは CMD が少しある。現在、ストック用の種苗生産目標は設定していないが、将来的には
20 haにしたい。 

• 組織培養の技術もあり、生産能力と質の高いストック種苗の生産は強化できる。今は 3名だけが
組織培養に従事しているので、もっと人員を増やして強化したい。施設はあるので生産キャパも

高くなっている。南部の最大のプロフェッショナルなストック種苗生産拠点としての役割を果

たせるようになる必要がある。農家が販売する種苗について十分に信頼がないので、よい価格で

販売できるようになるべき。 
• 農家のキャッサバ畑で CMDが増えたとき、DARDが感染したキャッサバを除去するように求め
たが、農家は従わなかった。 

 
（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 2 日（木曜日）15:30～16:30 
件名：NLU（ノンラム大学、ベトナム）へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 NLU（ノンラム大学） 

同 上 
 
同 上 
有限会社テクノスタッフ 

Lecturer 
Lecturer（九州大学博士号課程
受講中） 
Staff 
専門家（業務調整） 

Dr. Nguyễn Châu Niên 
Mr. Nguyễn Tuấn Đạt 
 
Mr. Trần Lê Tấn Lộc 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グルー
プ第一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS
グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．他の組織との関係 
• NLU は周辺にキャッサバがないので、HLARC から種苗の提供を受けて、NLU で実験を行うな

どの協力を受けている。農民にも依頼して生産も始めたが、CMD で中断している。VICAAS と
は特に関係はない。 

• HLARC の診断センターが設立されてから、サンプルなど集めて送っている。また、NLUの院生
も研究を行っている。 

 
２．プロジェクトによる大学へのインパクト 
• 農学部にとっては研究機材や施設も入り、研究能力が強化された。企業については味の素だけだ

が、DARDなど政府機関との関係は強化された。 
• プロジェクトに参加したことで、他の教員・学生も調査や分析方法、ファーミングシステムにつ

いて理解を深めた。 
 
３．持続性 
• ドンナイの DARD 普及局、HLARC で健全種苗生産のプロジェクトが計画されている。JICA が

継続して CMD 耐性種苗の開発を進めることができたら良い。 
 
４．フィールド調査 
• ドンナイでの調査では、同窓会のネットワークなども使って農民へのインタビューを行った。

ST2でも健全種苗生産農家にインタビューを行った。診断ツールの有効性をフィールドで検証し
たが、Mealybugの診断など、通常 2時間ほどかかるが、プロジェクトのツールを使うと 30分で
できるようになった。 

• KAP 調査は 3 グループを対象にして before/after と with/without の比較分析をした。非常に科学
的で総合的な調査であった。これでベトナム人の院生も論文を書いた。 
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• CMD が発生する前はMealybugが問題だったが、その後それほど問題にならなくなったので、
今はWhiteflyの対策が重点となっている。 

 
５．持続性 
• プロジェクト後は、院生の研究などで HLARC と協力する。2022 年 3 月に九州大学から 1 名戻
ってくる。 

• KAP/baseline surveyは、別のアグロフォレストリープロジェクトのベースライン調査に使ってい
る。190名を対象に複数の省で実施し、分析も終わり、いま論文を準備している。 

• 天敵利用など ST2 の研究については、Whitefly のバイオロジカルコントロールについて研究を
進める。現在は農民が農薬を使っており、Whitefly の密度も低いが、将来は分からない。 

• 昨年プロジェクトから機材をたくさん受けとった。大学からは 4 億ドン（1,760 米ドル相当）の
予算配分を受けている。 

• HLARC が一番リソースをもっているので、今後も協力関係を続けたい。企業では、台湾や中国
のトレーダーなどいるが、今のところ関係はない。味の素とは農家への研修なども考えている。 

 
（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 3 日（金曜日）10:00～11:00 
件名：ベトナム・タイニン省 DARD（農業農村開発局）へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 Department of Agriculture and Rural 

Development in Tay Ninh Province 
AGI 
有限会社テクノスタッフ 

Manager, Sub-department of Plant 
Production and Protection 
Researcher 
 

Mr. Nguyễn Văn Hồng 
 
Dr. Nguyễn Hải Anh 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グルー
プ第一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS
グループ 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．CMD の現状 
• タイニン省はキャッサバ生産が最も盛んな省の一つである。省内に 65の工場があり、100万 tの
生産量である。 

• 省の主な品種としては、HLS11、KM94、KM140、KM105などを栽培している。2017年 6月にカ
ンボジア国境の郡で CMD が初めて発見されてから、2017年は 10 ha、2018年には全省に広がっ
た。省内では農薬散布、キャッサバから一時的な転作など行っているが効果的でない。 

• CIATが、2019～2020年には 43のクローンから CMD 耐性の高いクローン 10品種を選定した。
2020年には最終的に HL3と HL5を選定した。進捗に満足している。AGIが主にこれを行い、研
修も受けた。現在、2～3の大きな農家を選定して DARDの監督の下、70 haで栽培し、農家とと
もにスターチ含有量や収量をチェックしている。農家へは種苗を無償で提供する。 

• CMD 感染拡大後 10～30％収量が減少している。植付け後の感染で 10％、感染した種苗を使うと
20～30％減少するので、農家の収入に大きな影響を与えている。また、海外への輸出量も減って
いる。塊茎は 2万 8,000ドン/kgから 3万 8,000 ドン/kgに値上がりしている。 

• AGIの研究者が種苗のマネジメントなど教えてサポートした（Dr. Anh）。 
• 農家への支援としては、新品種の紹介、栽培技術、耐性の高い品種選定について毎年研修を行っ

ている。8 郡の各郡で 9 回開催し、1 回に 40 人の農民が参加する（年 2,880 人）。また、農家、
SPPD の職員などと Whiteflyや品種選定について集まって議論することもある。 

• 病害虫のモニタリングは週 1 回の頻度で実施し、10～30％の葉に白色があるか、30～50％の葉の
ローリングがあるかなどチェックしている。今は CMDとWhiteflyのみをモニタリングしており
他の病害虫はモニタリングしていない。CMD は判定しやすいので目視でできる。LAMP キット
はフィールドでのモニタリングより増産前の検査に非常に有用である。 

• HLARC から来る種苗は新しい品種で、タイニン省のストック種苗は従来型のものである。 
• カンボジアと国境を接しているので、PDAFF や DARD と協議し、サンプルの提供を受けたり、

カンボジアの農家への研修など行っている。 
• 同省では農家がキャッサバを栽培して、コレクターが塊茎を集めに来るのが一般的である。種苗

は挿し木で行う農家が多いが、省の栽培面積は大きいのでドンナイ省などからも調達するが、

HLARC から健全種苗が得られることは重要である。現在では、まだあまり感染がみられない
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KM149 や KM509 などを増産しており、今後 KM94 も増産する計画である。現状ではキャッサ
バの木の感染は分かるが、種苗が感染しているかは分からない。 

 
（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 3 日（金曜日）15:00～16:00 
件名：VAAS（ベトナム農業科学アカデミー）へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 VAAS（ベトナム農業科学アカデミー） 

 
有限会社テクノスタッフ 

Director, Science and International 
Cooperation Department 
専門家（業務調整） 

Dr. Bui Quang Dang 
 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グルー
プ第一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS
グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．プロジェクトについての理解 
• プロジェクトは Mealybug 対策を行い、その後、CMD 対策に重点を置いたことを知っている。

ワークショップにも参加した。そこで CMD の原因、対策などについて理解できた。キャッサバ
は自分の専門外だが、VAASとして理解している必要があるのでプロジェクトのワークショップ
を通じて学ぶことができてよかった。 

 
２．VAASについて 
• MARD 傘下の Crop production 関係の研究機関のアカデミーである。生産だけでなく加工、ポス
トハーベストも管理の対象としている。VAAS の下に 19の研究機関がある。 

• 毎年 19の機関から数多くの研究プロポーザルが VAASに送られてくる。そのなかから有識者と
一緒にショートリストを作成する。プロポーザルの提出先は主にMARDとMOST で、MARDへ
は短期的なプロジェクト、MOST には長期的なプロジェクトを申請する。このショートリスト作
成において VAAS は重要な役割を果たす。 

• 政策への助言を行うことも VAAS の役割である。VAASの専門家ネットワークを使って議論して
MARD の政策ドラフトへのコメントを行ったり、公聴会やヒアリング等で発言を行う。そのよ

うな形で、政策への影響を与える。 
 
３．VAASによる協力 
• 来年プロジェクトのワークショップがあることは知っている。プロジェクトダイレクターとと

もに VAAS もプロジェクト成果の活用について発言する意向。現在、キャッサバ生産が減って

おり、新しい種苗についての発表があると理解しているので、どのように研究面とプロジェクト

で協力できるか検討したい。また、ワークショップでの VAAS の発言は政策決定に影響を与え

ることができる。 
• VAAS はメンバーの機関と連携して、CMD 耐性種苗の開発を目的としたプロジェクトの提案を

準備している。MOST の基金もあるので、そちらにもプロジェクトを提案する予定。VAAS は

CMD 対策を非常に重視しているので、開発パートナーの協力が得られるならそれも追究したい。 
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• CMD 対策については、健全種苗の生産と病害虫コントロールの二つが重要で、長期的には、海
外の研究機関などと協力して CMD 耐性の高い種苗生産を行うことが重要と思う。 

 
４．他団体との協力 
• VAAS の下に 19 の研究機関がある。VAAS の役割は、これらの機関と VICAAS などのステーク
ホールダーとのコーディネーション。また、CMD対策では、PPRIなども含めてプラットフォー
ムをつくっている。 

 
５．提 案 
• CMD 対策などプロジェクトで完全に終わらなかったことを JICA が継続してしてくれたらよい

（VAAS）。 
• 本プロジェクトでは健全種苗を提供するシステムの開発を行った。システムは有効なので、ベト

ナムだけでなくカンボジアにも広く普及することができることを強調しておきたい。CMD に汚
染された種苗を使わないようにすることが重要になる（浅沼）。 

 
（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 6 日（月曜日）9:30～11:30 
件名：NUBB（国立バッタンバン大学、カンボジア）へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 NUBB（国立バッタンバン大学） 

同 上 
 
 
 
 
 
な し 

Project Director 
Project Manager 
ST1 リーダー 
ST2 
ST3 リーダー 
 
ST4 リーダー 
専門家（業務調整） 

H.E. SOK Khorn 
Dr. Pao Srean 
Mr. Sophary  
Ms. Layheng 
Mr. Panha 
Mr. Sothea  
Mr. Sovannara  
川上 司 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第一チーム 
同 上 
JICA カンボジア事務所 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グループ 
同 上 

課 長 
専門嘱託 
ナショナルスタッフ 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
調査員 

溝江 恵子 
末松 知世 
外山 晴子 
井田 光泰 
浅沼 修一 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：農家圃場）/ 電話（発・受） 
 
１．他ドナーの支援 
• HEIP は、カンボジアの高等教育機関に対する世界銀行による借款事業で、総額は 9,000 万米ド
ル（約 102 億円1）、プロジェクト期間は 2018〜2024 年である。事業目的は、STEM（Science, 
Technology, Engineering and Mathematics）教育と農業分野における教育の質と研究能力の強化を
図ることである。 

• 本プロジェクトに関係する支援としては、①農学部実験棟、セミナー・研修室の整備、②海外留

学による教員の高学位取得支援、③土壌・畜産関係の研究施設の整備、④ラボ研究棟の整備（3
階建て）である。現在、②で 2名の C/Pがタイに留学中である。また、組織培養ラボの施設整備
が進められている。 

• NUBB は、この事業の予算を使って、大学の農地（20ha）を整備してキャッサバ種苗生産を行う
ことを検討中である。また、同プロジェクトで農学部の下に University-Industry Cooperation Center
を設置して、ビジネスとして事業展開し、農業関係の企業や農家へのキャッサバ種苗販売、学生

のインターンシップなどを行うことを構想している。 
• その他のドナーによる協力としては、EU（Erasmus）2やフランスが留学プログラムを実施し、韓

国国際協力団（KOICA）が外国語学部を支援している。こうした留学プログラムを活用して 2035
年までに全学科に 2名の博士号取得者を配置することを目標としている。 

• 日本からも二つの協力がある。「産業開発のための工学教育研究強化プロジェクト」（2018〜2022
年）による支援と官民連携（Public private partnership：PPP）関係の支援である。 

 
２．本プロジェクトの持続性について 
• 今年 12 名の教員が正規の国家公務員となった。このうち、5 名が農学部で、2 名3が本プロジェ

 
1 1 ドル＝113.603円（2021年 12月 JICA精算レート） 
2 EUによる欧州の大学への留学や EUの大学による途上国の大学の教育への支援を行うプログラム 
3 川上専門家（業務調整員）によると 3 名という情報もあり。 
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クトの C/Pであるため、今後、正規職員としてプロジェクト活動を継続することができる。これ
で、本プロジェクトの C/P は 4名で 3名が正規職員となった。あと 1名も来年、試験を受けて正
規職員となる予定である。 

• （ストック種苗生産のために年間5,000〜1万米ドル必要ではないかという質問に対して）現在、
HEIP でタイに 1 名留学しているが、年間 6,000 米ドルの人件費補填があるので、それを活用で
きる。次回の JICA とのミーティングまでに正確にどのくらいコストがかかるのか労務費、PCR
検査代など含めて積算する。 

• （20ha の種苗生産はよいがストック種苗システムの維持も重要ではないかという質問に対して）
20ha についても健全種苗ができるように管理する。まだ、全国的にブランド化されるわけでは
ないので、広げていきたい。Public Investment Plan（2021-2023）に種苗生産 20haを入れることに
ついてはMOEYS も確認済みである。2019年の段階では NUBB の負担としていたが、HEIPが入
ったので資金が獲得できる。 

• 大学の農場全体のマネジャーとストック種苗生産について 2 名の職員を既に指名している。正
式に学長が任命することで問題ない。 

• プロジェクトスタッフが行っていた活動（試薬などの調達・管理、圃場の管理など）も引き継ぎ

リストを作成して、担当者に引き継がせることに合意する。 
• 2022年 2月にWrap-up workshopを行い、そのなかの農学部のプレゼンとして、本プロジェクト
の成果を発表したい。また、これまでの活動の継続について、MAFF、MOEYS に対してコミッ
トメントを示したい。Cassava Policyで NUBBがキャッサバ研究と生産拠点としての役割を与え
られたことは名誉であり、他大学にできないことである。ワークショップの 1日目は政府関係者
向けのプロジェクト成果の説明を行い、2 日目は MAFF、PDAFF を招いた技術研修とすること
に合意する。 

 
３．その他 
• NUBB 農学部では進路調査を実施している。おおよそ、1/3 が NGO、農業団体、組合など、1/3
が企業に就職したり、自営業で、残りの 1/3は農業インプットなどのサプライヤーなどの業者と
なっている。 

• NUBB には同窓会があり、卒業生からキャッサバの健全種苗が欲しいという要望もあった。ま

た、なかには 100haの農地で大規模にやっている卒業生もいる。 
• Industry-University Cooperation Center は 2022年までにつくる計画で、工事費は 39万米ドル。 

 
４．C/P へのインタビュー 
• プロジェクトで学んだこと（病害虫の知識、健全種苗生産の方法など）は農民にも学生にも教え

ている。また、プロジェクトの成果品は農学部の HPに載せる予定である。 
• COVID-19前は、フィールドには月 1回（2日間で 30×2＝60件ほどの農家を回る）行っていた。
メインは 13 名のキャッサバ農家のモニタリング。ストック種苗は数に限りがあるので他の農家
には配布できないが、バッタンバン内では病害虫について、できるだけ多くの農民を啓発するた

めに行ってきた。 
• これまで 13 名の農家を巡回してきたが、それまではいずれの農家も病気のことも対策もほとん
ど知識がなく、CWB や CMD も出ていた。現在も周辺の農家では出ているが、NUBB のストッ

– 150 –



ク種苗を使うようになってから、13 名の畑では出ていないため、農家から非常に感謝されてい
る。モニタリングには病気の見極め方と対策が出ているので、自分で対策をとることができるよ

うになっている。 
• AgriShotはこれまで英語版だけだったのでまだあまり普及していないが、クメール語バージョン
ができたので、普及できるようになった。正確な数字は分からないが 300農家ほどが使っている
と思う。スマートフォンがない農家や使い方が分からない農家は難しい。 

• ストック種苗の PCR 検査は 3 名でやっている。LAMP キットはテストしたがまだ来ていないの
で、待っている。NUBBで使えるようになると、検査時間の短縮につながる。具体的な使い方と
しては、PCR に替わる検査とすることを考えているが、それ以外の活用方法（種苗生産者への検
査サービスなど）はまだ考えていない。 

• 国内で PCR検査の試薬調達などはできるが、時間と金額がかかる。 
• ST1 から ST4 まで他国のメンバーとは SNS でやりとりを続けているので、プロジェクトが終わ
っても関係は継続できる。キャッサバは地域共通課題なので、情報交換も重要。 

• Industry-University Cooperation Center ができたら、生産者向けの技術指導、高校生の生活科目で
の実習、インターン派遣などを行う。 

• 2021年 10月から新しいシラバスになったため、病害虫モニタリング、種苗生産、普及などにプ
ロジェクトの成果を反映させる予定。また、ストック種苗の管理などにもインターンや実習とし

て学生を参加させる。 
• 今後の懸念事項としては、圃場の管理はプロジェクトスタッフがやっていたので、その後管理が

継続されるかどうか、また、C/P 4名中 2名が留学中で人が足りないこと、また、プロジェクト
後に日本人専門家との関係がなくなることも心配。 

• 世銀の機材は 2014～2015 年にも入った。そのときは CWB が多く、世銀の予算で農家調査など
もやった。 

• ストック種苗は昨年洪水でダメになったが、今年は順調に成育している。 
 

 
スクリーンハウス 

 
ストック種苗圃場 
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ラヨン 9 KU50 

 
タイ国境に向かうキャッサバ運搬トラック 
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日時：2021 年 12 月 6 日（月曜日）16:00～17:30 
件名：農家へのヒアリング① Ratanak Mondol, Battanbang 
 所属 役職 氏名 
先方 農 家 

農 家 
な し 

 
 
専門家（業務調整） 

Mr. DY Sovann 
Mr. LONG Heang 
川上 司（訪問） 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第一

チーム 
同 上 
JICA カンボジア事務所 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
ナショナルスタッフ 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
外山 晴子 
井田 光泰（訪問） 
浅沼 修一 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：農家圃場）/ 電話（発・受） 
 
１．農家の生産状況について 
• プロジェクトに 2年間かかわっている（NUBBから 2回種苗提供を受けている）。その前は自力
でキャッサバ栽培をしており、キャッサバの病害虫について知識がなかったためキャッサバが

よく病気にかかっていた。プロジェクトの支援を受けるようになってからは病気が大幅に減っ

た。 
• キャッサバ栽培のほかにドリアン・マンゴー・パパイア栽培、養鶏等に取り組んでいる。肥料・

農薬・種子の販売も行っている。 
• キャッサバ農地の面積は約 4 ha（うち 2.5 haが NUBBから提供された品種）。収量は平均して 1ha
当たり 30 t。今年はまだ収穫していないが、ほとんど病気がないため 1ha当たりの収量が 30 tを
超えると期待している。売値について、今年は t 当たり 2,400 バーツで、去年は 1,900 バーツだ
ったので良くなった。バイヤーはスターチ含有量を測るが、NUBBから提供された品種ラヨン7、
ラヨン 9 は含有量が高い。バイヤーは毎年同じでカンボジア人だがマネジャーはタイ人。 

• 2022年 1月から農地の半分（2 ha）で点滴灌漑システムを使ってキャッサバ栽培をしてみたいと
思っている。今は通常の灌漑システムを使っている。タイの市場から買って植えたキャッサバを

抜いて、NUBB のものを植えたいと思っている。1月に植えることで収穫期が早まるため、生産
物が高く売れる見込み。いま、来年の策付計画をつくっている。 

• 仲買人が農地を訪問した際に生産物を買い取ってもらっている。自分のキャッサバは質が良い

と評判のため、すべて買い取ってもらえている。今年のキャッサバの売値は昨年より高かった。 
• キャッサバを加工すると、価格が高いときに売れるので、原料のまま売るより高く売れるが、自

分の農産物のうちキャッサバが占める割合は高くないため、加工せずに売っている。また、乾燥

させる屋内施設も必要なので難しい。キャッサバに特化している農家は加工をしている人もい

る。 
 
２．モニタリングと情報共有 
• プロジェクトから提供された三つの冊子のうち、病害虫のガイドとDescriptorを参考にしている。
また、モニタリングシートも活用している。ラヨン 7とラヨン 9は、病気に弱いといわれている
が、ここでは病気は出ていない。今のところ CMD は出ていないが、カイガラムシはたまにいる。 
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• モニタリングの頻度は 2 週間に 1 度と勧められているが、病害が心配なため週 1回行っている。
病害対策のガイドラインや Descriptorの説明を使って栽培管理をしている。キャッサバの病害に
ついて疑問点があるときは、Telegramや Agrishotを使っている。 

• 自分がキャッサバ栽培に成功しているため、他の農家に自分の経験を教えている。今後もモデル

となって広めたい。喫茶店で農家同士の情報交換を行い、モニタリングの方法なども教えている。

この周辺に農民グループや農協はない。 
 
３．種苗生産・販売について 
• NUBB から提供されるキャッサバの品種は質が良いと評判になり始めている。NUBB から提供

された種苗を使っている自分から苗を買いたいという農家がおり、来年から販売できる予定。今

年は茎を 1,000本知り合いに配布した。1束 1 ドルで NUBB から配布を受けた。1束（茎 10～20
本の束）1.25 ドルでも買うし、それぐらいの価格で売れる。現在、周辺の農家から、3,000 束ほ
ど欲しいという要望がある。 

• 種苗は農産物より高く売れるため、キャッサバと種苗両方を売る体制にしたいと考えている。ま

た、そのためにもっと NUBBから学びたい。 
 

（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 6 日（月曜日）16:00～17:00 
件名：農家へのヒアリング② NUBBの種苗を購入した農家 
 所属 役職 氏名 
先方 キャッサバ農家  Mr. Long Heang 
当方 合同会社適材適所 

な し 
シニアコンサルタント 
専門家（業務調整） 

井田 光泰 
川上 司 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
• Ratannak Mondoul District の農協（50メンバー）の組合長で、国連開発計画（UNDP）のプロジェク
トで農協をつくったが、その後活動はあまりやっていない。50メンバーのうち 10名がキャッサバ
農家なので、プロジェクトで学んだことを教えている。他のメンバーから要望があるので、今年か

らは 1束 1ドルで配布する予定。市場では 1束 0.5ドルなので高いが、NUBB からの種苗は、でん
ぷん含有量が高く、売れる（KU50は 28％）。将来的には種苗販売だけでやっていきたい。 

• 現在 10ha でキャッサバを栽培している。大学からは 500 束受け取った。まだ、配布するほど種苗
ができないため、知り合い 1軒に提供しただけ。提供を受けたのは KU50とラヨン 7。1年目（2018
年）は、提供されたストック種苗も少なかったので、モニタリングも言われたとおりにしっかりや

ったが、その後、栽培面積が広くなり、ほかにマンゴーなどもやっているので大変でモニタリング

の記録は取っていない。目視のみ。 
• 2018 年に NUBB からの種苗が良かったので 2019 年は周辺の農家も購入を希望したが、NUBB か
らの配布が少ないということで、諦めた（GIZ の農家へ優先的に提供したため）。NUBB の種苗で
あれば、1.25 ドル/束でも購入する。NUBB からは 1 束 1 ドルで購入している。自分のキャッサバ
畑では、以前は CWBや Red miteがよく出ていたが今は周辺の農家含め出ていない。 

• キャッサバの前はトウモロコシやダイズを栽培していた。当初市場で買った種苗を使ったが、始め

たばかりだったため、50～60 t/haと収量が良かったが、その後 20 tまで低下した。NUBBから購入
した種苗に植え替えたところでは 35～40 tほどになっている。 

• 値段は、以前は 1,800～2,200バーツ/tで、今は 2,200～2,500バーツ。NUBBから買った種苗はでん
ぷん含有量が高いので少し高く売れるが、値段はタイのマーケットしだいで、でんぷん含有量によ

る違いは 200バーツ程度。タイから買い取り業者が来るので収穫したものをそのまま売る。ほかに
4名ほどタイの業者がいるが買値はほぼ同じである。中国の業者もいるが、乾燥したものしか買わ
ない。乾燥して売れば高く売れるがそのための施設がないのでできない。 

• 種苗生産を本業にする場合はモニタリングもちゃんとやりたい。自分が販売する種苗については

サンプルを送って検査してもよい。 
• PDAFF の普及員など来ないし、指導も受けたことはない。キャッサバの栽培知識は UNDP のプロ
ジェクトでタイのナコンシッタマラートで研修を受けただけで、それ以外の知識習得の機会はな

い。プロジェクトの冊子で病気と対策がよく分かった。モニタリングはちゃんとやっていないが、

毎日畑でチェックはしている。 
• キャッサバ生産組合などつくってもよいが、ルールを守らない農家も出てくるし、現状ではタイの

業者しだいなので、メリットがない。 
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日時：2021 年 12 月 7 日（火曜日）10:00～12:30 
件名：農家へのヒアリング③ Ms. Muan Am（Thamar Pouk 郡） 
 所属 役職 氏名 
先方 農 家 

な し 
 
専門家（業務調整） 

Ms. Muan Am 
川上 司（訪問） 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グルー
プ第一チーム 
同 上 
JICA カンボジア事務所 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS
グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
ナショナルスタッフ 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
外山 晴子 
井田 光泰（訪問） 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：農家圃場）/ 電話（発・受） 
 
１．農家の生産状況について 
• 5 haのキャッサバ圃場（うち 1 haがプロジェクトの種苗を使った圃場）に加え、8 haのコメ圃場
をもっている。 

• 2018 年にプロジェクトから種苗の提供を受けた。プロジェクトの種苗を受け取る前は、5、6 年
前にタイ国境付近（タイ側）の市場でキャッサバの苗を買い付けて栽培を行っていた。現在は

COVID-19対策のため、国境は閉鎖されている。 
• 種苗の販売と指導を近隣農家 6、7 名に対して行っている。将来的には生産量を拡大し、販売も
広げたい。 

• プロジェクトの種苗を使うようになってからキャッサバの収量が 1 ha当たり 10～15 tから 40～45 t
に増加した。これにより、キャッサバ塊根による収入が 1 ha当たり 4万バーツから 8～10万バーツ
に増加した。キャッサバの茎の収入も加えると、1 ha当たり 20万バーツの収入が得られる。 

• 周辺の圃場はモニタリングを行っていないため、CMDがまん延している。CMD感染体を引き抜
いてしまうと収穫がなくなってしまうため、周辺農家は CMD対策をしたがらない。 

• キャッサバ農家の約半数が女性。ジェンダーによる大きな影響はない。 
 
２．CMD 対策に関して 
• プロジェクトからの指導を受ける前は病気のモニタリングはせず感染体を放置していた。技術

指導後は月 2回のモニタリング活動に加えて、キャッサバ圃場の見回りを毎日行っている。 
• プロジェクトから種苗提供を受ける前は CMDがまん延していたが、プロジェクトからの種苗提
供と技術指導後は病気の発生が大幅に減った。現在 CMDの感染率は圃場全体の 0.3％程度。 

 
３．課 題 
• キャッサバに加えてコメの栽培も行っているが、いずれもタイからの買い取り人に買いたたかれて

おり、買値が低い。さらに、買い取り人がはかりをいじっているため重量もごまかされている。 
• キャッサバの栽培に関して PDAFF 普及員による指導はないため、PDAFF へキャッサバの栽培
状況の報告は行っていない。PDAFF はコメや野菜の栽培に関する指導はしている。 
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（本記録は、先方の確認を経たものではない）  
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日時：2021 年 12 月 8 日（水曜日）8:00～9:30 
件名：カンボジア・バッタンバン州 PDAFF（農林水産局）へのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 Plant Protection  

Industrial Crops Promotion 
な し 

課 長 
課 長 
専門家（業務調整 

Mr. Lena Sualeang 
Mr. Sen Nil 
川上 司 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ
第一チーム 
同 上 
JICA カンボジア事務所 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部 SATREPS グ
ループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
ナショナルスタッフ 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査役 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
外山 晴子 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：農家圃場）/ 電話（発・受） 
 
１．活動概要について 
• バッタンバン州はタイ国境に位置しており、キャッサバ生産量が多い。キャッサバ栽培は雨期が

中心になるので、雨期に農家向けのワークショップを行っている。2013 年からキャッサバとト
ウモロコシに関する普及活動をしている。その前はダイズに関する普及活動を行っていた。 

• 国際 NGO（Caritas、World Vision）の経済支援によりセミナーを行うことがある。ワークショッ
プの開催頻度は NGOからの予算しだいで、年 3回程度に増やすことも可能かもしれない。地域
は Ratanok Mondolを中心に行っている。 

• 農家からの要望があれば指導をしに行くが、PDAFF の予算に日当はないため、積極的にやりた
いとは思わない。 

 
２．プロジェクトによるセミナー・プロジェクトとの関係について 
• 2021 年 10 月のセミナーに参加してこのプロジェクトについて知った（PDAFF 内で過去のセミ
ナーの内容が共有されていない様子）。 

• プロジェクトのセミナー参加前はキャッサバの病害虫について 1、2 種類しか知らなかったが、
研修参加後は知識が増えた。Descriptor についても勉強になり、栽培・モニタリングについても
学んだ。配布資料を読めばキャッサバ栽培技術についてよりよく理解できると思う。 

• プロジェクトのセミナー参加後、普及を行う機会がまだないのでプロジェクト作成資料を使っ

ていないが、今後活用したい。資料はシンプルで分かりやすく、指導側としても使いやすい。プ

ロジェクトの Facebook ページも知っている。 
• 副所長が NUBB とコンタクトをとっている。担当者レベルでは ST1 リーダーの Sophary 氏と連
絡をとっており、農家からの質問について相談をしている。 

 
３．キャッサバ栽培に関する課題 
• キャッサバ栽培に関する課題は主に二つある。一つ目は仲買人によりキャッサバが買いたたか

れていること。二つ目は農家のキャッサバ栽培技術の不足。キャッサバの苗の選び方（病気にか

かっていない苗を使うこと）を知らない農家もいるため、CMD にかかった苗を使ってしまうこ
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とがある。 
• MAFF との関係に関しては、PDAFFはMAFF からの指示に従った活動を行うだけであり、頻繁
な情報交換や連携関係の構築ができているわけではない。 

 
（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 9 日（木曜日）8:00～9:00 
件名：タイのプロジェクトダイレクター、コーディネーターへのヒアリング 
 所属 役職 氏名 
先方 RYFCRC（ラヨーン畑作物研究セ

ンター） 
同 上 
有限会社テクノスタッフ 

Director/Acting Country Director 
 
Researcher/Acting Project Coordinator 
専門家（業務調整） 

Ms. Hansethasuk Jinnajar 
 
Mr. Phanuwat Moonjuntha 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第

一グループ第一チーム 
同 上 
JICA カンボジア事務所 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部
SATREPS グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
ナショナルスタッフ 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査員 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
外山 晴子 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：農家圃場）/ 電話（発・受） 
 
１．病害虫対策に関して 
• 2016 年にキャッサバ栽培政策が採択された。キャッサバの病害虫対策には三つの柱（短期・長
期・緊急時）がある。短期の対策はカンボジアとの国境でのキャッサバの検査が代表的なもので、

長期の対策には CMD耐性品種の開発や健全種苗の普及が該当する。緊急時の対策は CMD感染
圃場への対策が中心となる。CMD 感染圃場が発見されると該当圃場は焼かれ、6 カ月立ち入り
禁止となる。農家は補償を受けることができる。 

• RYFCRC は毎年キャッサバ栽培に関する戦略を策定しており、農業省に提出している。その後、
農業省から商業省にキャッサバ栽培戦略が共有される。 

• キャッサバの健全種苗生産圃場は他の圃場から周辺 10 km 隔離されている必要がある。農家が

とるべき基本的な対策としては、CMD に感染していない健全種苗を使うこと、種苗を植える前
に殺虫剤をかけること、2週間ごとにモニタリングをすること、種苗生産農家は種苗販売前に検
査を行うこと、が挙げられる。 

• MOAC の CMD 対策予算規模は 2020～2021年で 2兆バーツ。 
• CWB は種苗の植え付け後、数カ月間は感染を発見することができないため、対策が難しい。CWB
は完全に除去することがでないが、土壌・水の管理によって 2、3年間は CWB対策になる。 

 
２．健全種苗の生産について 
• 種苗は安価で入手でき、2,000本（トラック 1台分）が 2,000バーツで購入できる。 
• RYFCRC 支援の農家は 2～3年の間、無料で健全種苗を受け取ることができる。RYFCRC の種苗
生産量が不足しているため、各農家で種苗を自家生産することを推奨している。また、農家には

CMD 耐性のある品種を栽培することを推奨している。 
 
３．ベトナム、カンボジアに対する評価について 
• NUBB は、プロジェクト開始前はキャッサバ栽培を行っていなかったが、本プロジェクトの技術
移転により自立的に活動が行えるようになった。また、PCR 検査法や組織培養の技術を習得し
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たと理解している。 
• ベトナムの研究者は CMD 耐性・抵抗性品種の開発技術を、本プロジェクトを介して習得した。 

 
４．その他 
• タイでは民間セクターと農家の間の連携が進んでおり、普及員を派遣して農家への指導を行っ

ている企業（でんぷん生産者、キャッサバチップ生産者）などもある。 
• TICA のプロジェクトでキャッサバ用肥料と土壌管理の技術移転をカンボジアへ行っている。ま
た、ベトナムでは植物防疫プロジェクトを実施している。 

 
（本記録は、先方の確認を経たものではない） 
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日時：2021 年 12 月 9 日（木曜日）11:30～12:30 
件名：タイ C/P へのインタビュー 
 所属 役職 氏名 
先方 RYFCRC（ラヨーン畑作物研究セン

ター） 
同 上 
同 上 
有限会社テクノスタッフ 

Researcher / Acting Project 
Coordinator 
Researcher 
Researcher 
専門家（業務調整） 

ST1: Mr. Phanuwat Moonjuntha 
 
ST2: Ms. Sirilak Lankaew 
ST4: Ms. Suwaluk Amawan 
井芹 信之 

当方 JICA 経済開発部農業・農村開発第一

グループ第一チーム 
同 上 
合同会社適材適所 
JST（科学技術振興機構）国際部

SATREPS グループ 
同 上 

課 長 
 
専門嘱託 
シニアコンサルタント 
研究主幹 
 
調査役 

溝江 恵子 
 
末松 知世 
井田 光泰 
浅沼 修一 
 
古川 尚彬 

場所：往訪・来訪・オンライン 会議（場所：   ）/ 電話（発・受） 
 
１．タイにとって重要な成果 
• タイの育種技術をカンボジア、ベトナムに移転することができた。 
• 育種マーカーの技術に必要な機材なども導入された。 
• AGI などとは以前から協力関係があったが、NUBB などとの関係はプロジェクトによって形成

された。 
 
２．農民への普及 
• ポスターの配布、ウェブや SNSで農家も情報を得ることができる。農家が SNS（LINE）などで
直接質問してくることがある。 

 
３．キャッサバ政策 
• DOA や商工省、民間などが集まって、委員会を組織し、キャッサバ促進の政策をつくり、その

後、具体的なアクションについて関係者が集まって決めている。委員会には政府、民間、輸出業

者、加工業者、農民など 20 名ほどが代表者として集まる。東部、東北部など地域、郡レベルで
も農家などが集まって議論する機会がある。 

 
４．カンボジアなどへの支援 
• COVID-19で予算が少ないが、メールなどでコンタクトしてサポートすることはできる。これま
でもメールなどでコンタクトしている。 

 
５．プロジェクト後の持続性確保 
• カンボジアは土壌改良などの技術が必要。特に、農家は肥料をほとんど使わないなど、栽培技術

が不足している。タイ国際開発協力機構（Thailand International Cooperation Agency：TICA）が支
援したが、そうした支援が必要。 

• CMD 耐性種苗の開発とカンボジアへの配布も重要。通常の育種では種苗開発に 7年ほどかかる。
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完全に CMD 耐性のある品種ができるかは分からない。CMD への抵抗力の高い品種で対応する

ことになるかもしれない。 
• スマート農業で、アプリなど使ってリアルタイムで農家に回答できるような技術を開発できる

とよい。 
 
６．COVID-19の影響 
• RYFCRC は離れているので、それほど大きな制約はない。 

 
（本記録は、先方の確認を経たものではない。） 
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